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登場人物




蓮れん杖じょう 敬けい悟ご

兄嫁の紗季に憧れを抱く男子高校生。大学受験に備え、兄のマンションに居候することになった。




蓮れん杖じょう 紗さ季き

夫の単身赴任と入れ替わりに義弟と暮らすことになる知的な眼鏡美女。翻訳家の仕事をしている。




神かん部べ 志し穂ほ

紗季の実姉で三年前に夫を亡くしている未亡人。姉妹の中でも最もむっちりしたボディを持つ。




速はや水み 優ゆ衣い

紗季の妹で女子大生。敬悟を溺愛しており、積極的に淫らな誘惑してくる。





			序章　盗み見た兄嫁の嬌態

			


			「あぁっ、いやっ……。いけないわ……。敬けい悟ごくんに気づかれてしまう……。紘一こういちさん、今夜はダメよっ……」

			　いつもの耳に心地よい声が、今はハスキーに潜められている。にもかかわらず、微かにそこに乗せられた艶と媚を蓮杖れんじょう敬悟は感じ取らずにいられない。

			「んんっ……。あはぁ…本当にダメよ……。感じてしまう……あっ、ああん……」

			　敬悟を憚りダメと抗っておきながら、その声からは高揚が窺える。

			　結婚八年目にして未だ夫を〝さん〟づけで呼ぶほど奥ゆかしい兄嫁が、悩ましくも色っぽい声を押し殺しながらも、危うく喉奥から漏らしてしまっている。

			（ど、どうしよう……。覗いたりしちゃいけないのに……。ああ、だけど紗季さき義姉さんが……）

			　この場を立ち去るべきであると承知しながらも、兄夫婦が何をしているのか気になって仕方がない。否、何をしているかは判りきっている。

			　明日から単身赴任となる兄との別れを惜しみ睦ごとに勤しんでいるのだ。

			「んっ、んんっ！　ああ、ねえ、そんなにしたら声が漏れちゃう……。本当に敬悟くんに聞かれちゃうわ……」

			　漏れ聞こえる艶めかしい声に惹かれ、敬悟は兄夫婦の寝室に導かれる。衣擦れの音までもがはっきりと聞こえてくるのは、寝室のドアが少しだけ開いているからだ。

			（覗いたりしちゃいけない……でも、ちくしょうっ……！）

			　寝室のドアが開いているのは、兄・紘一の仕業だった。

			「今夜、紗季を抱くから覗いてもいいぞ……」

			　まるで悪魔が唆すかの如く、敬悟の耳に囁きかけた兄。その真意を汲み取れず、訝しむ目を向ける敬悟に、さらに兄は驚愕のセリフを吐いた。

			「お前、紗季のことが好きなのだろう？」

			　兄の結婚相手として紹介されたその時から、敬悟は紗季に一目惚れしていた。

			　けれど、未だ高校生の身である自分に紗季が振り向いてくれるはずもなく、まして兄嫁である彼女に想いを伝えることすらできずにいたのだ。

			　だからこそ、大学受験に備え、兄のマンションに居候することが決まった時、紗季の側で過ごすことが楽しみで仕方なかった。

			　しかも、その後に、兄の単身赴任が決まっても、なお敬悟の面倒を見てくれると言ってくれた紗季のやさしさに心打たれた。

			　そうしてはじまった新生活の初日に、兄に毒を吹き込まれたのだ。

			　何を考え、兄が夫婦の神聖な儀式を覗かせようとするのかは判らない。

			　また、いくら兄に唆されたとはいえ、万が一にも覗きが紗季にばれたら、疎まれてしまうことは目に見えている。

			（いや、いや、それ以前に覗きは犯罪だから絶対にダメだ！）

			　頭では判っている。パトランプが回転し、警告音が鳴り響いているのだ。

			　けれど、いくら理性が咎めようとも、漏れ聞こえる紗季のすすり泣きの前では、もう自制など利かなかった。

			「ほうんっ……ダメ！　そんなとこ触っちゃいやっ……。後戻りできなくなるわ」

			　ねっとりと糸を引くような声に、妖しい水音が続いた気がした。この距離では、敬悟の妄想に過ぎないが、微かに残された理性など一気に吹き飛んだのも事実だ。

			　衝動に突き動かされるまま、そっとドアに近づき顔を寄せた。途端に、まるで漫画のように頭の中でガーンと衝撃音が鳴り響いた。同時に、ドクン!!　と下半身が一気に沸騰する。

			　視覚、聴覚、嗅覚が、いっぺんに強烈な刺激を受けたのだ。

			　熱帯夜さながらのムンムンとした高温湿度の淫風。大人のおんなだけが放つことのできるフェロモンたっぷりの淫匂。どんな男もたちどころに悩殺せずにおかない艶吐息。そして、何よりも露出させられた媚白肌。

			　清楚な白いパジャマよりわずかに黄色みを帯びた乳白色の淫美。

			　すべらかにたゆたう二の腕、太ももの付け根近くまで露出された両脚、乳肌のほとんどが露出するほどくつろげられた胸元。シミ一つない眩いばかりの肉体が、妖しい煌めきを瞬かせているのだ。

			　広い寝室の中央にしつらえられたベッドに、スリムな女体をしどけなく横たえ、その上に兄が覆いかぶさっている。

			　寝室の扉からは、夫婦のベッドを側面から覗き見る角度にある。けれど、この距離では、紗季のカラダの細部までが覗けるわけではない。兄嫁の半端ない素肌のきめ細かさなどは、それと知っているから想像で埋められている。

			「んんっ…んふううっ……ああ、いやっ……。ダメよ、ダメなのにぃっ」

			　胸元やくつろげられた太ももの白さ。ベシャメルソースを思わせる媚肌が鮮やかに網膜に焼きつく。

			（ああ、なんてきれいなのだろう……。エッチなことをされているのに、上品さが半端ない……。でも、なんてエロいんだ……！）

			　兄の左手が獲物を捕らえた蛇のように、やわらかな胸のふくらみを揉んでいる。

			まろやかな乳肌を蹂躙するかの如く、鉤状に曲げられた手指が食い込んでいる。親指の付け根で、乳暈を圧迫しながら捏ねまわしているのは、乳首に甘い電流を送り込んでいるのだろう。

			　艶光するしなやかな美脚が、伸びたり縮んだりを繰り返している。

			「んんっ……おっぱい、いやぁ……ほうぅっ……疼いちゃう……あそこがムズ痒いのっ」

			　指と指の間に、小ぶりの乳首が挟まれる。よほど感度がいいのか、摘ままれた途端、純ピンクの乳首がメリメリっと昂り、乳暈までもが嵩を増す。その肥大しはじめた乳頭を、兄はさらにグリグリと捩りあげていく。

			「ひうんっ……ほうううっ……こ、紘一さん、乳首ダメぇっ！」

			　甘い顔立ちながらもキリリとしたシャープな美貌は、向こう側に背けられているため、その表情は窺えない。

			　時折、小首が振られ、切れ長の大きな瞳が閉じられたままであることが知れるのみだ。それでも、あの兄嫁の表情が、悦楽に浸っていると想像するだけで、激しい興奮が押し寄せてくる。

			（あああああ、す、すごすぎる。清楚な紗季義姉さんが、感じているだなんて……）

			　大きすぎず小さすぎず理想的な大きさの乳房はツンと上向いた鳩胸。寝そべると、わずかばかり左右に流れるふくらみは、それでも優美なドームを形作る。あまりにも美しいそのフォルムが無骨な兄の手に、乳首ごと揉み潰されていく。下方から圧迫し、あるいは押し付けるようにして、自在に容を変える肉房を蹂躙しまくる。

			　淫靡に歪み、変形するほどに、乳肌が発情の薄紅を纏っていく。

			「ダメとか言いながら、こんなに感じまくっているじゃないか……」

			　揶揄された兄嫁は、恥ずかしいとばかりに美貌を背けたまま口を噤む。

			　その強情な口を割ろうとするかのように、太くごつごつした指が、乳肌に食い込んでは離れる。

			その手つきに、乳首で掌を擦られ、熟脂肪の中へと圧し潰されているはず。

			　童貞の敬悟であっても、好奇心に任せＡＶやネットなどで得た知識で、そのくらいは想像がつく。いまどきの少年だけあって、その手の情報は容易に手に入った。

			（ああ、だけどＡＶ女優なんかよりも紗季義姉さんはずっと上品できれいだ……！）

			　なのに、どんなエロ動画や画像で見たおんなよりもずっと官能的に見える。

			　初めて目にする生のおんなの肢体だからであろうか、敬悟の興奮はあっという間にマックスに振り切れた。

			「むふぅ、んんっ、んんっ……。意地悪なこと言わないで……。あっ、指、挿入れちゃ、いやっ！」

			　朱唇があえかに開き、吐息が絶えず口元から零れ落ちた。

			　空いていた側の兄の手が、義姉の下腹部を滑り、もぞもぞと彼女の股間を探る。

			　肝心な場所は、波打つシーツやタオルケットが邪魔をして覗けない。けれど、兄の指先が紗季の女淫に触れたことは明白だ。

			「んんっ……」と、か細い呻吟が吹き零されたと同時に、立て膝した太ももが、びくびくんと悩ましく震えたからだ。

			　細い右の足首に、繊細なレースの施された水色の下着がまとわりついている。

			（ああ、パンツも、もう脱がされているんだ……）

			　立て膝も邪魔をして、相変わらず肝心な箇所は覗けない。けれど、あの喘ぎ方だと兄嫁の花びらは、ぬるりとした愛液にすっかり覆われているはずだ。

			　敬悟の顔に吹き付けるムンとした淫風の源泉が、成熟した女陰から滴る愛蜜なのだ。

			「んふぅっ……。っく……ダメよ、ああダメっ……。膣中を掻きまわさないでっ！」

			　ぐぐっと、美貌が持ち上がった。ベッドに千々に乱れたストレートロングの黒髪が、おどろに振られる。そこからも艶やかにもしっとりした色香が、鮮烈に放たれた。

			「なんだ紗季。いつもより濡れているじゃないか……。やっぱり、お前にはマゾの素質があるよな……。敬悟を気にして、むしろ興奮してるのだろう？　ほら、ほら、こんなにおま〇こが悦んでいるぞ……」

			　悩ましく女体をくねらせる義姉を兄が揶揄する。その指先には、妻を慮るやさしさは見いだせず、嗜虐的にいたぶるような手つきとしか映らない。けれど、妻の性感をよく知る兄は、的確に紗季の甘美な悦楽を追っていく。

			　くちゅくちゅ、ねちゃぴちゅっ──と手指が揺らめくたび、美しくも官能み溢れる女体がびくびくびくんと派手に痙攣を繰り返す。

			「んっ、んふん、んんん……。いやよっ、私はマゾなんかじゃない……。感じてしまうのは私の弱いところばかり責めるからじゃない！　紘一さん、卑怯だわ……っ」

			　兄嫁の声には、本気で夫を詰る響きがある。けれど、それもどこ吹く風、兄は規則的に手淫を送り込み、妻を発情させようと容赦なく責め続ける。

			　手指が掻き立てる水音が、寝室を淫靡に色づけた。

			「このままＧスポットでイクか？　ぐしょ濡れだから、もうイク寸前だろう？」

			　どこまでも妻の羞恥を煽るつもりなのだろう。兄は執拗に女陰をほじりながら、卑猥な言葉をしきりに吐いている。

			「もう。どうしても許してくれないのね……。判りました。どうしても、したいのなら、挿入いれてください」

			　紗季の口調は、聞き分けのない夫に渋々といったニュアンスながら、敬悟には見せたことのないおんなの媚のようなものが乗せられている。

			「うん？　俺のちんぽでイキたいのか？　本当に紗季はいやらしいおんなだなあ……。だったら獣のようにバックからしてやるよ」

			　言いながら兄は、その膂力で容易く美妻をくるりと反転させ、上半身に残されていたパジャマを手早く剥き取ってしまった。

			　さらに、うつ伏せになった女体をグイっと引き付け、腰部を持ち上げた雌豹のポーズにさせると、自らの腰位置を義姉の美尻の中央に移動させた。

			　あだっぽくも左右に張り出した美尻。やきたてのクリームパンを二つに割ったような尻に、兄の切っ先が突き立てられる。

			「紗季、挿入れるぞ！」

			　美尻の両側から手をあてがい、なおも引き付けるようにして亀頭部をめり込ませる。残念ながら敬悟の角度からは、兄嫁の女淫はおろか、挿入されていく姿は見えない。その表情すら顔が深く俯けられ、垣間見ることができなかった。

			　ただ見たくもない兄の姿が目立つばかり。にもかかわらず、恐ろしい興奮が総身の毛を逆立てた。

			（ああ、紗季義姉さんが犯される！　あの美しい義姉さんが……！）

			「はうぅっ！」

			　くぐもった喘ぎとぐぢゅちゅんと猥褻な水音が同時に立った。

			　躊躇いなく夫が腰部を押し出していく。

			　紗季の腕がぶるぶるっと震えながら、背後からの夫の圧力に抵抗する。

			「んんっ……あ、はぁぁ……」

			　衝撃に、俯けられていた美貌が、くんと持ち上がり、覗き見ることが可能となった。

			　切れ長の目元を紅潮させ、愛らしく小鼻を膨らませている。やや薄めの唇は、官能たっぷりにわなないている。

			　眉間に深く刻まれた縦皺が、苦しげに見えながら、いかにも艶めかしい。

			（ああ、紗季義姉さんがやられている！　おま〇こにちんぽを挿入いれたんだ！）

			　白い背筋が大きくエビ反りになり、さらなる夫の侵入を受け入れる。

			　凄まじい光景に我を失った敬悟は、思わず前のめりになり夫婦の営みを視姦した。

			　胸の疼きと共に、股間部がひどく疼いた。

			（覗きなんかしていたら紗季義姉さんに嫌われる……。まして、覗き見しながら、オナニーするなんて……）

			　頭に血が上り、全身が熱くなっている。疼く下腹部に手をやると、ジーンと凄まじい快感が返ってきた。よほど興奮しているのだろう。我ながら見たこともないくらいに下腹部が肥大している。

			（ああ、すごい。ＳＥＸってこんなにすごいものなんだ……。ああ、それにしても紗季義姉さん……。普段でさえあんなにきれいなのに、今はそれに妖艶さまで加わって、震い付きたくなるほどのおんな振りだ！）

			　これほどまでに、いいおんなを娶った兄に言い知れぬ嫉妬を感じる。

			「おおっ。紗季のおま〇こは相変わらず具合がいいっ！　俺のちんぽを咥え込んで離さない！」

			　敬悟より一回りも年上の兄だからか、中年男そのもののセリフを吐いている。

			　上体を前屈みに倒し、両腕を伸ばして、ねちっこい手つきで紡錘形に容を変えた白い乳房を下から掬うようにして捏ねまわしている。

			　背筋に唇で吸い付き、くいっと腰をさらに押し込んだ。

			「んんんっ。うんっ、あ、ああ……っ」

			　つぐまれていた兄嫁の唇から切なげな呻きが漏れている。

			「ああ……。紘一さん！」

			　貞淑であったはずの美人兄嫁が、カラダをぶるっと震わせて嗚咽を漏らした。

			（背筋を舐められただけで、あんなに感じている……！）

			　媚麗な肉体を熟知した兄が、その官能の扉をこじ開けようと乳房を弄るように揉み潰す。背筋に這わせていた唇は、首筋にまで這い上がり、ついには、こちら側に首を曲げて迎えにきた美妻の唇を貪り取った。

			　情感を掻き立てられたのか結合したままの淫裂からは、夥しい蜜液が湧き出し、静脈の透ける白い内股までを汚していた。

			（ああ、紗季義姉さん。なんてきれいな貌をしているんだ……！）

			　固唾を呑んで覗き見ていた敬悟は、ようやく垣間見えた兄嫁の恍惚とした表情を心から美しいと思った。

			（それに、なんて気持ちよさそうなのだろうか……）

			　やり場のない嫉妬で胸を焦がす一方、急き立てられるような欲情に苛まれている。

			「あっ、いやぁっ。ダメよ……ねえ、ダメなの……感じさせようとしないで……ああ、紘一さん！　許して……」

			　次第に早まる抽迭に、兄嫁はまるでレイプでもされているかのように抗う。

			　けれど、いかんせん成熟した肉体は、その性感を知り尽くした官能責めに脆く、悩ましい反応を見せている。

			　乳白色の美肌が、桜色に染まりはじめ、細かな汗のつぶつぶを浮かせている。

			「素直に感じていると言えよっ。お前のま〇こ、いつも以上に俺のちんぽに絡みついて離さないぞ！」

			　やわらかい鳩胸が兄の手に揉み潰され、自在に容を変えていく。指と指の隙間を埋めるように、ひりだされる乳脂肪はスライムのようだ。

			（あんなに揉みしだかれて、痛くないのだろうか……）

			　敬悟のその疑念も、可憐な乳首が乳暈ごと勃くしこらせていることから杞憂なのだと思い知らされた。

			（ああ、紗季義姉さん、やっぱり感じているんだ……。乱暴にされるのがいいのだろうか？）

			「やっぱり、お前はマゾだよな。こんなに乱暴に扱われて燃えるのだから！　ほら、紗季。乳首がいやらしくそそり勃っているぞ。これがたまらないのだろう？」

			　なおも冷たい言葉で辱める夫に、兄嫁は違うとばかりに首を振る。

			「くふんっ……。ああん、違います。私は、マゾなんかじゃありません……」

			　否定しながらも、くびれた腰をしきりにくねらせ、夫の抜き挿しに合わせるように蠢かせるのは、もしかすると兄の指摘通り義姉にはマゾの気があるのかもしれない。

			　美人妻の腰つきに合わせ、くちゅ、くちゅんと猥褻な水音が立つのがさらに敬悟をたまらない気持ちにさせた。

			（淑やかに腰をくねらせているけど、やっぱりいやらしい腰使い……。さぞかし気持ちいいのだろうなぁ……）

			　夫を追い詰める腰つきは、あるいは早く終わらせたいとの意思の現れかもしれない。けれど、くね踊る蜂腰が、ひどく艶めかしい眺めであることに違いはない。

			　興奮した敬悟は、目を皿のようにして兄夫婦の営みを視姦する。

			　覗き見が紗季にばれる懸念に怯えながらも、自らの勃起をズボンの上から揉んでいる。

			（すごい。すごい！　紗季義姉さん、色っぽすぎ！　僕も義姉さんとしたい!!）

			その瞬間だった。ふと何かの気配を感じ取ったのか、義姉が薄らと瞼を開いた。

			　細められた瞳が、何かを探るように真っ直ぐこちらを見つめてくる。

			　敬悟の背筋にヒヤリと冷たいものが走ったが、その眼差しは淫情に潤んでいる上に、焦点があっていない。

			　しかも、兄嫁は〝ド〟がつくほどの近眼だから、眼鏡を外している今は、ほとんど見えていないはず。

			「んんっ、あ、ああん……」

			　まるで助け舟のように兄の律動が再開され、兄嫁の意識が削がれた。

			　しかも、今度の律動は激しさを伴うもので、明らかにフィニッシュを迎えるための抜き挿しだった。

			　魅惑のボディを下半身から揺さぶられた兄嫁は、美しい眉間にキュッと皺を刻み、また瞼を閉じた。

			「くふぅ、あうううぅ……。ああ、紘一さん、イキそうなのね……。お願いだから、ちゃんと外に射精だしてねっ……」

			　朱唇があえかに開かれ、掠れ気味の声で夫に注文を付ける。けれど、その口調は、「膣中に射精して」と言うのと同じ響きに感じられた。

			（甘えたような紗季義姉さんを初めて見る……。ああ、なんて色っぽいのだろう……）

			　兄嫁の本音は、ようやく肉体に灯った官能の熾火をさらに大きな火へと高めて欲しいと願っている。それをおくびにも出さず、それが妻の務めとばかりに、夫の射精を促すように充実した蜂腰を蠢かせるのだ。

			（いいおんなって、紗季義姉さんみたいな人をいうのだろうなあ……）

			　おんなの嗜みをどこまでも忘れず、夫に尽くす健気な姿が、さらに紗季のおんな振りを上げるようで、その美しさが何割増しにも映る。

			　たまらずに敬悟は、自らの肉塊を揉み上げる手指の動きを激しくさせた。

			　いつもよりも感覚が鋭いのは、相当に興奮しているからだろう。

			「うおおおっ！　射精だすぞ。紗季のおま〇こにたっぷりと射精すからな！」

			　中出しを拒む妻の言葉も聞かず、兄は性急に律動のピッチを上げた。

			「ああ、いやっ！　膣中なかはだめぇっ！」

			　嫌と言いながらも夫に合わせ兄嫁の艶腰も妖しい蠢きを繰り返す。

			　アダルトビデオなどよりもさらに生々しく、より刺激的なＳＥＸを目の当たりにして、敬悟も自らの官能を激しく追った。

			　たまらなくなった指が、よりいっそうの悦楽を求め、ズボンごと肉塊を擦る。それでも物足りず、ついにはズボンのファスナーを引き下げ内側に手指を突っ込んだ。

			　熱の籠った肉幹を五指で包むだけで、鮮烈な電流が背筋を駆け抜ける。

			　呻きを漏らしそうになるのを、懸命に喉奥に留めた。

			（やばい。やばいよ、こんなこと……ああ、だけど、射精したい……。僕も紗季義姉さんに射精したい！）

			　悩ましすぎる光景に、敬悟の指はその意志に反し、肉勃起を擦り続ける。凄まじい快美感が、いつしか自分が義姉と交わっているような妄想を呼び起こす。

			（僕、射精だすんだ！　紗季義姉さんのおま〇こにぶちまける！）

			　ムクムクと群雲のように射精衝動が沸き上がり、淫らな妄想を増幅させていく。

			「ぐおおっ。イクっ！　射精るぅっ！」

			　兄の断末魔の叫びは、敬悟の心の叫びそのものだった。

			　凄まじい射精衝動に急き立てられて、快感がついにピークへと達し、下腹部が熱いマグマを発射させた。

			「ああん。本当に、熱いの射精しているのね……。ダメって言ったのにぃ……ああ、全部私のなかに……」

			　悩ましい女体をくねらせながら兄嫁が子宮で、牡汁の全てを吸い尽くしている。

			　皺袋に残された最後の一滴までも打ち尽くした敬悟は、まるで自分が責められているような気持ちになった。

			　手指いっぱいに、まき散らした白濁液の気持ちの悪い感触も、情けなくも敬悟を滅入らせた。

		

	

			第一章　教えてあげます……。熟未亡人のやさしい指南てほどき

			


			１．

			「あれ？　ハサミないぞ……。ハサミ、ハサミ……。引っ越しの荷物に紛れたかな？　

			いいや、紗季義姉さんに借りよう」

			　些細な用事でも紗季のもとに向かおうとするのは、やはり兄嫁を見つめていたい願望があるからだろう。

			　あれほど生々しい夫婦の交わりを覗き見たにもかかわらず、相変わらず脳裏を占める義姉は、清楚であり淑やかな印象だ。

			　切れ長な目元と高い鼻が、ノーブルでクールな印象を漂わす上に、やわらかそうな朱唇をキュッと引き締めると、意志の強そうなクールビューティが出来上がる。

			　その鼻にチョンと載せられた赤いセルフレームの眼鏡が、さらに美貌を引き立てる。

			　翻訳家の仕事を持ち、いつも凛としている知的美人。けれど、その一見怜悧に感じさせる美貌とは裏腹に、その実、紗季はとても家庭的で面倒見のいい女性なのだ。

			　実家からこのマンションに移り住み二週間が過ぎている。

			　短い春休みは、あっという間に終わり、転入した高校にも慣れてきたところだ。他方で、義姉とひとつ屋根の下、二人きりの生活は、未だ距離感がつかめていない。

			　もちろん、それは一方的に敬悟が兄嫁のことを意識しているからだ。

			「判らないことや困ったことがあったら、何でも言ってくれていいのよ……」

			　実の弟に接するように、兄嫁がそう言ってくれるあまり、ついそのやさしさに甘えてしまう。もともと敬悟に甘い義姉であったが、ここに来てさらに甘やかしてくれるのは、少しでも自分に居心地のよい空間を提供するための配慮なのだろう。

			　甲斐甲斐しくも、微に入り細にわたり敬悟を包み込むように気を遣ってくれるのだ。

			　はじめのうちは、それが申し訳なく、照れくささもあり遠慮していたが、いつしかそれが心地よくて際限なく甘えている。

			　何よりも憧れの兄嫁が、自分に気を遣ってくれることがうれしい。

			　女性らしいと言えばそれまでだが、やはりそれは本質的な紗季のやさしさであり、世話好きな性格もあるのだろう。押しつけがましさなど微塵もなく、ごく自然にそうしてくれるから、敬悟が負担に思うこともない。

			（紗季義姉さんって、母性本能がたっぷりなのだろうな……）

			　けれど、贅沢にもそれをちょっぴり物足りなく感じるのは、やはり敬悟を男として見てもらえていない自覚があるからだ。それは、どこまでいっても年下の弟を可愛がる姉の愛情であり、恋愛対象に向けられるものではない。

			　兄と紗紀が学生結婚をしたのは八年前。つまりは敬悟が八歳と小学生のころから知られているのだから、いつまでたっても子共扱いされるのも致し方ない。

			（でもまあ、まだはじまったばかりだし……。蜜に浸かったようなこの甘い生活も悪くないか……）

			　せっかくの兄嫁との二人きりの新生活を大切にしたい。

			　いくら義理の姉弟でも、血の繋がりのない男女が一緒に暮らすには、微妙なバランスも必要だ。

			　紗季の不興を買えば、すぐにここを出て行かなくてはならないのが敬悟のおかれた立場なのだ。

			（でも、いつか必ず、紗季義姉さんには男として振り向いてもらいたい。義姉さんを兄貴なんかに任せられない！　僕が守らなくちゃ……！）

			　兄嫁への想いをますます強めたのは、誰でもない兄本人から吹き込まれた毒が影響している。

			


			「敬悟、ちゃんと覗いたか？　紗季は、いいおんなだぞ。面倒見はいいし、やさしいし、性格は最高な上に、おま〇この具合も極上と来ている」

			　敬悟に夫婦の営みを見せつけた後、寝室を抜け出してきた兄の紘一。自分の妻に恋心を抱く弟にのろけ話をするあたり、やはりこの兄は頭のねじが一本飛んでいる。

			　自分に覗きを促したのも、それを自慢することが目的の一つであったらしい。

			　昔から、紘一と敬悟の兄弟仲は極めて良好だった。一回り年が離れていることもあり、ひどく敬悟を可愛がってくれるのだ。そんな兄が、「少しでもいい学校に進学するには、都会の高校に転入したほうがいい」と、熱心に勧めてくれたからこそ従ったのだし、「敬悟の面倒は俺が見る」とまで言い切り両親を説得してくれた兄に感謝もしている。

			　何をやっても長続きせず、調子のよさと勢いだけで世渡りしているような紘一を、〝ダメ男〟と吹聴する輩は多い。飲めばだらしなく、おんな好きで、ギャンブルにものめり込む紘一は、弟の敬悟から見ても絵にかいたようなバカ兄貴だ。

			　けれど、敬悟にとっては、ずっとよい兄なのだ。その憎めない性格は、〝人たらし〟そのものであり、もしかすると兄嫁の紗季も、そんな兄の一面にほだされたのではと思っている。

			　そんな兄だから、またいつものバカがはじまったと、適当に聞き流していた。

			　しかし、続けて吐き出された兄の言葉は、上に〝猛〟が付くほど強力な〝蟲こ毒どく〟だった。

			「敬悟、お前も紗季を抱いてみたいだろう？　いいから、俺がいない間に、寝取ってしまえよ。これは、俺からのたっての頼みだ」

			　あまりの言葉に、兄が何を言い出したのかすら判らなかった。否。理解できたが、頭がついて行かない。

			「はぁ？　寝取る？」

			　おうむ返しの上ずった言葉に、兄がにやけ顔で頷いた。

			にやにやしていても、紘一が本気であることは長い付き合いでそれと判る。

			「そうだ。紗季とＳＥＸして欲しいんだ。お前に悪い話じゃないぞ。だって、お前は紗季のことが好きでたまらないのだろう？」

			　嫁を抱いて欲しいなどと弟に持ち掛けるほど、この兄はバカであったのだろうか。

			「あ、兄貴、頭がおかしくなったか？　なんだって、そんなこと……」

			　絶句する敬悟に、紘一はなおもにやけ顔で言葉を継いだ。

			「俺には寝取られ願望があるんだ。それに、実は今、紗季の他に好きなおんなができてな……。お前が紗季を寝取ってくれれば、保険にもなるだろう」

			「何を言っているんだよ。紗季義姉さんをもっと大切にしろよ。第一、僕なんかを義姉さんが相手にするわけないじゃないか……」

			　兄を注意しながらも、敬悟は客観視したその事実は正しいと、少しばかり凹んだ。

			「でもなあ、敬悟。俺たちのＳＥＸを見ていて判っただろう？　確かに紗季はいいおんなだが、抱いていて面白みがないんだよ……」

			　どこまでも自分勝手を口にする、バカ兄貴に敬悟は本気で腹が立ってきた。

			　好きだからこそ紗季にはしあわせになってもらいたい。なのに、義姉をしあわせにできるのはこのバカ兄貴だけなのだ。

			「なんだよ。怒ったのか？　お前、そんなに紗季が好きなんだな……。だったら、ささっとやっちゃえよ。まあ、確かにあの貞淑なおんなが、お前のことを相手にするとは思えないな。でもな、それなら犯してしまえばいいんだ。これからは、ずっと二人きりなのだから、いくらでもチャンスはあるぞ」

			「犯しちゃえって、それ、犯罪じゃないか！」

			　正直、紗季を犯せと唆され、条件反射のように下腹部が疼いた。それを打ち消すように、あえて敬悟は〝犯罪〟と強調したのだ。

			「兄嫁を義弟が犯すなんて、いくらでもある話だ。ＡＶなんかでも定番だろう？」

			　アダルトビデオと現実をごっちゃにするあたりが、紘一の幼い精神年齢を物語っている。

			「うん。逆に弟の彼女を手籠めにする兄ってのもよくあるシチュエーションだな……。敬悟が紗季を犯したら、俺がその報復に優ゆ衣いちゃんを寝取るのもありだな……」

			　独りごちるように優衣の名を口にする紘一。不意打ちのように速水はやみ優衣の名を出され敬悟は少し慌てた。

			「優衣ちゃんは、僕の彼女じゃないのだから報復になんてならないし……。第一、彼女は兄貴の義妹でもあるのだから、そんなことしたらまずいだろう！」

			　優衣の貌を脳裏に浮かべながら敬悟は兄を思いとどまらせようとムキになった。全ては、妄想に妄想を重ねたような与太話なのだから、ムキになるまでもないのだが、この兄なら本当にやりかねないと慌てたのだ。

			　優衣とは、今年大学四期生となる紗季の年の離れた妹のことだ。

			　ちなみに紗季は三姉妹の真ん中であり、さらに上には、今年三十二歳になる神かん部べ志し穂ほがいる。

			　三人揃うと、『美人三姉妹』とのお題で描かれた錦絵の如くで、華やかかつ艶やかであることこの上ない。

			　どういうわけか敬悟は、この三姉妹から絶大な人気を誇っている。

			　とりわけ優衣は、敬悟がお気に入りであることを隠そうともせず、会えば紗季以上に甘やかしてくれる存在だ。

			　それも本当の弟のように接する兄嫁とは少し異なり、まるで年下の彼氏のような扱いを受けている。

			　もちろん、兄嫁に負けず劣らず美形の優衣に、そんな風にしてもらうのはうれしい。

			　実際、紗季への想いがなければ、優衣に彼女になって欲しいくらいなのだ。

			　インドア系の義姉とは正反対に、優衣は太陽がよく似合う女性だ。

			　明るい性格で、いつも楽しそうにしていて笑顔を絶やすことがない。

			　ぱっちりと大きな瞳は、やや強い目力を感じさせる。鼻梁のすっと伸びた高い鼻は、日本人には珍しいほど。桜のような唇は、厚すぎず薄すぎず、瑞々しくもぽちゃぽちゃとやわらかそう。

			　それらどれをとっても完璧なパーツが、シャープなフェイスラインの小顔の中に、すっきりと納まっているのだ。

			　敬悟より五つ年上の彼女は、美少女から大人の女性へと華麗な変貌を遂げている。何気に微笑むだけで、敬悟をドキリとさせるほどの超絶美形なのだ。しかも、まるで紗季と似ていないようでいて、どこかしらに紗季の面影が見え隠れするから、敬悟としては始末が悪い。

			　さらに言えば、優衣の美しさは、顔ばかりではない。

			　文句なしに抜群のスタイルで、身長百七十近くの長身が、見事なまでにボン、キュッ、ボンと美しい流線形を描いている。

			　手足が長く細く、腰高でスレンダー。しかも、バストやヒップは丸く豊かなボリュームにはち切れんばかりに実っている。

			　どこまでも完璧すぎて、フィギュア人形を思わせるプロポーションだ。

			　そんな彼女が、敬悟のどこを気に入ったのか、愛玩人形よろしく、下にも置かない扱いで可愛がってくれる。

			　もしも筆おろしを本気でお願いしたなら、「敬ちゃんなら、いいよ」と、二つ返事で許してくれそうな勢いだ。

			　正直、敬悟とて、その想像をしたことがないと言えばウソになる。

			　飛び切りの美人であり、しかも、ナイスバディの優衣に迫られたら、瞬殺されてしまうであろうことは想像に難くない。

			「お前は、紗季に惚れているから気づかないかもしれないが、優衣ちゃんの方は、絶対にまんざらじゃないと思うぞ。まあ、でも優衣ちゃんに手を出したりしたら義姉さんに殺されるか……」

			　人たらしの紘一が唯一苦手にしている志穂を思い出したらしく、急に背筋をぶるぶるっと震わせて、敬悟の部屋を出て行ったものだ。

			


			（ダメだ！　絶対に兄貴に、紗季義姉さんを任せておけない。僕には悪い兄貴じゃないけれど、義姉さんの夫としては最悪かも……！）

			　バカ兄貴とは知っていたものの、あそこまでのバカだとは思っていなかった。しかも、紗季のような美人妻を持つ身で、好きな相手ができたなどと弟に告白する幼稚さ。あれで、もうすぐ三十歳になるのだから、あきれてものも言えない。

			　ならば、余計に自分がしっかりし、大切な兄嫁を守らなくてはならないではないか。

			（僕が、紗季義姉さんをしあわせにしてあげるんだ！）

			　どうすれば、兄嫁を守れるか、守らせてくれるか。それさえも見当がつかないが、その思いだけは、ますます強くする敬悟だった。

			


			２．

			「紗季義姉さぁん。ハサミ貸してくださぁい！」

			　居間の扉を開く前から、用件を口にするのは、何とはなしの照れ隠しだろう。

			　けれど、扉を押し開けた瞬間、ムンと押し寄せる蜜のように濃厚な匂いと湿度に、敬悟は心臓を鷲掴みにされる思いがした。

			　何事かと扉をくぐり奥へと歩を進めると、悩ましい光景が繰り広げられている。

			「あっ！」

			　短く声を上げた敬悟に、二人の美女がこちらを振りかえった。

			「あら、敬悟くん。こんにちは……」

			　黒というよりメタルブラックに近い色合いのキャミソールレオタードに身を包んだ女性が、にっこりと微笑み敬悟にあいさつをしてくれる。

			　そのエレガントな笑みの持ち主こそ紗季と優衣の姉、三姉妹の長女であり五年前に夫を失った未亡人の神部志穂だ。

			　そう言えば、朝食の折、紗季から志穂が来ることを聞かされていた。

			　すっかり忘れていたのは、兄嫁のことばかりが頭を占めているからだ。

			　翻訳家の仕事で忙しく、ほとんど家に引きこもり状態の妹を見かね、自らが通うヨガ教室で教わったことをこうして紗季にもやらせているらしいのだ。

			「姉さん。強引なのよね。でも、運動不足の解消にもなるし、ダイエットにもいいらしいから……。この頃お腹のあたりにお肉が付いちゃって……」

			　無駄な脂肪などほとんどついていないお腹を摘まむ仕草をしながら、敬悟におどけて見せる義姉。怜悧な美貌が、はにかむような表情へと変化していく。

			「だから、ほら、そんな恥ずかしい姿を敬悟くんに見られたくないのよ。その間だけ、お部屋にいてくれる？」

			　なぜ義姉がそんなことを言っていたのか、ようやく理解できた。

			　いわゆるビキニスタイルの黒のヨガウエアーは、動きやすさと通気性を重視したスポーツブラと二分丈のスパッツを履いただけのセクシーな姿。デコルテラインやくびれた腰、お腹周りは露出させ、背中などは、伸縮性に富んだブラ紐がクロスするばかりで、ほとんど何もつけていないに近い恰好なのだ。

			　機能性重視の飾り気のないウエアーながら、素肌の露出度が高い上に、覆っている部分もぴっちりと張り付いているため、そのボディラインをはっきりと浮き上がらせ、スレンダーな肢体を際立たせている。

			　その格好に唯一、不釣り合いな赤いセルフレームの眼鏡は、お手本となる姉の姿を追うために掛けているのだろう。

			　義姉は、その姿を敬悟に見られることを恥ずかしがったのだ。その証拠に、兄嫁は恥じらうように頬を紅潮させ、困ったような表情を浮かべている。

			　けれど、姉の手前もあり、ヨガの最中にカラダを隠すことも、敬悟に見るなと言うこともできずに、素知らぬ風を装いヨガに専念するしかないのだ。

			　敬悟の方も、その言いつけを忘れ、闖入ちんにゅうしてしまったことを詫びるわけにもいかず、さりとて紗季と志穂から目を離すこともできずにフリーズしている。

			（ああ、紗季義姉さんのボディライン。やっぱり綺麗だ……。スレンダーなのに、やわらかそうで……）

			　呆けたようにうっとりと見つめる敬悟に、再び志穂が声をかけてくる。

			「敬悟くんもやってみない？　勉強の息抜きになるわよ。リラックスできる上に、集中力を高める効果もあるのだから……」

			　こちらを振り向いた未亡人の悩ましい胸元がぶるんと揺れた。スレンダーな紗季とは対照的に、肉感的な身体つきをしている。

			（わわわわっ。志穂さんのカラダつきもエロい！　胸もお尻もむっちりだぁ……）

			　肉感的ではあっても決して肥えているわけではなく、むしろスリムな体型をしている。なのに、付くべきところに肉が付いているから、ムッチリと感じさせるのだ。

			　それ故に、キャミソールレオタード姿がひどくセクシーに映る。

			　細い肩紐と大きく開いた胸元、背中の方もぱっくりと大きく開かれたそのレオタードは、ヨガ用というよりもむしろバレエの練習着に近い。

			　特に敬悟の目を引くのは、レオタードを大きく盛り上げる乳房だ。

			　家系なのか三姉妹は、胸の豊かさに恵まれている。

			　一番小さいと思われる紗季のバストですら、つんと上向きに大きく盛り上がっている。けれど、志穂の乳房は、その比ではない。巨乳を売りにするグラビアアイドルですら裸足で逃げ出しそうなほどマッシブに実っている。

			　そんな姿で腕を真っ直ぐに持ち上げたり、片足立ちして女体を床に垂直にするなどのポーズをゆっくりと決めていくのだからたまらない。

			　志穂がカラダを捩ったり、反らしたりするたび、その大きな乳房が自在に容を変えながら、ぶるん、ぶるんと揺れている。

			　憧れの兄嫁は兄嫁で、姉に負けじとその女体を柔軟に反らせたり、鋭い平衡感覚を見せつけるように片足立ちして、両腕を絡め天に突き上げたりしている。

			　紗季の白い腋下が見えるだけで、敬悟はドキドキさせられてしまう。

			　未亡人に誘われるまま、敬悟も見よう見真似でヨガのポーズを取っていくが、常に頭だけは彼女たちに向けているため時折、変に身体が捻られたり、妙なポーズになっていたりする。

			　けれど、〝見よう見真似〟がミソで、それを口実に兄嫁と未亡人をほぼ視姦に近い目で見つめることができるのだ。

			　ゆっくりと彼女たちは四つん這いになった。その後ろで敬悟も四つん這いになる。

			　右手を前に突き出し、左足を真っ直ぐに伸ばしている。

			　二人ともに、すらりと伸びた足のラインが美しい。とりわけ、義姉は腰高で、華奢な美脚なのに、太ももは艶めいて色っぽい。

			　やがて雌豹のポーズ。

			　お尻をこちらに突き出すようにして高く持ち上げ、背筋を鯱しゃちほこのように反らしている。

			　普段学校の体育の授業くらいでしか運動をしていない敬悟も、うっすらと汗をかきはじめる。

			　視姦するのに忙しく、いい加減に身体を動かしているだけでも汗が滲むのだから、真剣に取り組んでいる彼女たちが背中や額に汗を流しているのも頷ける。

			　そのウエットな感じの女体が、また美しくも扇情的なのだ。

			（ああ、それにしてもなんていい眺めなのだろう。志穂さんのムチムチのお尻……。紗季義姉さんの桃みたいなお尻もたまらないよお……）

			　高く掲げられた兄嫁の美尻に、密着したスパッツの薄布が食い込み、時折、白魚のような指がその位置を直すようにセクシーに引っ張る。

			　隣の未亡人も同様に、レオタードのＶ字の食い込みを直している。

			　お陰で大きな丸いお尻の形状が手に取るように分かった。義姉の引き締まったお尻もいいが、未亡人のお尻はより刺激が強く、敬悟は密かに勃起させている。

			　改めて敬悟は、肉付きのいい見事なプロポーションを惚れ惚れと見つめた。

			（ヨガって、こんなに見事にカラダを引き締めるんだ……）

			　スポーツ選手にありがちな筋肉質な引き締まり方とは違う。余計な脂肪肉が絞れた上に、おんならしい肉の付き方になるらしい。

			　もちろん、生まれ持っての真っ直ぐに伸びた手足、プロポーションもあるだろう。紗季のスレンダーボディやその姉のエロボディは素材がいいからこそ、ここまで磨かれて光るのかもしれない。

			　ゆったりとカラダを動かし、ポーズを決めるだけのヨガが、これほど美容にいいとは驚きだった。

			　そこに大人のおんなの美と色気、さらには熟れた魅力が加味されているから、ほとんど凶器に近い。敬悟などは、軽く瞬殺されている。いつまでも見つめていたい気持ちで切ないくらいだ。

			　居間には、神秘的な音楽が小さく流されている。それがまた異世界に迷い込んでいるようで、不思議な倒錯を覚えた。

			　二人は開脚して前屈し、べったりと女体をヨガマットに付けている。

			　やわらかな女体は難なくマットに胸元を付け、自分の足首を握りしめる。

			　さすがに敬悟にはそんな真似はできない。諦めて、ただ床に座り、二人の美しい背中を見つめていた。

			「もう。敬悟くんたら、こっちを見すぎよ。ずっとお尻を見ていたでしょう？」

			　ふいに未亡人がこちらを振り向き、コケティッシュに顔をしかめて見せた。

			　気づかれていたことに、焦りながらも、うまい言い訳が思いつかない。

			「若い男の子には、ちょっと刺激が強すぎたかしら……」

			　けれど、志穂の目は怒っていない。あるとすれば、可愛い悪戯者の仔犬を叱るようなニュアンスだ。

			　恐る恐る、兄嫁の様子も窺うと、こちらの方は、まるで恥じらう乙女のよう。赤いセルフレームを載せた頬が、桜色に紅潮している。

			（うわあああ！　紗季義姉さんが、カワイイ～～っ!!）

			　凛とした雰囲気を霧散させ、初々しくも恥じらうばかり。どうしていいのか判らないらしく、所在なげに俯いては、身体を左右に揺すっている。

			「うふふ。まあ、いいか。仕方がない。もう少しだけ、目の保養をさせてあげるね」

			　何が仕方ないのか、未亡人は愉しげな口調でそう言うと、ゆっくりと立ち上がりまた新たなヨガのポーズを、今度はこちら向きでとりはじめる。

			　またしても片足で立ち、カラダを捩りながら伸ばした足をつかみ取る。

			　これもまた、ヨガに慣れていなければ、容易にはできない。

			　さすがに兄嫁にも、これは難しいらしく、姉のポージングをじっと見ている。

			　やがて志穂は足を降ろし、すっと真っ直ぐにこちらに向かって立つ。

			　するとどうだろう。正面を向いた未亡人のふっくらと隆起した恥丘の下に、少女のような完全な亀裂が出来上がっていた。

			（おおおおっ！　す、すごい！）

			　メタリックブラックのレオタード生地に浮き上がった陰唇の輪郭に、敬悟の分身が根元からドクンと脈打った。すでに十分以上に勃ふくらませていたところに、その淫裂への食い込みを目の当たりにし、興奮度、勃起度をさらに急上昇させてしまった。

			　動きやすい服装の彼女たちと違い、敬悟はジーンズのままでいる。自然、窮屈に押し込められていた逸物が限界まで強張り痛いほどに疼いた。

			　さすがに、彼女たちにバレはしないかと気が気でないが、意に介さずに未亡人はまた異なるポーズに取り掛かる。

			　義姉も同じポージングをはじめたから気づかれてはいないらしい。

			　けれど、今度の彼女たちのポーズは、さらにすごかった。

			　仰向けにぎゅんと背筋を反らせブリッジしたかと思うと、そのまま両肩を付け両膝を立てている。まるで正常位で、下から男を突き上げるような体勢だ。

			　股間があられもなく開かれているのも敬悟を煽る。

			（ああ、見えちゃうよ……。もっと股を開いて……！）

			　そんな敬悟の心の声が聞こえたのか、パカっと股間がしどけなく開かれていく。まるで敬悟を迎えるかのようなポージングに、完全に悩乱させられた。

			　特に、未亡人の光景はすごい。

			　レオタードの股の部分、クロッチ部には当て布がないため、開脚してしまうと、その布地がぴったりと密着して、またしても割れ目に食い込もうとするのだ。

			（まずい。相当にまずい。ああ、志穂さんが、見せつけてくる……！）

			　そうとしか思えない。実際、未亡人は目の保養をさせてくれると言っていたのだ。

			　敬悟は、自らの牡シンボルに触りたくてたまらないのを必死で堪えた。二人の前でなければ、猛然と自慰をはじめたはずだ。

			　恥裂の食い込みは、熟未亡人の太ももが揺れて、視界を遮ったり、また見えたりするが、最早興奮が飽和状態に近く、いてもたってもいられない状態にある。

			「あの、ぼ、僕、ちょっと用事を思い出しました！」

			　たまらずに敬悟は、見え透いた言い訳を残し、自室へと退散した。

			


			３．

			「なんか緊張するなあ……。ここにお邪魔するのも久しぶりだものなあ……」

			　都心の一等地とはいかないまでも、ここが高級マンションであることは想像に難くない。不動産に疎い高校生に、高層にそびえ立つ威容が、そう物語っている。

			　亡くなったご主人は資産家であったと聞いている。常に優美なオーラを身に纏う志穂は、やはりセレブな有閑マダムなのだ。

			「志穂さんの凛とした佇まいって、こういう場所に似合っているよなあ……。きっとあの上品さが、兄貴は苦手なんだろうなあ……」

			　そればかりではない。元々、三姉妹は一般家庭よりもヒエラルキー上位の家庭に育っている。

			　何せ父親の仕事の都合で、一家で移住した先が南仏なのだ。そこでの経験が彼女たちの身のこなしや考え方に大きな影響を及ぼしているのだろう。

			　中でも、志穂の持つ雰囲気は、ずぬけて際立っている。十二歳から十七歳という多感な時期を過ごしたと聞いているから、それも不思議ではない。

			　培われた気品がある上に、さらに未亡人特有のバリアにも似た気の張りのようなものが、並みの男など寄せ付けなくしている。けれど、そんな志穂も敬悟にだけは、バリアオーラを張る気配がない。おそらくは、端から子ども扱いしているからそんな必要すら感じていないのかもしれない。

			　本来の志穂は、すこぶるやさしく、おおらかな女性だ。

			　涼やかな人形さながらに整った顔立ちに、すらりとした肢体は、とても三十路を二つも過ぎているようには見えない。

			　二十代前半でも十分通る若々しさなのだ。それはおそらく、ぴんと張った滑らかな肌が、そう印象付けているのだろう。

			　例えば、その眼。ぱっちりとした双眸の中、くりくりと黒曜石の如き黒目がちの瞳が澄んだ輝きを煌めかせている。涙袋がぷっくらしているのも、彼女の場合その美人度を高める要素だ。やさしさ、柔和さ、知性の深さも、その瞳の輝きからにじみ出ている。

			　例えば、その口。少し受け口気味が可愛らしい花びらのような唇。見ているだけで切なくなるほど、その唇に吸い付きたくなってしまうほどの魅力を秘めている。

			　その鼻は、二人の妹ほど高くはないけれど、その大和なでしこらしい造詣が美しい。

			　ほっそり、すっきりしたあごのラインも、すべらかな頬も、いずれも負けじと優美さを競う。

			　丸くなめらかな額には、少し太い眉が、その意志の強さを表すように線を引く。

			　髪型は、ややブラウンに染めた豊かな髪をアシンメトリーな前髪に、トップ短め、襟足長めにしている。いわゆるボブヘアながら、長めの髪が特徴的で、フェミニンで可愛い。

			　そんな彼女に御呼ばれするのだから緊張しない方がおかしい。たとえ、子供のころからよく知っているにしてもだ。それにここには、優衣も一緒に住んでいるのだから、敬悟としては意識せずにいられない。

			（でも、僕には紗季義姉さんという想い人がいるのだから、そんな緊張する必要なんてないじゃないか！）

			　食事をご馳走すると誘ってくれたのは志穂。ヨガを終えた帰り際に、来週の週末にと約束してくれたのだ。

			　自らを叱咤激励し、敬悟はマンションのオートロックに、部屋の番号を入力した。

			「ああ、なんだってこんなにドキドキするんだ？　はじめて来たわけでもないのに……」

			　電子的な呼び出し音が響くたび、心臓が鼓動を速める。しばらくしてようやくカチャリとインターフォンを取る音がすると、心臓が口から飛び出しそうになった。

			「はい」

			　やわらかな返事は、間違いなく志穂の声。

			「あ、け、敬悟です。蓮杖敬悟」

			　焦らずとも彼女には、カメラの映像が届いているはず。それを思い敬悟はカメラの向こうの志穂に小さく頭を下げた。

			「ああ、敬悟くん。もう着いちゃったのね……。でも丁度いいかも。とにかく早く上がってきて……」

			　いつもの未亡人とは違い、どこか慌てている様子。自動で開いたガラス扉までが、急かしているように思われた。

			　さっきまでの胸のときめきは、どこへやら、何事かと、敬悟は大急ぎでマンションの内側に足を進め、エレベーターに乗り込んだ。

			　志穂の部屋のある十二階に着いてからは、回廊を目的の部屋まで走った。

			　今度は玄関前に取り付けられたインターフォンを鳴らす。

			「は～い」

			　やさしい声が、扉の内側からすぐに響いた。

			　わざわざ志穂は、ドアの前で待っていてくれたらしい。

			「こんばんは。敬悟です。今、着きました」

			　セキュリティがしっかりしているからこそ、同じ挨拶を二度するはめになる。

			「よかったわ。敬悟くん。さあ、入って……」

			　整った顔立ちが、ひょいと突き出されたかと思うと、敬悟の腕を取り、玄関の内側へと招き入れてくれる。

			「えっ！　し、志穂さん？　うわあああああっ！」

			　玄関に引き入れられた敬悟は、志穂の全身を目にして素っ頓狂な声を上げた。

			　いつもは清楚で慎ましやかな未亡人が、バスタオル一枚を女体に巻き付けただけの姿でそこに立っているのだ。

			「あうわああああっ」

			　何かを言葉にしようと思っても輪郭をなさない。

			　先日、視姦したレオタード姿よりはるかに艶めかしいのだから、それも無理はない。

			　よく手入れのされた玉の肌は、透明度が高く眩いまでに白く悩ましい。オレンジ色の玄関の照明にも、光沢を帯びた絹肌は、ツヤツヤと輝いている。

			　そんなあられもない恰好をしているのに、相変わらず未亡人は上品に映る。その物腰や仕草、発せられるオーラが違うのだ。

			「ごめんね。敬悟くん、こんな姿で……。敬悟くんが来る前に、シャワーを浴びようと思ったら、蛇口が壊れたのか、お湯が止まらなくて……」

			　なるほど、彼女が言う通り、頭からずぶ濡れでいる。

			　細く華奢な肩やデコルテラインを火照らせているから、水を浴びてカラダを冷やしたとかではないらしい。でないと、いくら四月も後半になっているとはいえ、風邪をひいてしまいそうなほどの濡れネズミなのだ。

			「お願い。敬悟くん、何とかできない？　管理人さんを呼ぼうにも、こんな格好ではと思っていたところなの……」

			　困り顔の志穂は、ほぼノーメイクのよう。それでも彼女は、美しい。

			「あ、じゃ、じゃあ、見てみますね。とりあえず、お湯を止めればいいのですね」

			　水道屋でもあるまいし、敬悟の手に負えるかは危うい。それでも、志穂が困っているのだから、引き受けずにいられない。

			「ありがとう。こっちよ」

			　頷いた敬悟の腕を引っ張り、浴室に案内してくれる志穂。お陰で、白いバスタオルに押し込まれた胸の谷間が、敬悟の肘どころか腕にまで当たっている。

			　上品な顔立ちに似合わぬほど、色っぽくもムチムチと熟成した肉体。ビーナス像のように肉感的でありながら、肥え太っているわけでなく、健康的に実らせていながらも、絞るべき所はきゅっと締まっている。それはきっと、あのヨガのお陰なのだろう。聞けば、志穂はもう十年以上も続けており、インストラクターになれるほどなのだという。

			　そして天然の肉房。見事なまでにたわわなふくらみは、小ぶりのスイカほどもある。バスタオルの白さに負けないほどの乳肌が、押し合いへし合い艶光して艶めかしい。

			その乳房が、やわらかくも弾力たっぷりに敬悟の腕に当たるのだ。お陰で、心臓のドキドキがまたぶり返している。

			　まるで女性に免疫のない童貞だけに、乳房の感触など知らずにきた。

			　バスルームまでの道のりは、雲の上を歩くかの如き心地だった。けれど、それは儚いまでに短い時間で、すぐに目的の場所に着いた。

			　畳二畳分ほどのスペースの脱衣場の向こう側、バスルームからシャワーヘッドが、お湯を噴出させる音が聞こえる。

			「敬悟くん、お願い。何とかして……」

			　すがるような眼差しを受け、敬悟はユニットバスの扉を開ける。途端にもうもうとした湯煙がこちらへと流れた。

			　手早く靴下を脱ぎ捨て、ジーンズの裾をなるべく大きくまくり上げる。シャツも腕まくりすると、敬悟はバスルームの中に足を踏み入れた。

			　なるほど、この湯の勢いでは、志穂が濡れネズミになるのも道理。

			　手始めに、ザーザーと湯を吐き出すシャワーヘッドに手を伸ばし、壁側に向けた。

			勢いよく跳ね返る水しぶきは止むを得ないが、これで少しは濡れる量が軽減される。

			　この程度のことにも思い当たらないほど、未亡人は動転していたのだろう。

			　あるいは、裸で入浴していた分、濡れることに抵抗がなかったのかもしれない。

			　敬悟は、視線をシャワーに繋がる蛇口へと運び、それに手を伸ばした。

			　けれど、いくら捻っても、まるで抵抗がなく、一向に湯の勢いは衰えない。どうやらカランが壊れているらしい。

			　カランは、湯と水の二つが付いた混合栓と呼ばれるタイプで、敬悟が捻ってみたものは、赤い印のついた方。つまりは、湯量を調節するカランだ。

			　ならばと、青い印の蛇口をひねると、こちらは普通に抵抗があった。

			　回せるだけ蛇口を捻ると水が止まった分、シャワーから吹き出される湯量も減った。けれど、その分、湯の温度が上がったようで、白い湯煙がもうもうと勢いを増す。

			「これじゃあダメみたいですね……。あれ、でも待ってよ。こういうのって、普通、元栓がありませんか？」

			　思いついた敬悟は振り返り、ずっとこちらを見守っている未亡人に尋ねた。

			「そうね。あって当然よね。でも、それって、どこにあるのかしら……」

			　こういうことに疎い女性は多い。やむなく、敬悟はカランの出ている壁を一通り調べる。すると、樹脂製の壁に何か書かれていることに気づいた。

			　昨今のマンションは、ほとんどがユニットバスとなっている。高級マンションであっても、ランクの高いユニットであるだけで、それに変わりはない。

			「ああ、カランの下は、パネルになっていて外せるんだ……」

			　濡れるのも厭わず、屈み込んで説明通りにパネルを外してみる。すると、そこに求める元栓があった。

			「ああ、これこれ。これをこっちに回せば……」

			　言いながら栓を捻ると、みるみる内に湯が止まっていく。

			「きゃあ。敬悟くん。すごぉい！　ありがとう」

			　羨望の眼差しで称えてくれる未亡人の色っぽい生足に、またぞろ敬悟の心臓が躍りだした。

			


			４．

			「ああん。どうしましょう。敬悟くん、すっかりびしょ濡れ。頭までこんなに濡らして……」

			　身悶えせんばかりにしながら、バスタオルで敬悟の頭を包み込み、くしゃくしゃにふき取ってくれる志穂。彼女自身は、未だにその艶めいたボディに白いバスタオルを巻きつけたままの姿だ。

			「風邪をひかせちゃったらどうしよう……。ねえ、そのシャツを脱いで……。まずは、こっちのタオルで身体を拭いて……」

			　自らのことは二の次に、甲斐甲斐しく敬悟の面倒を見てくれる。

			　心底心配そうな表情で、こちらの目の中を覗き込んでくる志穂の瞳の美しさ。その距離間にどぎまぎしながらも、吹きかけられる蜜のような甘い息を自らの肺に吸い込まずにいられない。

			「そんな大げさですよ。冬じゃないのだし……」

			　狭い脱衣場で、一生懸命拭ってくれる未亡人に、敬悟は照れくささを感じる一方で、ドキドキが止まらない。

			　バスタオル越しながら、まるで敬悟の頭を抱きすくめんばかりにして、拭ってくれるのだ。勢い前屈みになると、すぐ目と鼻の先に、豊かな谷間が待ち受けている。

			　デコルテラインの艶やかな白さも、敬悟の理性を奪っていった。

			（うああああっ。やばいよ……。志穂さんのおっぱい、近すぎるぅ～～っ！）

			　そのふくらみは女性の美しさを代表する部位であり、敬悟を最も昂らせ挑発するセックスアピールであり、やさしい母性の象徴でもある。

			　とりわけ、まだおんなを知らないこともあり、乳房は未知なる憧れの対象に他ならない。その乳房が間近にあるのだ。タオル生地の直下、手を延ばせば届く所に。それも、そのふくらみは、高校生の敬悟などには、もったいないほどの高嶺の花だ。

			「ねえ。敬悟くん。そのジーンズも脱いで。恥ずかしいかもしれないけれど、そんなに濡れたジーンズを履いていたら風邪をひいてしまうわ」

			　敬悟の欲情に一ミリも気づいていないのか、未亡人が困った指示をしてくる。

			　恥ずかしいのはもちろんだが、何よりも困ることに敬悟は勃起させているのだ。

			　それも根元から切っ先までギンギンに強張って石のように硬くなっている。仮性包茎気味の包皮など、すっかりずる剥けになるほどの強張りようだ。

			「ほら、本当に風邪をひいちゃう。それともわたしに脱がせてほしいの……？」

			　未亡人が冗談めかせたセリフは、敬悟の恥ずかしさをほぐそうという心配りだろう。けれど、かえってそれが敬悟のイケナイ想像を刺激する。

			「いえ。その。そんな……。でも、ジーンズは……」

			　もじもじしてなかなかジーンズを脱がずにいる敬悟。

			「もう。本当に脱がせちゃおうかしら……。あっ！　ああ……。そ、そういうことなのね……」

			　焦れた未亡人は本当にジーンズに手を伸ばした瞬間に、敬悟が躊躇う理由に気づいた。

			「あの……。ごめんなさい。その……。志穂さんがあんまりセクシーすぎて……。おかしな気分になって……」

			　顔から火が出そうなほど赤くなっている自覚がある。にもかかわらず、これほど固くなった勃起だから、容易には収まらない。

			　とても志穂の目をまともに見ることができず、顔を俯けるしかなかった。

			「あんっ……。敬悟くん、謝ることなんてないのよ。むしろ、悪いのはわたしなのだから……。女性に興味を持って当然の年頃の君の前で、わたし、ずっとこんな格好をしているのだもの……」

			「でも、志穂さん、気分を害していませんか……？　気持ち悪いとか思われそうで……」

			　まるで痴漢でも咎められているような心持ちで敬悟は恐縮している。そんな思春期特有の思考回路に、志穂がクスクスっと笑った。

			「大丈夫よ。心配しなくても。わたしだって、少しは男の子のこと判っているつもりだから。気分を害するなんてことないわ。うーん。正直に言えば、むしろその逆ね。うれしいかな……」

			「うれしい？」

			「だってそうじゃない。敬悟くんが、こういう反応をしてくれたってことは、まだまだ、わたしにもおんなとしての魅力があるってことじゃない。敬悟くんは、わたしより十五も年下なのよ。そんな男の子がときめいてくれるなんて、むしろ光栄よ」

			　そう言いながら志穂は、コケティッシュな笑みを見せてくれた。

			「あのね。敬悟くん。この辛そうなくらい大きくなったおちんちん。わたしに楽にさせてもらってもいい？　こんなことになったのもわたしに責任があるのだし……」

			「ら、楽にってそんな……。責任なんて……」

			　突然の未亡人の淫らな提案に、敬悟は明確な断りを言えなかった。

			　本気で紗季を想うなら、きちんと断るべきと判っている。けれど、かつて見たこともないほどフェロモンを振りまく未亡人の誘いは、あまりにも魅力的すぎる。

			　敬悟はごくりと生唾を呑み、またぞろその肢体に欲情を込めた視線を送った。

			「そうよ。その敬悟くんの視線がわたしの理性を溶かしてしまうの……。先日のヨガの間もずっと見ていたでしょう？　紗季のことばかりじゃなく、わたしのカラダも舐めるように見ていたわ……。あんまり熱い視線に、カラダが火照るほどに……」

			　言いながら未亡人が、さらににじり寄り、ほぼゼロ距離にまでその身を寄せた。

			　自然、バスタオルに隠された豊かなふくらみが、敬悟の胸板に当たり、やわらかく潰れる。小ぶりのマスクメロンのような乳房から甘い芳香が漂う気がした。

			　柳腰から美臀へと至る成熟した流線。痴漢でなくとも両手で鷲掴みしたくなる媚尻がむっちりと揺れた。

			　白いバスタオルは、ミニ丈のスカートほども脚線美を隠しておらず、むっちりとした太ももが惜しみなく敬悟を誘っている。

			「うふふ。その気になってくれたみたいね。それならわたしの部屋に行きましょう。ここでは落ち着かないでしょう？　今日、優衣は用事があって遅くなると言っていたけど、万が一のことを考えたらわたしの部屋の方が……」

			　色っぽい表情で寝室へと誘ってくれる未亡人。あの志穂がこんな表情をするなど想像もできないほどゾクリとするおんな振りだった。

			


			５．

			「ああ、敬悟くんのおちんちん、やっぱり大きい……。ジーンズの盛り上がりから大きいだろうなって思っていたけど。まさか、こんなに立派だとは……。どちらかというと、敬悟くんって童顔でしょう？　そのギャップにちょっとドキドキしちゃうわ」

			　志穂の寝室に招き入れられた敬悟は、ただ事の成り行きを追うばかり。

			　未亡人が纏う甘い匂いが、その部屋にはたっぷりと充満している。

			　やさしくダブルベッドの上に腰かけるよう促されたかと思うと、未亡人はあっという間に敬悟のジーンズとブリーフを剥ぎ取ってしまった。

			　上半身に張り付いていた濡れたシャツは、先ほど脱いでいるため、敬悟は全裸でベッドに腰かけている。

			　恥ずかしさと緊張でどうしていいか判らないが、分身はますます意気盛んに前方に大きく突き出している。

			「寒くない？　風邪をひかせないようにしないと……」

			「だ、大丈夫です。全身が火照っていて、汗をかいているくらいだから……。そ、それよりも、どうして急に、こんなことを……。もちろん、僕は嫌じゃないけれど。その……。志穂さんが僕なんかを……」

			　いまさらながらに聞いてしまうのは、敬悟の気おくれがそうさせるものか。

			　けれど、それを志穂は別のものと受け取ったらしい。

			「そうよね。敬悟くんは紗季のことが好きなのよね……。はじめては紗季としたいのでしょう？　うふふ。ピュアな君をこんな風に誘惑してごめんね」

			　ベッドに腰かける敬悟の前に傅くように、その身を沈ませる志穂。上目遣いのその瞳の色っぽさに息を呑む。

			「でも、そんな君だからこそ、紗季をしあわせにしてあげられると思うの……。でもね、今のままでは難しいわよね。なんて言うかなあ、もっと男として……。少なくとも、紗季をリードできるくらいにならないと」

			「あ、あの。話がよく見えないのですけど。僕が紗季さんをしあわせにって……」

			「そうよ。君が紗季をしあわせにするの。弟の君にこんなことを言うのはなんだけど、紘一さんなんかより、君の方がよっぽど男として信頼できるし、紗季のことを任せられるわ。だから、紗季をお兄さんから奪っちゃいなさい。わたしが味方するから！」

			　思いがけない成り行きに、さすがに敬悟は目を白黒させた。要するに、未亡人は、敬悟の紗季への想いを知る上に、さらに義姉を寝取れというのだ。

			　目的は違えども、志穂は兄と同じように敬悟をけしかけている。兄の紘一より、よほど頼りないはずの敬悟の方が、紗季をしあわせにできると見込んでくれたらしい。

			「でも、僕なんて、まだ高校生で……。紗季義姉さんには、男として見てもらえていないみたい……。僕なんて、相手にもされないのでは……」

			「だから、わたしが味方をするの。わたしが大人のおんなの堕とし方を教えてあげるわ……。大丈夫よ。紗季のことを大切に想ってくれているなら……」

			　言いながらも未亡人の眼差しは潤んでいるように映る。ムードのある小さな照明に照らされているからそう映るのか、実際に潤ませているのかは敬悟には判然としない。「さあ、判ったら。余計なおしゃべりはこれくらいにして……。まずは、敬悟くんにサービスしちゃうわね。一度、射精しておかないと、こんなに硬くさせたおちんちんのままでは、指南どころではないでしょう？」

			　ますます妖しい目をした未亡人が手を鉤状にし、指の腹を敬悟の厚い胸板から下腹部へと、ゆっくりと這わせはじめる。

			「し、志穂さん。あうううっ……」

			　すべやかな手指が上半身をフェザータッチでなぞっていく。途端に、全身の総毛が逆立つ。触れるか触れないかの微妙なタッチとは思えないほどの、快感がゾクゾクと背筋を走った。

			「うおっ、うあ、あぁ……。志穂さんの掌、気持ちいい……」

			　やわらかくもしっとりと吸い付いてくるような掌。女性に触られることがこんなにも癒やされ、心地よく、かつ官能が呼び起こされるものだとは思いもよらなかった。

			「わたしの手が特別ではないのよ。男の人のごつごつした手でも、おんなは感じることができるのだから……。やさしく、愛情たっぷりに触るから感じてしまうのね」

			　指南するのは後からと言いながらも、未亡人は手本を示し教えてくれる。

			「特に、女性を触るにはやさしさが大事よ。いきなり強くなんかしちゃいけないの。壊れ物を扱うように繊細に……。はじめのうちはカラダの中心から遠くの方を……。掌のぬくもりを相手に伝えるくらいの気持ちで……」

			　身体の側面をじっくりと撫でられてから、情感たっぷりに胸板をまさぐられるうちに、すっかり敬悟の緊張はほぐされ、代わりに得も言われぬ興奮が沸き立つ。

			　未亡人のその言葉の通り、次第に肌が火照り、その鋭敏さを増していくのだ。

			「あううぅっ……あっ、し、志穂さん……」

			　掌底に乳首をやさしく擦られると、お尻の穴がムズムズするような、くすぐったくも芳醇な快感が沸き起こり、ツンと小さな乳首が勃起する。

			「ほら、可愛い乳首が硬くなってきたわ……。こうなってからが唇でも愛撫していいサインよ……」

			　床に膝立ちしたまま、かすれた声を漏らしていた朱唇が敬悟の乳首にあてがわれた。

			　ぬめっとした唇に乳首を覆われたまま、純ピンクの舌にくるくると乳輪の外周をあやされる。

			「あううううぅっ……。あっ、あぁ……」

			　女性が乳首愛撫に喘ぐ気持ちが、ようやく判った。女の子のような呻きを漏らしてしまうことが、無性に恥ずかしくとも、どうにもできないのだ。

			　レロレロと舌先で小さな乳頭をあやされ、朱唇にちゅぱっと吸い付かれると、身体の力が全て抜け落ちてしまう。唯一、肉塊だけがやるせない快感に悲鳴を上げるようにガチガチに硬直を強めた。

			　それを見透かしたように美熟未亡人の手指が密林のような剛毛を指先で弄んでから、内もものやわらかいところを擦っていく。

			　今にも分身を擦ってもらえそうなのに、そうしてもらえないもどかしさ。内ももや乳首からの焦れるような快感もあいまって、敬悟は勃起を嘶かせた。

			　菊座をムギュっと締め、括約筋を使って跳ね上げたのだ。途端に、ドクンと先走り汁が多量に吹き出した。

			「まあ、すごい。敬悟くんのおちんちん、大きいだけじゃなく元気もいいのね。手も使わずに跳ね上げるなんて……」

			　未亡人が目元まで赤く染めながら、ついに猛々しい塊に手を伸ばし、太い胴の部分に指を巻きつけた。

			「あんっ、こんなにしちゃって……。硬くって、それに熱い……。ああ、それにとっても太くて大きい……。小学生のころから知っている敬悟くんが、こんなに逞しく育っていたなんて、わたしが年をとるのも当然ね……」

			　少しだけ寂しそうな口調で囁きながら、思い直したようにしなやかな指先で、隆起した牡肉の力強さを確かめていく。

			「し、志穂さんが歳だなんて思いません。初めて会った時から全然変わっていないし……ものすごく綺麗だから……。あぐわあああぁ～～っ。し、志穂さぁん！」

			　そそり勃つ分身に巻きついていた手指が、絞るようにきゅっと締め付けたのだ。

			「うふふ。ありがとう。こういう時に、相手を褒めるのは大切よ。とってもお上手でした……」

			　おどけた口調でなおも手淫快感を送り込んでくれる志穂。またしても尻に力を込め、肉塊をビクンと上ずらせた。込みあげる喜悦に、目を白黒させている。

			「ぐふうううぅっ……。お、おべっかなんかじゃないですよ。僕は、本当に思っていることを……ぐはああああぁぁ～～っ！」

			　繊細に男のツボを捉え、あやしてくれるから、ろくに言葉を紡げない。肉棒に染み渡る悦楽が、あまりによすぎてビクンと脈打たせては幸福感に満たされていく。

			　肉感的な女体がさらにその距離を詰め、べったりとカラダを擦り付けながらペニスを握りしめては、緩める動作を繰り返す未亡人。その肢体には未だバスタオルが巻きつけられているものの、露出された二の腕や肩が敬悟のあちこちに当たりその滑らかさとやわらかさを味わわせてくれる。

			　彼女の太ももが内ももに擦れるのもたまらない。志穂のどこもかしこもが、童貞の敬悟にはもったいなさすぎるほどゴージャスであり極上なのだ。

			　垣間見える白い脛ですらゾクリとするほど美しい。

			　未亡人が身じろぎを繰り返すせいで、バスタオルの結び目が少し緩んだのだろう。隙間から乳暈の陰りが妖しく覗けた。見られることなど意識していない無防備な姿だからこそ、かえって艶めかしい。

			（ああ、志穂さんのおっぱい。凄い！　えっ。ウソっ。乳首が尖っている？）

			　凄まじい喜悦に、ついつい女の子のような喘ぎをあげる敬悟に、甘い悪戯を仕掛ける志穂も興奮をそそられるのだろう。バスタオルにひしめき合っている乳房の頂点で、乳首がコリコリにしこり疼いているのが垣間見えた。

			（気のせいじゃない！　志穂さんの乳首、勃起している……！）

			　うれしい発見に心が躍る。それは、未亡人が決していやいや奉仕しているわけではない証なのだ。

			　夫を亡くして以来ずっと空閨を囲い、志穂自身も無自覚なまま、肉体に不満をためていたのかもしれない。残酷なまでに熟れ切ったゴージャスボディなのだから、それも当然のこと。その寝かしつけてきた欲求が、敬悟に淫らな奉仕を与えることで顕在化してしまったのだろう。

			　おんなの生理などきちんと理解していない敬悟の勝手な思い込みにすぎないが、未亡人が発情をきたしているように見えてならない。

			（ああ、凄いよ。あの志穂さんが、僕のおちんちんをいじりながら発情しているなんて……。こんなことが起きるなんて信じられない……）

			　夢でも見ているような心地ながら、下腹部から湧き上がる鋭い喜悦は本物だ。

			「あぁ、本当に逞しいのね……。わたしの掌の中で、びくんびくんってしている……。敬悟くんの命が感じられるわ……」

			　ジェリービーンズのような朱唇が、熱い吐息を敬悟の胸板に吹き付けては、乳首をしゃぶりつく。

			　竿胴部に浮き上がった血管がドクンドクンと脈打つのが、敬悟の命の息吹を感じさせるのだろう。

			「こんなに凄いおちんちんには、もっと刺激が必要なようね……。いいわ。もっと気持ちよくしてあげる……」

			　ますますその眼を潤ませて、未亡人の掌がゆったりとしたリズムで上下運動をはじめる。

			　赤紫の亀頭をパンパンに張り詰めさせた肉塊は、石のように硬く強張り、肉皮のどこにもたるみがないほどだ。その肉幹を未亡人の甘手がしごいてくれる。

			「ぐふううっ。あっ、ああっ、し、志穂さん！」

			　二度三度と上下されると、切っ先から多量の先走り汁が染み出してくる。

			　志穂の美しい指先を穢してしまうのが申し訳なく思われたが、当の本人はそんなことなどまるで気に留めていないどころか、むしろそれを積極的に手指に絡め、潤滑油として利用する。

			　朱唇を半開きにし、亀頭をねっとりとした目つきで見つめながら、最初はゆっくり、そして徐々に速度を増して上下に手て扱しごきを繰り返す。

			「どうかしら。わたし、上手にできている？　こんなことをするの本当に久しぶりだから……。気持ちいい？　強すぎたりしない？」

			　ずりずりと根元から上へ、上からまた根本へとしごきつつ、敬悟の表情を観察するような眼差し。謙虚な口ぶりながら、その視線には男の生理を知るものの自信が秘められている。

			「いいです。ものすごく気持ちいい。ああ、志穂さんの手、最高です！」

			「うふふ。そんなにいい？　うん。素直でよろしい。敬悟くんに、褒められるとうれしくなっちゃう。それって君の大きな武器ね……。だって、こんなに年上のわたしでさえ、もっと淫らにサービスしたくなってしまうほどだもの……」

			　目元まで紅潮させ、うっとりとした表情で志穂が言ったかと思うと、彼女はおもむろに立膝を正座に変化させ、敬悟の肉塊と正対するように傅いた。

			「本当に特別よ……敬悟くんのおちんちん、舐めてあげるわ……」

			　相変わらず手指の絡めつけられている肉塊に、急速に美貌が近づいたかと思うと、窄められた朱唇がぶちゅりと鈴口に重ねられた。

			「おわあああっ、し、志穂さぁぁん！」

			　たったそれだけで、ぞくっと下半身に震えが来た。ねっとりと湿り気を帯びた唇粘膜の感触は、手指以上に気色いい。

			「ああ、敬悟くんのお汁、とっても濃くて塩辛い……」

			　手指を付け根に移動させ、未亡人の朱唇は何度も亀頭部を啄んでいく。

			　鈴口からぷっくらと沁み出す先走り汁に志穂の涎が混ざり合い、肉傘の滑光りがさらに増す。

			　背筋を走る甘く鋭い電流が、敬悟の太ももを緊張させ、時折腰が浮いてしまう。

			「よほど、気持ちがいいのね。腰が落ち着かなくなったみたい……」

			　朱唇があんぐりと開かれ、天を突くほど肥大した肉勃起に覆い被される。生暖かい感触に亀頭部を覆われたかと思うと、なおもずぶずぶと肉柱全体が呑み込まれる。

			「ゔうぉおおおお～っ！　の、呑み込まれる！　僕のちんぽが、志穂さんに呑みこまれるぅ～っ！」

			　ねっとりした舌の感触が裏筋に絡みつく。勃起側面には口腔粘膜が張り付き、上顎のざらつきに上反りを擦られる。肉柱の半ばあたりを唇が締め付けてくる。

			　初体験のフェラチオ奉仕。それも志穂ほどの美人に咥えてもらえたのだから、その心地よさと満足感だけで、やるせない射精衝動が込み上げる。

			　かろうじて堪えられたのは、この美しい唇を自らの精液で穢していいものかとの危惧からだった。

			　気持ちよくなることは許されても、射精までは許されていない。間違えたタイミングで射精し、未亡人の不興を買いたくはなかった。

			　わずかに残された理性を総動員し、敬悟はギュッと掌を握りしめ、菊座を強く結んで、切なく込み上げる射精感を懸命に耐えた。

			「うううううっ。だ、ダメです。志穂さん……。そんなことされたら僕……」

			　危険水域に達したと告げたつもりだが、むしろ志穂は敬悟をさらに追い込もうと、その美貌を上下に打ち振りはじめる。

			　付け根に添えられた手指で、やわらかく締め付け、もう一方の手は陰嚢を掴み取りやわやわと揉んでくる。

			「ぐうぉぉ～～っ！　ダメっ。もうダメです。射精でちゃう。志穂さんのお口を汚しちゃいますよぉ！」

			　やるせなく込み上げる射精衝動に、オクターブの高い呻きを漏らさずにいられない。

			「そんなに気持ちいいのね。熱いネバネバが射精したみたいに吹き出ているわよ」

			　肉塊を吐きだし未亡人が艶冶に笑う。目元まで紅潮させた扇情的な表情は、色っぽいことこの上ない。

			「だって、志穂さんのフェラチオ気持ちよすぎて……。はぐうううぅ～～っ」

			　敬悟に言い訳する暇も与えず志穂が亀頭全体を掌で撫で回す。涎まみれになった肉幹をむぎゅっとやわらかく握りしめられ、挙句、裏筋も擦られている。やせ我慢も限界に、発火寸前にまで追い詰められるのも当然だ。

			　夥しくふき零した先走り汁に濡れた未亡人の繊細な指は、てらてらと下劣なヌメリを帯びながらさらに情熱を増した。

			「いいわよ。敬悟くん。わたしの手でも、お口でも好きな場所に射精して……」

			　朱唇から漏れ出す吐息が、肉勃起の先端に熱く吹きかけられている。栗色のボブの髪から立ち上る甘く芳しい匂いも、敬悟を凄まじく陶酔させる。

			　慈悲深い許しをようやく得られた敬悟は、甲斐甲斐しくも奉仕を繰り返す美熟未亡人をうっとりと視姦しながら放出のトリガーを引いた。

			「うぐぅっ……志穂さん、僕、もう……」

			　我慢の限界をとうに超えた陰嚢は硬く引き締まり、放精に向けての凝縮を終えている。膨らみきった肉傘が猛烈な熱を放ち、悦楽の断末魔にのたうちまわる。

			「いいわよ。わたしがお口で受け止めてあげる……」

			　終わりを悟った未亡人が再び肉勃起を呑み込むと、その美貌を前後させて敬悟を射精に導いてくれる。

			　まるで若い牡を誑かすことで、成熟した牝がその矜持を満たそうとするように。

			　ふしだらな口淫のピッチが上がり、付け根を握る手指の締め付けも増していく。皺袋を弄ぶ手指の蠢きも、その淫蕩さを増した。

			「ぐわぁぁぁぁ～～っ。で、射精ますっ！　志穂さぁ～～ん！」

			　精嚢で煮えたぎっていた濁液が尿道を勢いよく遡る。

			　興奮が正常な呼吸を阻害し、体内の熱気が気道を焼いた。

			「うんんっ……。むふん……。んふぅ……。ああ、こんなにいっぱいぃっ！」

			　吹き上がる精子を喉奥で受け止めた未亡人は、ようやく亀頭部を吐き出すと、口腔いっぱいに撒き散らされた子種を恍惚の表情で呑み込んでくれる。

			　あまりにも淫らで美しいその貌を眺めながら、敬悟は射精したばかりの肉塊をぶるるるんと嘶かせた。

			


			６．

			「凄く濃いぃ精液……。あぁ、濃すぎてわたしのお腹の中で燃えているわ……。おんなのカラダを火照らせるほど濃い精液だなんて……」

			　色っぽく頬を紅潮させた志穂は、唇の端に付着した残滓を薬指で集め、扇情的な仕草でなおも舐め取っている。

			「ああ、ウソっ。射精してもまだおちんちんギッチギチに固まったままなの？　射精したばかりで、まだ嘶くなんて……。こんなに凄いおちんちんならテクニックなんていらないかも……。敬悟くんのは、それくらい凄いものよ……」

			　ふざけ交じりに下腹部を他人と比べっこするなど中学生以下のすることで、思春期に入ってからはそんな機会ついぞなかった。まして自分の見慣れたものだけに、逸物との自覚など全くない。

			　褒められるのはうれしいが、ぴんと来ないだけに面映ゆい。

			「ぼ、僕もこんなに収まらないの初めてです。いつもなら射精したら、すぐに萎えてしまうのに……。きっと志穂さんが魅力的すぎるから……」

			　そこまで言って敬悟は口を閉ざした。喉元まで出かかった未亡人とのＳＥＸを望む言葉を呑み込んだのは、シャイな性格もあるが、ここまできて断られた時のダメージが怖かったからだ。

			「魅力的だからどうなの？　わたしとエッチしたいから、まだそんなに大きくなったままなの？　そうなのね？」

			　未亡人に言い当てられ、敬悟は顔を真っ赤にして頷いた。

			「このまま続けて本当にいいの？　敬悟くんは、紗季としたいのではないの？」

			　先ほどと同じやり取りをあえて未亡人が繰り返すのは、自らの気持ちを整理したい思いもあるのかもしれない。

			　十五歳も年上である自分が、敬悟のような少年を相手にするには、相当な障壁があるのだろう。五年もの間、未亡人として操を守り続けた矜持。大人のおんなとしての自負。紗季の姉としての自覚もあるだろう。

			　いくら女体が火照り、発情をきたそうとも、それらを踏み越え、敬悟と結ばれるには、それだけの言い訳が必要なのだ。言い訳という言葉が悪ければ、免罪符と言い換えればいいかもしれない。

			　つまりは、敬悟から望まれているという事実。それが、やがて敬悟のためになるとの確信。妹の紗季のしあわせのためとの約束手形でもいい。

			　大人の中で育ってきたせいか、比較的敬悟には、そんな相手の心の襞を読み取る能力が備わっている。相手の顔色を見ると言ってしまえば、それまでかもしれないが、常に相手が〝本当は〟何を考えているのかを察しようと努めている。

			　いわゆる協調性が高いと評されるタイプで、要は空気を読むのがうまいのだ。

			「正直、僕は紗季義姉さんのことが好きでたまりません。できるなら僕が義姉さんをしあわせにしたいです。でも、僕、志穂さんも大好きです。ものすごく美しくて、すっごくセクシーで……」

			　志穂の指摘通り、頭の片隅には紗季以外の女性と結ばれようとする自分への嫌悪がある。けれど、あのヨガの日以来、未亡人の妖艶な肢体に魅入られている自覚もあった。

			「志穂さん、気づいていたんですよね。ヨガの時、志穂さんの胸とかお尻を僕が見ていたこと。こんなに魅力的なんだって……。今も僕、こんなに興奮したことがないほどに……。やっぱり、それって、志穂さんが素敵だからで……」

			　いくら協調性が高くとも、空気を読むことに長けていても、敬悟はおべっかを使えない。口下手で、思いの半分も言葉にできずにいる自分が悔しい。もっとうまく伝えることができればと思ってしまう。

			　志穂が美しいから「やりたい！」だけでは、口説きにもなっていない。

			　けれど、そんな飾らない言葉、心から零れ出たそのままの言葉だからこそ、相手の心に沁みることもある。そんな奇跡が、いま正に起きた。それはとりわけ志穂が大人の〝いい〟おんなであったからこそ起きた奇跡なのかもしれない。

			「つまり敬悟くんは、わたしのことを〝欲しい〟と思ってくれているのね。必要としてくれているってことよね……。判ったわ。だったら、わたしが敬悟くんを大人にしてあげる。おんなを教えてあげるわ……」

			　自らを諭すように、一つ一つ確認をする未亡人。やがて納得したように大きく頷いた。

			「うふふ。そうやって、やりたいのならやりたいと意思表示するのは大事よ。けれど、やっぱり、敬悟くんは素敵な男性になりそうね……。早く紗季のことをしあわせにできる男になれるよう、わたしが指導するわ……。けれど、このことは紗季にも、優衣にも秘密よ」

			　明け透けな物言いも、この未亡人にかかるとまるで下品に感じられない。

			　志穂の慈愛に満ちた眼差しと、しっとりとした微笑が向けられる。それだけで敬悟の頬が一気に紅潮した。

			「あの、それじゃ僕。紗季義姉さんだけじゃなく、志穂さんのことも……。僕を大人にしてくれる志穂さんもしあわせにできる、そんな男になります！」

			　子供っぽいかもしれないが、それが敬悟の心に浮かんだそのままの思いだった。そしてその思いを口にすることで、より一層、己の分身が硬くなるのを自覚した。

			「まあ、そんなうれしいことを言ってくれるの？　うふふ。それに、いやらしいおちんちん。また嘶いている。いいわ。判ったわ。じゃあ、初めての敬悟くんに、たっぷりとおんなを味わわせてあげる」

			　言いながら志穂は、ベッドサイドに立ちあがると、自らのカラダに巻きつけていたバスタオルの結び目をいそいそと解いた。

			　途端に露になった、眩い裸身。空気に触れた胸乳が、ブルルンと揺れ、たわわに零れ出た。

			「うわあああああぁ……。志穂さんのおっぱい、なんて美しいんだ！　美しすぎて目が潰れそうです……っ！」

			　現れた乳房の芸術的なまでの美しさ。メーター級もありそうな豊満なふくらみは、見事な丸みを保ったまま熟しきり、それでいて少しの型崩れもすることなく見事なまろみを形成している。これこそが志穂がヨガに励んだ賜物だろう。

			　その先端には綺麗な薄紅の乳輪が、薄く削られた貝殻ほどの段差でプックリと盛り上がり、乳首をツンと尖らせていた。

			　腰部は悩ましくも大きくくびれてから婀娜っぽいラインで左右に張り出していく。

			　ふっくらした恥丘には、漆黒の翳り。その直下には、志穂の秘密の苑があるはず。まだ見ぬ秘部を想像するだけで、のぼせて鼻血が出そうだ。

			「志穂さん……」

			　ごくりと生唾を呑み込む敬悟に、艶冶に笑いながらゆっくりと未亡人がにじり寄る。

			　白昼夢でも見るかの如く、呆然とベッドサイドに腰かけたままでいる敬悟の胸元を、志穂がやさしく押した。

			　ベッドに仰向けになれというのだろう。

			　促されるまま、ゆっくりと上体をベッドに倒し、両肘を利用してその位置をダブルベッドの中央へと移動させる。

			「うふふ。敬悟くん器用ね……」

			　おかしそうに笑いながら豊麗な女体がベッドに四つん這いになり追いかけてくる。

			　自在に容を変える白い乳房。釣鐘状にふるんと前後に揺れながらベッドサイドの照明に艶光りしている。

			「せっかくなのだから敬悟くんに、女体の愛撫の仕方を教えたいのだけれど、それは次回にね。本当のことを言うとね、わたしの方が欲しくなってしまったの……。敬悟くんに言わせておいて、わたしもウソをつけないじゃない……」

			　志穂がうれしい告白をしてくれた。そればかりではない。今宵が最初で最後ではなく、これからも淫らな個人教授をしてくれると伝えてくれているのだ。

			「志穂さん……」

			　あまりにうれしくて、またしても敬悟は肉塊を嘶かせた。

			「ああん。その逞しさがわたしを淫らにさせるの……。だって、こんなおちんちんを見せつけるのは罪作りだわ。未亡人なのよ、わたし……」

			　うっとりと美貌を蕩けさせ、またしても志穂の手指が肉勃起を捉える。その誇らしげに天を衝く肉塊の真上に、むっちりとした美しい太ももが跨ってくる。

			「し、志穂さん……」

			　緊張で喉が渇いているせいで声が嗄れる。

			「初めてだからわたしが上でいいわね？　おんながどれほどいいか教えてあげる」

			　見惚れるばかりの敬悟は、口をあんぐりと開き、ぶんぶんと首を縦に振った。

			「うれしいです……。志穂さんが僕の初めての人だなんて……志穂さん……僕……ぼくぅ……」

			　しかし、それ以上は、言葉にならなかった。それほどの感動と興奮、さらには緊張に襲われてどうにもならない。

			「わたしもうれしいわ。敬悟くんの初めてのおんなになるのですもの……。光栄よ」

			　大きな瞳をキラキラと潤ませて、熱っぽく言葉を口にする未亡人。そっと腰を浮かせ、自らの陰部が敬悟の肉塊と交わる位置に寄せてくる。

			　それも腕を敬悟の太ももに乗せ、やや背後に背筋を反らし気味にして、女淫を近づけてくるのだ。

			　太ももの裏、尻朶は抜けるように白いのに、内ももの付け根から露出した女唇は、赤みの強いピンクだった。ふっくらと唇のように肉が盛りあがり、無数の皺が繊細な模様のように走っている。

			　二枚の肉花びらは短い舌のように伸び、薄い。

			　女性器はグロテスクなものと聞いていたが、志穂の女淫は上品に整い、決してそんなことを感じさせない。

			　三十路の未亡人とは思えないほど、鮮烈な肉色は使い込まれていない印象だ。

			「ああ、志穂さん……。これが、おま〇こなのですね。綺麗なのに、ものすごくエロい……。おわっ！　ヒクヒクって蠢いている！」

			　いつもであれば相手を慮り言葉を選ぶ敬悟だが、今はそんな余裕もなく、見たままを口にしている。

			「ああん。これでも恥ずかしいのよ……。言わなくていいから……」

			　さすがに未亡人が恥じらいを口にした。けれど、それとは対照的に、太ももの付け根は、じゅんと潤いを増し、しとどに濡れそぼっていく。

			「すごい！　おま〇こが透明な液をいっぱいに含んで、ピンクに輝いています！」

			　またしても敬悟の見たままのつぶやきに晒され、ついに志穂は顔を真っ赤にして首を左右に振った。

			「いやいや。意地悪言っちゃいやよ！」

			「あはは、志穂さんが急に可愛らしくなっちゃいましたね」

			　どれほど年上であっても、大人ぶって見せていても、女淫を晒すのは恥ずかしいらしく、本来の手弱女たおやめ振りを露呈させている。

			「もう。そんなにおばさんをからかうものじゃないわ……。童貞のくせにぃ！」

			　反撃とばかりに、志穂が握りしめたままの敬悟の肉塊をぞろりとしごいた。途端に甘い刺激が背筋を走り、思わず「おうっ！」と呻いた。

			「ほら、自分だって、エッチなおちんちんをこんなに膨らませて……」

			　思わず腰を浮かせた敬悟に、未亡人が絡めた手指をきゅっと窄めてくる。

			　甘い締め付けに、堪えきれず敬悟は謝罪した。

			「ごめんなさい。恥ずかしい思いをさせて……。でも、僕、からかったのではなくて、志穂さんのおま〇こに感動して……。神秘的で、清楚で、なのにエロくって……」

			「ああん。判ったわ。判ったからもう言わないで……。本当に恥ずかしすぎる……。敬悟くんにずっと見られているのも恥ずかしいし、いいわ、もう挿入いれちゃう！」

			　敬悟の熱い視線に女淫を灼やかれ続けることにも限界が来たのだろう。内ももをプルプルと震わせながら掠れ声も震わせている。

			　敬悟がうんと頷くのを見て、未亡人は細腰を引くと、痛々しいまでに膨らんだ肉茎の角度を変えさせる。

			「こんなに大きなおちんちんがわたしの膣中なかに挿入はいるのね……。久しぶりなのに大丈夫かしら……」

			　図らずも漏らした志穂の不安は、敬悟の懸念でもある。

			　楚々とした入り口に、敬悟の肉塊を呑み込めるとは思えない。

			　それでいて、志穂の声の掠れには、期待と興奮が乗っている。

			「し、志穂さん！」

			　敬悟の太ももに置かれた左手で、軽い体重を支えながら膣口に亀頭の先端が当たるように照準を定めている。

			　ゆっくりとこちら側にスライドしてくる細腰。切っ先と淫裂との距離が徐々に縮む。永遠に続くと思われたスローな動きで、ついに入り口が切っ先に触れた。

			「ああん、すごいっ……敬悟くんの……おちんちん熱い……。こんなに熱いものだったかしら……わたしのおま〇こが溶かされてしまいそう……！」

			「志穂さんのおま〇こも熱いです！　ヌルヌル、ヌメヌメなのに、すっごく熱い！」

			　ねちょっと触れた瞬間から亀頭部と肉花びらは互いの体温を交換し、粘膜と粘膜が融合していく感覚を味わう。触れあうだけで腰が痺れるほどの快感に襲われた。

			「おおおおおっ！　僕のちんぽ、志穂さんのおま〇こに触れています。このまま挿入るのですね。僕、志穂さんとＳＥＸするのですね……！」

			「そうよ。わたしの膣内に敬悟くんのおちんちんが挿入るの……。これで、わたしは敬悟くんのおんなになるのよ……」

			　おんなの秘苑を視姦する敬悟に、耐えかねたように淫裂がムギュッと収縮をする。溢れ出た蜜液がタラーッと零れ落ち亀頭部に付着する。その濡れを利用して、未亡人がゆっくりと美尻を進めてくる。

			「うううぅんっ！」

			　悩ましい吐息と共に、プチュンと淫靡な水音が立った。切っ先が肉の帳に呑まれた瞬間だ。けれど、大きなエラ首に阻まれ、そこから先に進めないらしく、半開きにした朱唇を切なげにわななかせている。

			「ああっ、敬悟くんの想像以上に大きい……っ！」

			　艶めかしく呻いてから未亡人は、蜂腰を勃起に垂直の位置へとずらし、意を決したように落としてくる。

			　ぬぷんッと亀頭部全体が嵌ると、後は勢いでズブズブズブッと垂直に肉幹を咥え込んでいく。狭隘な肉筒が勃起肉をやわらかく締め付けながら奥へ奥へと受け入れてくれる。

			　まるでローションを塗りつけたビロードに肉柱を磨かれるよう。それでいて、筒の上側には、ざらつきがあり、そこに肉エラがしこたまに擦られて、凄まじい快感が沸き起こる。

			　肉幹の裏筋は、にゅるにゅるっとやわらかく包まれながら短い襞に舐めまわされている。甘く狂おしい愉悦。未知の快楽に、屹立肉が溶け崩れてしまいそうだ。

			「ぅああ～～っ。や、やばいです。志穂さん、気持ちよすぎて、ゔふうううっ！」

			　悦楽と感動に咽ぶ敬悟に、嫣然と未亡人が微笑む。

			「んふぅ……。敬悟くん、童貞卒業おめでとう……。いま二人は一つに繋がっているのよ」

			「う、うん。僕のちんぽが、志穂さんのおま〇こに、ぶっさりと刺さっています……。志穂さんの膣中、す、すっごく、あ、あったかくて、狭くてキツキツなのに、やわらかいです!!」

			　結合したまま二人は見つめあい、呼吸を整えようとじっとしている。いつの間に、二人とも汗びしょで、寝室の空気まで湿っていくのが感じられる。

			「敬悟くんだって逞しいわ……。わたし、内側から拡げられているもの」

			　微妙に蠢く膣襞が、勃起全体をくまなくくすぐっている。

			　亀頭はすでに、痺れて感覚がない。そのくせ、気持ちよさだけはどんどん押し寄せてくるから、僅かにでも動こうものなら、即座に射精してしまいそうだ。

			「これが、セックスなのですね。おんなの人の膣中って、こんなに気持ちのいいものだったのですね！」

			「ああん……。それにしても、本当にすごいおちんちん！」

			　大きな質量は、成熟した肉体をもってしても、圧倒的であるらしい。

			　充溢感に驚いた媚肉が、未亡人の意思を離れ、勝手にひくひくと蠢いている。しかも、意図的にやっているのか、肉孔がきつく締まったり、ふっと緩んだりもするのだ。

			「ああん、どうしましょう。本当に罪作りなおちんちん……。挿入れているだけで、火照ってきちゃうわ……」

			　朱唇から呻吟を漏らし、眉根を寄せて苦悶の脂汗を滲ませる志穂。亀頭のふくらみ、エラの張り具合、そして血管でごつごつとした肉幹の感触。その一部始終を媚肉で味わうかのように、まんじりとして動かない。否、動けないのかもしれない。

			「ああん。こんなはずじゃなかったわ……。なんて凄いの……こんなの初めてよ……挿入ただけでイッてしまいそうになるなんて……」

			　肉棹の胴回りと長さに艶尻を震えさせている。その熱さ、その硬さ、そしてその質量に圧倒された膣襞が、なおも淫らな蠕動を繰り返す。

			「あうううっ、す、すごいのっ。わたしのおま〇こが、覚え込まされている。敬悟くんの容に作り替えられているみたい……」

			　長きに渡り空閨を囲ち、寝かしつけていた欲求が解放された今、未亡人の肉体は貪欲なまでにその官能を悦び、豊麗な女体を小刻みに震わせている。

			　苦悶とウリ二つの表情は、苦痛のそれではないらしい。押し寄せる官能に、息を詰まらせ、美しい眉根を寄せ、朱唇をわななかせているのだ。

			（志穂さんがおんなの貌になっている。なんて淫らなんだ。でも、超きれいだっ！）

			　真っ赤な顔でされるがままでいた敬悟は、ついに堪えきれずに引き締まった腰をぐんと突き出した。

			「いやんっ……ちょ、ちょっと待って……。まだ動かすのは……。もう少しだから……。敬悟くんを付け根まで迎え入れてあげたいの……」

			　未亡人の言う通り、分身は八割方呑み込まれているものの、未だ付け根までの挿入はなされていない。

			　けれど、引き締まった志穂のお腹は、今にも敬悟の分身がぽっこりと浮かび上がりそうなほど華奢に感じられる。ただでさえ入り口は限界に近い状態にまで拡張され、これ以上の挿入は、それこそ未亡人が壊れてしまうのではないかと不安だった。

			「心配しなくても大丈夫。おんなは、とてもしなやかなものよ……。敬悟くんの全てを迎え入れるのは、おんなとしてのわたしの歓びでもあるのだから……」

			　敬悟の不安を察した未亡人がやさしくも慈愛たっぷりに微笑んでくれる。そして、いい終わるとすぐに、志穂の両膝が思い切ったように蟹足に折られた。刹那に、敬悟の肉塊が、ずぶんっと根元まで嵌まり込む。

			「はううううううっ！」

			　美しい鼻筋が、くいっと天を仰いだ。

			　敬悟の胸板に両手が置かれ、全体重を預けるように座り込んでしまっている。

			「うううぅっ！　お、奥まで届いているわ……。わたしの子宮に、おちんちんが届いているの判るかしら……？　あぁ、こんなの初めてよ」

			　悩ましい喘ぎをあげて志穂が、子宮底に鈴口が達している感覚を教えてくれる。

			　確かに、軟骨のようなコリコリが鈴口に当たっているのが判った。

			「ああ、熱いわ……おま〇こに火掻き棒を詰め込まれたみたい……。でもそれがたまらないの。じんわりとお腹の底を温められているようで……。ああ、本当に熱い」

			　志穂が蜜のような匂いの息を小出しに吐き出す。すると、ようやくカラダの内側から緩むらしく、敬悟を食い締める膣肉の圧迫も和らいだ。存在感たっぷりの肉柱に、媚肉が馴染んだのだろう。

			「凄いです！　根元まで挿入ると、余計に気持ちいいっ！　僕のちんぽが全部、志穂さんの膣中に！」

			「ええ。そうよ。もう志穂は敬悟くんのおんななのよ。これからは、もっとエッチなことを教えてあげる。こんなに年上のわたしでよければ、いつでもさせてあげる」

			　上体が倒れてきて、うっとりした表情が感激に震える敬悟の顔に近づく。あらためて向き合うと、紅潮した頬をつやつやさせた志穂の妖しい美しさに、愛しさが込み上げた。

			「ああ、敬悟くんがカワイイ……。顔を真っ赤にさせて赤ちゃんみたい……。うふふ、わたしの敬悟くんっ」

			　敬悟のおんなとなる契約の証。女神の祝福のような口づけが、敬悟の唇に。そのぷるんとした感触と甘さをたっぷりと味わわせてくれる。

			　図らずもファーストキスまで経験できたとあれば、残る望みはただ一つ。

			「ねえ、志穂さん、おっぱいに触ってもいいですか？」

			　それは敬悟がずっと堪えてきた欲求。あまりに神々しいふくらみに、今まで触れることが憚られていたのだ。

			「ええ、いいわよ。このふくらみももう敬悟くんのものだから……」

			　許してくれた未亡人は、敬悟に触りやすいようにと、再びその上体を起こしてくれた。その無防備なふくらみに、敬悟は感極まった面持ちで下から手を伸ばした。

			　指が乳房の丘陵に触れた途端、磁石のように吸いついて離れない。否、離すことができない。吸いつくような滑らかな感触。湿り気があり、それでいて温かく、敬悟の指ばかりか心までも吸い寄せて離さない。

			「初めてナマで触れるおっぱいが、志穂さんのおっぱいだなんて、僕にはぜいたくすぎです」

			　ゴージャス極まりないふくらみに、自分如きが触れているなど信じられない。それも彼女の媚肉の中に分身を埋め込んだまま生乳房を味わっているのだから一入だ。

			「ああん。敬悟くんのその手つきいやらしい……。大切そうに扱われるのは悪い気分じゃないけれど、そんなに触られたら、おっぱい感じちゃうわ……」

			　細腰を捩らせて身悶える志穂。その頂点に位置する乳首が、にわかにしこりを帯びていく。

			「はああ……」

			　眼を閉じて顔を横に向けた志穂が、悩ましく息を吐いた。掌の中、やわらかく動くふくらみを敬悟がやさしく揉み潰したからだ。

			　指先が乳肉に埋まるたびに、薄く朱に染まった乳房が、容器から出したばかりのプリンのようにプルプルと揺れた。

			「ああ、もうだめっ。我慢できない……。おっぱいの火照りが、おま〇こにまで伝わり、疼いているの……。はしたないわね。わたし、発情している……。ねえ、動かしてもいいかしら……。敬悟くんも我慢できなくなったら膣中に射精だしていいわよ」

			　胸元から沸き起こる甘い快楽に負けた未亡人が、くんと蜂腰を蠢かせた。

			　身悶えた腰つきが、そのままムチを打たれたかのように前後運動に変化する。

			　ねちょっと勃起がひり出されては、ぬぷぬぷんっと呑み込まれる律動に、一気に敬悟の性感も高まる。ただでさえ上がっている体温が、さらに上昇し、理性が粉々に砕かれて、吐精だけが頭を占めた。

			「うあああっ、し、志穂さんダメですよぉ。そ、そんなあぁ……」

			　突如はじまった腰つきに、敬悟は慌てて歯を食いしばった。そうでもしなければ、すぐにでも漏らしてしまいそうだ。

			　その妖しい嬌態は、もはや見慣れた志穂のそれではない。下半身の動きと肉感は、エロすぎるほどふしだらだ。

			「ああ、ウソっ。少し動かしただけで、こんなにいいだなんて……。も、もう、わたし、イッてしまいそう……。こんなに敏感になるの初めて……。ぅふぅ、あぁ、あっ、あぁん……いいの。たまらないわ……」

			　切なげに啼きながら、お腹をうねらせ蜂腰を前後させる未亡人。貪欲に喜悦を貪る律動に、なす術もなく敬悟は翻弄されていく。

			　もっと、この瞬間を味わっていたい気持ちはやまやまだが、込み上げる射精感に、我知らず敬悟も腰を突き上げていた。

			　本能に任せた抽送は、どこかギクシャクしてお世辞にもスムーズとは言えない。けれど、ありったけの情熱と愛情を込めた抜き挿しなのだ。

			「ぐふううう……。志穂さん……ああっ、超気持ちいいよぉ。志穂さぁんっ」

			　熱くその名を呼びながら、ズンズンと腰を突き上げる。若さに任せた単調な抽送ながら三十二歳の熟れた肉体には快美らしい。

			「いいわ。ねえ、もっと……。ねえ、もっとよ」

			　扇情的な求めをぽってりした朱唇から漏らし、悩ましい腰つきがさらに速度を増す。

			　ゆったりしたフラダンスのような優雅な腰の動きが、徐々にテンポを上げ、やがてはロデオのような激しい腰つきへと変化するのだ。

			「あぅんっ……ああ、いいの。たまらないわ……。どうしようこんなに淫らに腰を振って……。恥ずかしいくらい敬悟くんのおちんちんに夢中になっている……あっ、あん、あはぁ……」

			　ついには、自ら腰を上げては、蜂腰を落とす上下の動きで、激しいよがり声をあげている。ぢゅっぷ、ぢゅっぷと淫らな水音を立てさせ、自らの子宮口に敬悟の切っ先を打ち付け、沸き上がる恥悦に陶酔するのだ。

			　淫らなおんなの本性を見せつける志穂に、敬悟もぐいぐい腰を持ち上げて、肉柱で串刺しにする。

			「ああ、イクぅ……。志穂、イッちゃう……。敬悟くんの童貞おちんちんで、恥をかくわっ！」

			　その瞬間、ゴージャスな女体が敬悟の身体をべったりと覆った。

			　つるすべ美肌の温もりともっちりとしたやわらかさ。大きな乳房が胸板で潰れる得も言われぬ感触。敬悟の顔に振り乱された雲鬢の甘い香り。汗まみれの女体から漂う発情メスのフェロモン臭。おんなの魅力の全てを味わいつくし、陶然と敬悟は尻を浮かせて、突き上げまくる。

			「イクっ！　ああ、イクぅっ！」

			　あれほどまでに上品で、貞淑であった未亡人をアクメさせたのだから興奮しない方がおかしい。その満足と悦びが、もどかしくも、やるせない射精衝動に変換され、皺袋に蓄積された。

			「僕もです。志穂さん。僕も射精いくっ。ああ、志穂さ～～んっ！」

			「来てっ！　お願い……。わたしの膣内に……あはぁっ……敬悟くんの精子で子宮をいっぱいに満たしてっ！」

			　淫情に煙る妖しい瞳で未亡人が受精を求める。細腕が首筋にすがりつき、ゼロ距離で絡みついてくる。敬悟は一瞬、躊躇うように未亡人を見たが、激しい突き上げを止めることはない。

			　限界にまで膨らませた肉塊で膣孔を磨き、勢いよく抜き出しては、また埋め込む。

			「はうん！　あん、あん、あぁ。イクっ！　敬悟くん、イクの、またイクぅ～～っ！」

			「ぐうぉおお～っ。射精でるよ、もう射精るッ、志穂さぁ～～んっ！」

			　未亡人がより淫らに昇り詰めたとほぼ同時に、敬悟も達した。我慢汁と蜜液がたっぷりと練り込まれた膣内に、子胤をどくどくと吐き出していく。
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			「あはぁんッ、熱いぃっ……敬悟くんの精子熱いわ……ああ、子宮を灼かれている……んふぅぅっんん」

			　たっぷりと耕した牝畝の隅々にまで愛の胤をまき散らかす悦び。激しい動悸と種付けの満足に、鮮烈な色彩が目の前をくるくる回る。

			「気持ちいいですっ！　志穂さんのおま〇こが僕の精子を吸い出してくれています」

			「ああ、敬悟くんの精子、さっき、お口にあんなに出したのに……。子宮が溺れてしまいそう……。ああ、でも、気持ちいい……熱いのでいっぱいに充たされて……」

			　啜り泣きをこぼす朱唇が、敬悟の口を覆ってくる。敬悟が舌を伸ばすと、未亡人は口を開けて舌を差し出してくれた。

			　舌を絡め合い、唾液を混じり合わせ、湿った音色を奏でていく。敬悟は豊麗な女体をぎゅっと抱きしめ、なおも腰を捏ねるようにして挿入を深めた。

			　唇も、カラダも、互いの性器も、そして心までもべったりと密着させ、どこまでも一つに溶けあう二人だった。

		

	

			第二章　お世話したいの……。ショタコン女子大生のコスプレご奉仕

			


			１．

			「うん。もうこんな時間。今日はこれくらいにしようか……」

			　プロの翻訳家でもある兄嫁は、率先して敬悟の英語の勉強も見てくれている。

			　翻訳家として忙しい中、疲れた表情も見せず、愉しげに教えてくれるのだ。

			　ちなみに三姉妹はフランス語が堪能で、さらに紗季はスペイン語まで扱える。いくら帰国子女といえども、義姉のそれは才能と言えるだろう。

			「はい。ありがとうございます。お陰で、英語が得意科目になりました」

			　それも、兄嫁が教師としても一流で、的確に判りやすく教えてくれるからだ。

			　肩を寄せ合い、一冊のテキストで学ぶため、ややもすると気もそぞろになりがちだが、そこは少しでも紗季にいいところを見せたい気持ちもあり、お陰で英語の理解力は急激に上がっている。

			　いずれにしても、義姉の個人教授は、至福この上ない時間だ。

			　憧れの兄嫁の甘い匂いを存分に至近距離で嗅げる上に、時には肩と肩がぶつかり合い、そのやさしい感触と肌の温もりに酔いしれるのだ。

			　お陰で、一時間程度のその時間は、いつもあっという間に終わりを告げる。

			「ああ、そうだ。紗季義姉さん。兄貴のカメラ借りてもいいです？」

			　教師然とした表情から、元のやさしい兄嫁の顔に戻った紗季に、ふいにカメラのことを思い出し、敬悟は尋ねた。

			　兄の紘一が不在である以上、兄嫁の了解を得るのが筋だ。

			「いいと思うけど、何を撮るの？」

			　突然、カメラを借りる気になったのには、もちろん撮りたい被写体があるからだ。

			「うん。鳥がね……。この間、そこのベランダにきれいな鳥が留まって……。今度また来たら、それを撮りたくて……」

			　あらかじめ義姉がそう聞いてきたらと用意していたテンプレートが役立った。つまり、鳥が被写体ではない。

			　敬悟の撮りたいのは志穂だ。それも、未亡人のヌードを撮るつもりでいる。

			　志穂と関係を持って約ひと月がすぎようとしている。

			　その間、ほぼ毎日のように学校帰りには未亡人のマンションに寄り、ここでも個人レッスンを受けていた。もちろん、こちらは英語やフランス語ではない。大人の個人授業だ。未亡人という贅沢極まりない教材を基に、淫らな性教育を手取り足取り教わるのだ。

			　含蓄に富んだ未亡人の教えは、微に入り細にわたり、女体の愛し方から、その褒め称え方、挙句はその瞬間におんながどう思考するのかにまで至っている。

			　例えば、敬悟が未亡人の肉孔に指を埋め込み、その愛撫の仕方を教わっている時も、「やさしく、膣中を傷つけないようにね」との取り扱い方はもちろん──。

			「んふぅ……。濡れているからって、悦んでいるとは限らないのよ。濡れるのは生理的なものなの……。あん……。乳首が勃つのだって、健康な女体なら当たり前の反応なの。だって、敏感なところを触られるのだもの……。でも、心から悦ばなくては、決しておんなは堕ちないわ」──といった具合に。

			　好きこそものの上手なれではないが、研究熱心な敬悟はどんどん腕を上げている。けれど、テクニックにばかり走ってはいけないとも教えてくれた。

			「おんながイクのだって生理現象と言えば生理現象よ。でも、心まで蕩けさせる男におんなは夢中になるの。おんなのカラダって、そういうものよ。愛がなくては蕩けないわ。どんなに上手でも、そこに愛を感じなければ……。逆を言うとね。下手でも愛を感じさせてくれれば、どこまでも燃え上がるの……」

			　まるで源氏物語の逆バージョン。光源氏が理想のおんなを育てるように、未亡人は敬悟を理想の男に磨き上げてくれるのだ。

			　しかも、ただ教えてくれるだけではない。実地で、その豊麗な女体をたっぷりと味わわせてくれるのだから、敬悟が夢中にならない方がおかしい。

			「愛を感じさせるの……。それは忍耐ね。相手のことを思えば、自分も我慢できるでしょう？　熱い想いを伝えるのも大切。結局、おんなは言葉に弱いの」

			　教わったことを素直に実践する敬悟だから志穂もたまらない。弱点を全て曝けだした上に、その責め方を教授するのだから最後には必ず敬悟にイキ様を晒してしまうのだ。

			　お陰で、未亡人は敬悟の淫らな要求をほぼ聞き入れるようになっている。

			「僕のちんぽが挿入っている時の志穂さんの表情を撮らせてよ。イク時の貌を……。志穂さんのイキ貌、すっごくきれいなんだよ」

			「もう。嫌な敬悟くん。ダメだと言っても、撮るのでしょう？　いいわ。けど、絶対に他人に見せちゃだめよ」

			　けれど、生憎、敬悟も志穂もデジタルカメラを持っていなかった。スマホで撮ることも考えたが、どうせなら画素数の多いカメラで、未亡人の美しさ、艶めかしさを余すところなく収めたいと望んだのだ。

			　そこで思い当たったのが、兄のカメラだった。熱しやすく冷めやすい兄は、分不相応な一眼レフカメラを買い、すぐに飽きて居間に放置していたのを思い出したのだ。

			　兄貴が金を趣味につぎ込めるのも、おそらく義姉が紘一より稼いでいるからだろう。

			　しかし、まさか兄嫁に、姉の志穂のヌードを撮るとは言えない。元来、嘘のつけない敬悟だけに、内心冷や汗ものだったが、結局、用意済みの答えに義姉は何ら疑いも持たずに色よい返事をしてくれた。

			「どうせ、紘一さんもカメラのことなんて忘れているから使っていいわよ。きっと、敬悟くんの気分転換にもなるでしょう」

			　そのやさしい笑顔にチクリと心が痛んだが、言い出したからには、そのカメラを借りて部屋に引き取った。

			「えー。カメラ本体に充電はされている、と……。電源をここでＯＮにして……。ああ、ズームはここでするんだ。オートフォーカスだから、簡単そう」

			　ベッドに腰かけ、手にしたカメラを興味津々に操作してみる。

			　カメラ本体のメモリに何も残されていないことを確認すると、何とはなしにＳＤカードのメモリを呼び出した。

			「えっ！　ウソっ。これって……。マジで？」

			　一眼レフの小さなモニターに、映し出されたのは紗季の姿だった。それも相当に艶めかしい画像が。被写体となった義姉は、黒のセクシーな下着を身に纏い、はにかんだ表情を浮かべている。

			　清楚で控えめな彼女が、好んでつける下着とは思えない。おそらく夫である兄が、紗季に扇情的なものを着けさせ、その姿をファインダーに納めたものだろう。

			　確かに、現在の紗季より若干若いころの写真に見える。義姉の眼鏡が今かけているものと違うことからも、幾分昔の写真だと判る。いくつになっても若々しい兄嫁だが、ずっとその姿を目で追っていた敬悟だから、小さな違いも見つけることができる。

			「やばい。ヤバすぎるよ。紗季義姉さんのエロい下着姿……」

			　兄嫁の裸身の美しさは、夫婦の性交渉を覗いているので知っている。けれど、それ以上に、この下着姿は、エロティックに映った。

			　人一倍白く、大理石の如き滑らかさの肌には、慎ましやかな白い下着より赤や黒の下着の方が映えるのだ。

			　眼をぎらつかせながらも、さらなる写真はないかとカーソルを進める。

			「うわあああああああっ！」

			　目に飛び込んできたのは、さらに扇情的な下着を身に着けた一連の写真。サテン生地と思われる鮮やかな真紅の下着姿だった。

			　その赤いブラジャーはバストトップが割れていて、兄嫁の淡く紅に色づいたツンと上向きの乳首が隠しようもなく露となっている。同様に、パンティは、その基底部がぱっくりと開いていて、繊細なヘアと一番隠しておきたい花園の恥唇が露出してしまっている。しかも、バックは、ひも状であり、肉付きのいいヒップが露なのだ。

			　何かの罰で立たされている子供の如く、所在なく俯いている兄嫁を様々な角度から撮影したものや、ベッドにその肢体を横たえさせたものもある。

			　ローアングルからのカットには、くっきりと兄嫁の神秘のクレヴァスが映り込んでいた。

			　よほど恥ずかしいのだろう、どの写真も俯いていたり視線を逸らしていたりと、カメラ目線のカットは一枚もない。

			　恥ずかしさのあまり耳たぶまでが、下着同様に赤く染まっている。それでいながら、兄嫁の女淫が蜜液に妖しく滑っているのが確認できた。

			「おんなは恥ずかしければ、恥ずかしいほど妖しくあそこが疼いてしまうものなの……。マゾ気質の強い女性は特に……。ちなみに紗季はマゾっ気たっぷりの方ね……」

			　姉の志穂が、そう評していたことを思い出した。その時は、あの凛とした兄嫁がマゾ気質だなどとは、とても信じる気になれなかった。けれど、未亡人の見立てはどうやら正しいらしい。

			　羞恥に顔も上げられずにいるのに、写真の中の兄嫁は女淫を疼かせているのだ。

			　敬悟の中に構築されていた、義姉のイメージが一気に崩壊した。

			　だからといって、幻滅したり、嫌悪感を抱いたりしたわけではない。蔑みや卑しめるつもりもなかった。むしろ、兄嫁に対する想いが増した気さえする。

			　これまで敬悟にとって兄嫁は、ある種、女神のような崇拝の対象であった。一幅の絵画のようにその美を鑑賞する対象であったと言ってもいい。

			　けれど、それもこの画像のお陰で、生身の女性として捉えることができた。義姉が、敬悟にとって守るべき対象であり、尊敬のできる相手であることに変わりはないが、これまで以上に、紗季の〝おんな〟としての実像を捉えることができたのだ。

			　そしてようやく敬悟は気が付いた。

			　義姉に恋い焦がれていながらも、敬悟自身が紗季をおんなとして見ていなかった事実を。紗季は兄嫁なのだからと言い訳し、彼女を崇拝ばかりしておんなとして見ることを自制していたのだろう。否。異性としては、十分以上に魅力的な兄嫁を意識していなかったわけではない。けれど、恋愛対象としては、外していたのだ。事実、こんなに好きで仕方がないのに、敬悟はアクションを起こしてこなかった。

			「僕がそんななのだもの。紗季義姉さんが僕を男として見てくれないのも当たり前か……。だったら、義姉さんに意識してもらうことからはじめよう……！」

			　志穂にけしかけられていながらも、なかなか行動に移せなかった自分と、ついに決別する踏ん切りがついた。

			「とは言うものの、何からはじめようか……。志穂さんはラブメールを勧めてくれていたっけ……」

			　未亡人の横顔が脳裏に浮かんだ瞬間、ふと別のことに思い当たり苦笑した。

			「やっぱり兄弟だよな。兄貴が紗季義姉さんのＨな写真を撮りたがったのと同じように、僕も志穂さんのいやらしい写真を撮りたいんだからさ……」

			　兄と同レベルのバカさ加減に、自嘲気味につぶやいた。

			「でも、志穂さんのいやらしい写真はどうしても欲しいよなあ……」

			　未亡人の悩ましい姿態を思い浮かべながら、彼女の言葉を今一度心に刻む。

			「志穂は、もう身も心もすっかり敬悟くんのものよ。でも、紗季のことも……。あん、ああぁ……。初めの約束通り、紗季のこともしあわせにしてあげて……。それは敬悟くんにしかできないことだから……」

			　敬悟の分身を女淫に埋め込まれ悩ましく身悶えながらも、紗季を寝取れと焚きつける未亡人。敬悟の想いを慮ってか、どこまでも妹思いなのか、人の心内を探るのに長けている敬悟にも志穂の心うちは読めない。

			　けれど、志穂がそう願うのならば、頑張ってみようと素直に思う。

			「でも、志穂さん。僕には、どうすれば紗季義姉さんにたどり着けるか、さっぱり判らないよ」

			「だったら……あん……くふぅ……。ラブメールなんてどうかしら……。あん、あっ、あぁ……。正面から告白するよりも……んっ、くぅ……。敬悟くんのハードルは……あうぅっ……ひ、低いでしょう……」

			　女淫を抉られ色っぽく喘ぎながらも、敬悟に示唆してくれたラブメール。

			「敬悟くんの素直な気持ちを……。あはぁ……そ、そのままぶつければ……きっと……」

			　その時はラブメールなど、とてもではないが照れくさくて書けないと思ったが、確かに未亡人の勧めるように直接告白するよりはよほど精神的な障壁は小さい。

			　敬悟は、自らを奮い立たせる意味も込めて、再び小さなモニターに兄嫁のセクシーな下着姿を呼び出し、うっとりと眺めた。

			　自然、込み上げる熱い想いが、言葉としての輪郭をなしてくる。

			　いざ、スマホに打ち込みはじめると、美酒に酔うがごとく甘く切ない言葉が滾々と溢れ出した。

			　沸き立つような高揚感を胸に、勢いそのまま兄嫁のメアドに送信した。

			


			２．

			「ああ、やっぱりというか、何というか……。これってまともに取り合ってくれていないってことだよな。でも、待てよ。少しは脈があるのかな……」

			　敬悟からのラブメールを兄嫁は、どう受け取ったものか。すぐには返信がなかった。

			　返事のないことに、悶々と一晩を過ごし、朝方までには、すっかり高揚感も失われ、挙句、兄嫁とろくに顔を合わせることができず、逃げるように学校へと飛び出した。

			　結局、その返信があったのは、授業が終わるころを見計らったような時間だった。

			　敬悟の気持ちがうれしいと綴られた一方で、その想いを見事に躱されている。

			『敬悟くんの想いを、これからは全て英文で送ってくるように……。甘く切ない想いを綴った長めの文章を期待しています　紗季』

			　思いやりの滲む義姉らしい返事ながら、完全に敬悟は一本取られた気分だ。

			　熱いラブメールをこれからもよろしくとリクエストするのは、敬悟に英文を書かせ英語力と文章力を一度に高めようと目論んでいるのだ。

			　それと判っていても、想いをもっと伝えて欲しいとくすぐられては、ラブメールを続けぬわけにいかない。

			　まるで仔犬をしつけるかのよう。それでいて賢くも小悪魔チックな申し入れ。

			「でも、これって、少しは脈ありだよね。違うのかなあ……」

			　希望的観測もあり、なかなか義姉の心うちを掴みかねる。

			「うーん。この解釈を志穂さんに頼んでもいいのかなあ？」

			　紗季の女心を相談するには、やはり姉である志穂が適任に違いない。けれど、それを相談してもいいものか。未亡人のことも愛しく想っているだけに、気が引ける。

			「でも、ラブメールを提案してくれたのは志穂さんだし……」

			　丁度、この後、マンションに逢瀬に来るようにと、未亡人からのお誘いを受けている。寝物語には甚だふさわしくない話題ではあったが、半ば相談してみようと決めたころには彼女のマンションに着いていた。

			　いつものようにインターフォンを鳴らすと、「はい」との返事と共に、オートセキュリティの自動ドアが開く。

			　エレベーターに乗り、目的の階に着くと、敬悟の下腹部は早くも疼きだしている。

			　バッグの中に忍ばせたデジタル一眼レフで、今日は未亡人の卑猥な写真を撮るつもりだ。

			　部屋の前に着いた敬悟は、ワクワクしながらチャイムを鳴らした。

			「はーい」

			　返事の後ろにハートマークが見えそうな気がした。どうやら未亡人も気分を高めているらしい。

			　すぐにカチャッと鍵を外す音がして、ドアが開かれる。けれど、出迎えてくれた女性の顔に敬悟は驚いた。

			「いらっしゃい。敬ちゃん。待っていたわ……」

			　少し甘えたような声の持ち主は、志穂の末の妹、速水優衣だった。

			　普段であれば、志穂と優衣の声を聞き違えることはまずない。けれど、インターフォン越しであったために区別がつかなかったらしい。

			　当然出迎えてくれるのは、未亡人と思い込んでいたせいもある。

			　に、してもだ。驚きの元が、もう一つある。

			　優衣は、あまりにも色っぽい格好をしているのだ。

			「ゆ、優衣ちゃん……！」

			　敬悟が目を丸くするのを、優衣は楽しげにクスクスと笑っている。

			　美少女から美女へと脱皮したばかりの初々しい眩さを全身から発散する優衣。今は、そのモデル顔負けの肢体をなんとバニーガールの衣装で包んでいた。

			　そう言えば、以前にもここで似たようなシチュエーションがあった。

			　あの時は、未亡人がバスタオル一枚というセクシーな格好で出迎えたのだ。

			「うふふ。どうかしら？　優衣、色っぽいでしょう？　敬ちゃんに、この制服姿を見せたかったの！」

			　蝶が舞う如く、華やかにその場でくるりと回って見せる美人女子大生に、敬悟はぽかんと魅入られていた。

			「ねえ。入って……。まだしばらくは、お姉ちゃん帰ってこないと思うけど……」

			　敬悟の腕に優衣の細くしなやかな腕が絡みつく。

			　ふんわりした乳房が二の腕に押し付けられると、もう敬悟の思考はそこにばかり集中してしまう。

			　優衣の甘い体臭に入り混じり、微かに酒の匂いがしている。

			　美貌を紅潮させているのは、酒精による酔いもあるらしい。

			　普段の優衣は、こんな夕刻から酒を飲むような女性ではない。何かがあったことは、確かなようだ。

			「そっちじゃなく、こっち」

			　当然、居間に向かうものと思っていた敬悟。その腕を、やさしく引っ張る優衣は、途中で左に折れた。

			「えっ。こ、こっちって……。優衣ちゃんの部屋に行くの……？」

			　おんな二人が暮らすには十分すぎる広さの４ＬＤＫ。とはいっても、マンションである以上、それほど廊下は長くない。

			　酔ってはいてもしっかりした意志の元、優衣は自らの部屋の扉を開いた。

			　この部屋に入るのは、久しぶりだ。

			　優衣の体臭をより濃厚にしたような甘い匂いが、敬悟の下腹部をダイレクトに直撃する。

			　未だ優衣は、新陳代謝の活発な年頃にある。汗や分泌物の匂いを気にして、パフュームを用いているのだろう。その甘い香りと彼女自身の匂いが入り混じり、部屋の空気を作り上げている。もちろん、それは決して嫌な臭いではなく、むしろ敬悟にとっては発情を促されるフェロモンそのもの。途端に、下腹部がズンと重く疼き、そわそわと落ち着きを失ってしまう。

			「あの……。し、志穂さんは、出かけているの？」

			　未亡人からの誘いを受け、敬悟はここに来たのだ。その志穂は、しばらく戻らないと優衣は言った。何か急用でもできたのだろうか。

			　未亡人と甘い時間を過ごすつもりでいたのだから、それを残念には思っている。けれど、今それを口にしたのは、単に話の接ぎ穂を探しただけに近い。

			　けれど、返ってきた優衣の反応は、まるで予想外のものだった。

			　機嫌よく、敬悟の腕に甘えるようにしなだれかかっていた彼女は、プイっとむくれたように表情を変えたのだ。

			「もうっ！　こうして優衣が歓迎してあげているのに。どうして志穂姉なの？　それよりも優衣のセクシーさにドキドキしたとか、惚れたとか、そういうのはないの？」

			　やはり、優衣は酔っている。それも絡み酒という質の悪い酔い方だ。

			　酔っぱらいは、バカ兄貴で対処し慣れているが、女性のホロ酔い姿がこんなにも色っぽいものだとはついぞ知らなかった。

			　ほんのり頬を赤らめ、デコルテラインや首筋のあたりも血行をよくしているのがそれと判る。

			「う、うん。そうだね……。か、可愛いよ。目のやり場に困るくらい優衣ちゃん色っぽい……。だけど、そんな衣装、どうしたの？」

			「うふふ。そうでしょう？　優衣のバニーちゃん姿、人気ナンバーワンなんだから……。今日は、この衣装で敬ちゃんを悩殺しちゃおうって決めたの……。わざわざ無理を言ってバイト先から借りてきたんだからぁ」

			　優衣が鼻にかかった甘い口調でしゃべるのは、酔っているせいばかりではない。普段からの話し方なのだ。しゅっとした大人っぽい顔立ちとその声や話し方とのギャップも彼女の魅力に違いない。

			「バイト先って、優衣ちゃん、バニーガールのバイトをしているの？」

			「そうよ。見なさいよ。この脚線美。プロポーションには自信あるんだからぁ。それを活かして稼いで何が悪いの？　でも、安心して。見せるだけで、エッチなことはしてないし。お触り厳禁のお店だから……」

			　昔から優衣は、自由奔放であり、独立独歩の気概に溢れている。加えて、マイペースというか、独特の価値観を有している。

			　いいところのお嬢様でありながら、世間知らずというわけでもない。

			　それ故にであろうか、ちゃっかりと姉のマンションに転がり込みながらも、両親に負担を掛けまいと、学費は奨学金をゲットし、生活費はバイトで稼ぎ出していると聞く。

			　そのバイト先が、どうやらバニーガールのお店らしいのだ。高校生の敬悟から見ても危なっかしいと思わぬでもないが、バランス感覚にも長けている優衣だから、そのあたりは、うまくやっているのだろう。

			　にしても、目の前のバニーガールの美しくも可愛らしいこと。しかも、ものすごくセクシー極まりない。

			　細身のモデル体型にぴったりと張り付くようなコスチュームは、白い肌をひときわ際立たせる光沢のあるストレッチ素材。デコルテラインのほとんどを露に、胸元ギリギリにまで鋭角にカットされている。

			　単体で独立した白い襟を首に着け、黒い蝶ネクタイがアクセント。同様に手首には、白いカフスがつけられている。

			　悩ましいのはその下半身で、Ｖ字の切れ込みは超鋭角に鼠径部を申し訳程度に覆うのみ。お尻の側もその面積は小さく、尻朶が半分以上露出している。

			　美脚には、ニーハイソックスを履いているが、大きな網目であるために保温や隠す目的はまるでない。太ももを飾るレーストップからも判るように、いかに足を美しく見せるかに主眼が置かれている。

			　頭を飾る定番の耳付きカチューシャが、優衣の可愛らしさを引き立てている。

			　それでも明らかにコスプレ用のそれとは違い、高級感すら感じさせる衣装だ。

			「か、可愛い……。っていうか、エロカワイイ……。なんていうか、そういうフィギュアが、現実になったみたいで、ちょっとドキドキする……」

			　そう感想を述べると、優衣の強い目力がまたしてもキッとこちらを睨みつけた。

			「ちょっと？　ちょっとくらいしかドキドキしないの？」

			　百七十センチの敬悟とほぼ同じ高さの優衣の美貌が、食いつきそうなほど近くにまで迫る。

			「いや。ごめん。ちょっとどころじゃないです。すっごくドキドキです。優衣ちゃんがきれいなのは判っていたけど、こんなにセクシーだったなんて気づかなかった……」

			　言いながら、敬悟は珍しくウソをついた。もちろん、その美しさやセクシーと感じていることにウソはない。けれど、今初めて気づいたようなセリフにはウソがある。

			「そうでしょう？　優衣は、このセクシーコスチュームで敬ちゃんにドキドキして欲しかったの……。ううん。それだけじゃないよ。これを着て、お店では絶対にしないご奉仕を敬ちゃんにだけはしてあげたいの……」

			　再度、見せつけるようにくるりと回ると、優美な仕草で敬悟の前に跪いた。

			「えっ？」

			　戸惑う敬悟を尻目に、何を思ったか優衣は敬悟のジーンズのベルトを外しにかかるのだ。

			「ゆ、優衣ちゃん？」

			「いいからじっとしていて。優衣が敬ちゃんにしてあげたいの……。ね、優衣の望みを叶えさせて……」

			　敬悟のジーンズのベルトを器用に外した細く繊細な手指は、そのまま前ボタンを外し、ファスナーも引き下げてしまう。

			　ただ困惑するばかりの敬悟は、あっという間にズボンを引き下げられてしまった。

			


			３．

			「ゆ、優衣ちゃん。どうしてこんなこと？」

			　下半身をパンツ一枚に剥かれた敬悟は、混乱する頭で、ようやく優衣に尋ねた。

			「だって、敬ちゃんを盗られたくないのだもの……」

			　たった一言、それだけを口にすると、優衣はずるんと敬悟のパンツも引き下げた。

			「ま、待った！　優衣ちゃん。それじゃあ、判んないよ。僕を盗られたくないって、何のこと？　誰に盗られるっていうのさ？」

			　なおも質問責めにする敬悟を、大きな瞳が上目遣いに見つめてくる。いつもの強い目力は、そこにない。どちらかと言えば、自信なさげな弱々しい光。それは迷子のそれのような、すがる瞳に近い。

			「この間、たまたま志穂お姉ちゃんのスマホを借りた時に見ちゃったの……。敬ちゃんとの甘いやり取り……。でも、まさか志穂お姉ちゃんとだなんて！」

			　優衣の瞳に、寂しさにも似た鬱々とした光と明確な嫉妬の光が、交互に瞬くのが見てとれた。

			「そ、それは……。あうわあああああっ！」

			　言い訳しようとした敬悟の下腹部を優衣の繊細な指先が捕まえた。

			　まだ屹立はしていないものの、そこは敏感な部分であり、思わずびくんと身体を震わせてしまう。

			「言い訳しなくていいっ！　志穂お姉ちゃんが魅力的な女性だってことは、優衣が一番知っているから……。でも、あらためてそれで自覚したの。優衣も敬ちゃんのことが好きなんだって……」

			　お日様のような明るい性格の優衣。いつも自信たっぷりに颯爽と歩いているような彼女が、こんなに自信なさげに話すのを初めて見る。

			「敬ちゃんが、紗季お姉ちゃんのことをずっと好きだったこと知っているよ。だから、紗季お姉ちゃんと結ばれたなら諦めもつく。でも、急に、志穂お姉ちゃんとだなんて……。もしかしたら、優衣にもチャンスがあるかもって思うじゃない……」

			　優衣の左手が敬悟の分身の付け根をやわらかく握りしめ、左手では繊細な手つきで皺袋を弄んでくる。

			　慎重な手淫には、どこかぎこちなさを感じる。二十一歳の乙女らしく、初々しさを残しているのだ。

			「うわああああぁ、ゆ、優衣ちゃん！」

			　敏感な部分をいかにも大切そうにもてなされては、反応せずにいられない。まして、ビジュアル的にも相当に刺激されている。

			　兄嫁のことを想う一方で、その姉の未亡人と結ばれ、さらには一番下の妹の優衣とまでそんな関係になっては、それこそ紗季を愛する資格を失いそうだ。

			　けれど、いくら内心では、いけないと思っていても急速に下腹部に血液が集まるのを止められなかった。

			「だから、咄嗟に、志穂お姉ちゃんのスマホから敬ちゃんを呼び出したの。ごめんね。だまし討ちするみたいなことをして。でも、こうでもしないと、こんな格好でおもてなしなんてできないじゃない……」

			　徐々に大きくなりはじめた敬悟の肉幹に、いつの間にか優衣の視線が張り付いている。敬悟の勃起反応に、勇気を得たのか、肉幹をそっと擦ってくれている。

			「ああ、大きくなっていく……。それにどんどん硬くなって……。ええっ、ウソ、まだ大きくなるの？　あの時は、こんなにおちんちん大きくなかったのに……」

			　優衣の口走る〝あの時は〟が、敬悟の胸にも甘酸っぱい思い出として蘇り、さらに肉塊を昂らせた。

			　優衣とは、甘く淫靡な秘密の思い出を共有していた。

			「覚えている？　敬ちゃんとふたりきりで一緒にお風呂に入ったこと……」

			「うん。覚えている……」

			　それは、敬悟が小学二年に上がる春のことだった。

			　前の年に紗季と兄の学生結婚が決まり、互いの家族同士の親交がはじまっていた。

			　兄と一緒に、紗季の実家に泊りがけで遊びに行った折、敬悟と遊んでくれたのが優衣だった。

			　優衣は三姉妹の一番下ということもあり、弟を欲しがっていたため、とても敬悟のことを気に入り、可愛がってくれたのだ。

			「敬ちゃんは小学生で、優衣は中一だったね……」

			「うん。優衣ちゃんの家の近くで、遊んでいて……」

			　近くに広い場所があり、そこで二人はボール遊びをしていた。確か、優衣がやっていた軟式テニスのボールか何かだったと思う。

			　けれど、活発な優衣とはいえ、そこは女の子。慣れぬボール投げに、狙いが定まらず、あらぬ方角に飛ばしてしまい、近くのため池に落としてしまったのだ。

			「優衣ちゃんが危ないって言ってるのに、そのボールを拾おうとして」

			　結果、水の中に落ちてしまった。

			　無事に優衣に引き上げられたものの、ため池の水はドロドロヌルヌルで、ひどい有様だった。

			「焦ったのよ。敬ちゃんも優衣もずぶ濡れだったし……。家には誰もいないし」

			「優衣ちゃんに僕を任せて、買い物に出かけていたのだっけ……」

			「そう。それで仕方がなく、一緒にお風呂に……」

			　相手が小学生とはいえ、思春期にある優衣が裸になるのは、かなり抵抗があったはず。それでも何も言わずに、敬悟と風呂に入り、頭から身体まできれいに洗ってくれたのだった。

			「すっごく恥ずかしかったけれど、敬ちゃんの視線が、なぜか心地よくて……」

			　その時の優衣の照れくさそうな表情と、眩いばかりの裸身は未だに脳裏に焼き付いている。

			　ふくらみはじめた優衣の初々しい乳房。下腹部の淡い陰り。すらりと伸びやかな手足。お尻も大きくなりはじめていたように思う。

			　敬悟にとって初恋の相手は兄嫁なのだが、初めての性的衝動を覚えた異性は、誰あろうこの時の優衣なのだ。

			「あの時、敬ちゃんのおちんちん、優衣の裸に反応して、こんなふうに勃たせていたのよね……。驚いちゃった。小学生のおちんちんが、一人前に大きくなるのだもの……どうしたらいいか困ったんだからぁ」

			　敬悟と同様に、優衣も鮮明に覚えていた。とうに忘れられたと思っていた、二人だけの甘酸っぱい秘密だ。

			「だって僕、優衣ちゃんのきれいな裸にドキドキして……」

			「うふふ。優衣もドキドキしてた。あの経験が優衣の性癖を……。元々ショタコンの気があったみたいだけど……。あれから年下の男の子にばかり興味を持つようになって……。付き合う相手も、年下ばかり……」

			「ああ、もしかしたら、それ僕もかも……。年上のおんなの人にばかり目が行くようになったのは、優衣ちゃんのきれいな裸に反応してからかも……」

			　記憶を繋ぎ合わせるような思い出話に、互いの性癖の発端を見つけ、少なからず心が疼いた。

			「にしても、敬ちゃんのおちんちん、ちょっと育ちすぎじゃない？　すごすぎるよ。この硬さといい、この大きさといい……。こんなにすごいおちんちんなら未亡人の志穂姉が堕ちちゃうのも納得できちゃう」

			　言いながら志穂との関係を思い出したのか、ただ肉棒を握るばかりで、疎かになっていた愛撫が再開された。

			「おううっ。優衣ちゃん！」

			　情けない悲鳴を上げる敬悟に、はにかむような笑みが向けられる。

			「本望でしょう？　初めておちんちんを大きくさせた相手に、こうして奉仕してもらえるのは……」

			　敬悟を悦ばせようとする手指に肉幹をぐっと絞られると、鈴口からヌメヌメしたカウパー汁が玉のように滲み出た。

			　込み上げる快感に菊座を絞った。そうでもしなければ、あっけなく果ててしまいそうだ。

			「ああ、本当に硬くて、熱い……。どうしよう、優衣の指が張りついてしまう……」

			　いざこういう奉仕を受けると、敬悟は優衣に対しずっと劣情を抱いていたことを自覚する。兄嫁のこともあり気づかぬふりをしてきたが、潜在意識の中で中学生のころの優衣の裸身が確実に息吹、狂おしいまでの劣情を培っていたのだ。

			　あらためて彼女の美貌を盗み見て心を震わせた。

			　ぽってりと肉厚の蠱惑的な唇が半開きになって、白い歯列を覗かせている。

			（あの唇が咥えてくれたらと、無意識のうちに想像したこともあったっけ……）

			　見下ろす敬悟の視線には、あのころよりも大きく実らせた胸元が覗ける。バニーガールの切れ込んだコスチュームは、上からの視線に隠しきれない作りとなっている。

			「ああん。敬ちゃんの硬さが増した。すごいのね、こんなに硬くなれるなんて……」

			　優衣の生暖かい体温がじわりと勃起に染みる。しっとりした手が、しなやかにスナップを利かせ上下運動していく。

			　肉幹をしごくような動きに、亀頭部を半ば包んでいた肉皮がずるりと滑り落ちる。

			　肉エラがすっかり赤剥けると、ずずんと重い淫波が脊髄を走り抜けた。

			「ああ、こんなに剥けて痛々しい……！　大丈夫、辛くない？」

			　自らの所業でこうなったにもかかわらず、優衣が心配そうに尋ねてくる。

			「大丈夫。優衣ちゃんの手、すごく気持ちいいよ。大丈夫だから、もっと擦って……」

			　さんざめく快感に、ついに敬悟は本音を吐いた。膨れ上がる欲情を白濁と共に吐き出したくて仕方ないのだ。

			「うふふ。やっと正直になったね。これくらいの強さで、いいの？」

			「あうううっ！　あ、ああっ！　いいよ。　ぐふううううっ！」

			　淫靡なストロークに、思わず喘ぎが零れ落ちる。照れくさくはあったが、鋭い快感に堪えきれない。

			「ねえ、敬ちゃん。志穂姉と、どんなことしているの？　お姉ちゃんとしたことがないようなこと、優衣がしてあげる」

			　可愛い悋気を口にしながら、何を思ったのか優衣は、バニーガールの衣装をずり下げ、自らの胸元を露にした。

			「ああ、優衣ちゃんのおっぱい……」

			　敬悟は大きく目を見開いて嘆息した。

			　丸みを帯びて円錐形に盛り上がった美しいフォルム。細身のカラダからそこだけがボンと前に突き出ているような印象で、ブラジャーの支えなどまるで必要のない程の素晴らしいハリに満ちている。静脈を青く透けさせる白い乳膚は、どこまでも滑らかで、青磁器のよう。そして、中心からやや上で、可愛らしくも迫り出しているピンクの乳萌。そのどれもが敬悟を驚かせ、興奮させる。

			「き、きれい……。なんて美しいんだ……」

			「素直でよろしい。ああん、でも、やっぱり恥ずかしい……。ねえ、優衣のおっぱいを見るの初めてじゃないのだから、そんなにまじまじと見ないで……」

			　羞恥に目元を染めながらも、どこか優衣は誇らしげだ。ようやくいつもの調子を取り戻したらしい。

			「確かに初めてじゃないけど、中学生のころの優衣ちゃんのおっぱいしか知らないもの。あのころと違いすぎるよ。こんなに大胆に実らせちゃってさ……。僕のちんぽのこと言えないじゃん！」

			「もう！　恥ずかしいってばあ……。いいから、優衣が与えるしあわせを味わっていなさい！」

			　しっとりとした手指が、再び二度三度と肉竿をしごいてから、ルージュ煌めく桜唇が切っ先に近づいてくる。

			「えっ、ゆ、優衣ちゃん？　ぐはあ、優衣ちゃぁ～ん！」

			　普段であれば、その端に理性を乗せている唇が、ツンと尖ると、先走り汁を滲ませた鈴口に、ぶちゅりと付けられた。

			　ちゅっ、ちゅちゅっと啄むように口づけをくれた後、あんぐりと口腔が開き、鋭くエラを張った亀頭を愛しげにしゃぶりはじめる。

			「ぐはああああーっ！　お、おうぅ、くふぅっ！　優衣ちゃんのおしゃぶり、気持ちいいっ！」

			　初めのうちは、初々しくも唇の先だけで舐めしゃぶっていた優衣は、次第に敬悟を呑み込んでいく。あの上品な唇が、大きな肉塊を呑み込むのが信じられない。

			「……ふむん……んぷ……ぢゅば……ほむんん……っ」

			　比較的穏やかなリズムで、敬悟の分身をしゃぶる優衣。唾液でヌルヌルにした茎の根元を手指でもぎゅっと締め付けてくれる。さらにもう一方の手が、またしても皺袋に寄せられ、袋のつなぎ目をなぞっていく。

			　めくるめく快感を、敬悟は目を白黒させて味わった。ついひと月ほど前の童貞の自分であれば、すぐに射精していたであろう気持ちよさだ。

			「優衣のお口どう、気持ちいいかなあ？　こんなふうに、溜まってどうしようもない時は、いつでも言ってね。これからは優衣が射精管理してあげるぅ……」

			　桜唇が離れると、まるで口紅を拭き取るような仕草で、人差し指の腹がエラ首をなぞる。敏感な部分をあやされ、ビクッと竿先を跳ねさせると、すぐに再びやさしく包み込まれ、今度はやわらかく握りしめられてくる。

			「いいよぉ……ああ、優衣ちゃん、最高だ！　優衣ちゃんに射精管理して欲しいっ！」

			　本音で呻く敬悟に満足したのか、うふふと艶冶に笑った優衣は、亀頭エラのぴんと張り詰めた肉を、愛らしい朱舌で甲斐甲斐しくもチロチロと舐めまわしてくれる。

			さらには、亀頭の先端から陰毛の生い茂る根元まで、素早い動きの横舐めフェラが繰り出された。

			「敬ちゃんのおちんちん、こんなに大きいのに硬いんだね。大きいとあまり硬くならないって聞いたのに……。ああ、この存在感だけで、優衣は本気にさせられちゃう！」

			　亀頭を浅く舐めまわしては、誉めそやし、手指も添えてリズミカルに茎をしごく。ついでに裏筋や皺袋、後ろ孔まであやされ、とことん甘い優衣の手管。技巧であれば、未亡人の志穂に一日の長があるかもしれない。けれど、優衣には、溢れんばかりの情熱と瑞々しいまでの初々しさが感じられ、容易く敬悟を誑かしていく。

			「うううっ。優衣ちゃん、僕、もうムリだよ。あ、そ、そんなにしゃぶられたら……も、もう、で、射精そうだ……」

			　甲斐甲斐しくも熱心な優衣の淫戯に、いつになく敬悟は早打ちしてしまいそうだ。

			「我慢できないのなら射精していいよ。ねえ、どこに射精したいの？　優衣のお口？　おっぱい？」

			「顏がいい。優衣ちゃんのきれいな貌に、僕のザーメンでパックしたい！　できれば、優衣ちゃんのおっぱいに包まれて射精したい！」

			「ええ、ザーメンパック。確かに、こんなに大きなおちんちんなら、パックできるほど多量に射精るのだろうけど……」

			「だって、優衣ちゃん、志穂さんがしてくれないようなこともしてくれるって言ったよ。パイ擦りもザーメンパックも志穂さんはまだしてくれてないけど……」

			　さすがに渋る優衣に、敬悟は彼女の悋気を煽った。効果覿面。優衣は打って変わって乗り気になる。

			「志穂姉はまだなのね。いいわ。優衣がおっぱいでしてあげる。精子をいっぱい優衣の顔にかけてぇ……」

			　敬悟の要求通り、攻撃的なロケット形に張り詰めたおっぱいの谷間に、肉塊が包まれた。軽く身じろぎするだけで悩殺的に揺れる乳房は、丁度熟れはじめの頃合いらしくクリーミーな乳肌。まるで真綿か羽毛にでも包まれているようだ。

			「ゔぁっは……ぐ、ぐぅぅ……あ、あ、ゆ、優衣ちゃん」

			　手で両サイドから圧迫するようにして乳圧を強め、スレンダーなモデル体型を悩ましくくねらせる優衣。シャワーも浴びていない敬悟の発する饐えた匂いにも嫌な顔一つせず、パイ擦りはどんどん熱を帯びていく。

			　敬悟の先走り汁を乳肌に乗せ、それを潤滑油に自らの肉房をそよがせて、勃起をあやしてくれるのだ。

			「ああ、包まれている。優衣ちゃんのおっぱいに僕のちんぽが包まれている。子供の僕を大人に目覚めさせたエロわがままなおっぱいにぃ～～っ！」

			　深い谷間にも顔を覗かせる亀頭部に、再び優衣の桜唇が覆いかぶさる。

			　淫らなミルク呑みバニーが、強く切っ先に吸い付いてくる。

			　尖った舌先が鈴口に突き刺され、尿道内粘膜までもがフェラチオを受ける。

			　強烈な口淫戯に亀頭部は唾液の泡まみれとなり、肉エラがいっそう嵩を増した。

			　「ぐはああ、優衣ちゃん、で、射精るよ。イクっ！　きれいな貌で受け止めてっ！」

			　ごつごつした敬悟の肉幹に擦られ、ツンとしこらせはじめた優衣の乳首。肉幹をあやすたび、相応の官能が胸元から沸き立つらしく、女体が妖しく震えた。

			「ぶぢゅるるる……敬ちゃん、射精って、優衣のお顔に頂戴っ！」

			　頬をぺこりと凹ませて、精を吸い取ろうとする優衣。耳まで赤くなるほど、熱烈に敬悟をしゃぶってくれている。

			「ゔぉぉおおっ！　気持ちいいっ！　バキューム、気持ちよすぎるぅ！」

			　ほとんど余命幾ばくもない状況に、そのバキュームフェラではひとたまりもない。

			　そのパイ擦りも徐々に敬悟のツボを習得し、痒いところにまで手が届く。

			　タプタプと肉幹を乳房に擦られ、玉袋の裏筋を手指にあやされ、鈴口を強烈に吸われ、三点同時責めに否応なく追い込まれていく。

			「やばい！　なんか自分のちんぽじゃないみたい……痺れすぎて、感覚がぁ！」

			　重い痺れに感覚を見失うほどなのに、やるせない射精感が切なく起きている。

			耐えかねた敬悟は、思わず呻き、戒めていた菊座を開いた。

			「射精すよ！　っく、おおおおおおおおおぉぉぉっ！」

			　熱心な優衣のご奉仕に、ついに敬悟は限界を迎えた。

			　陰茎の根元がぶくっと膨らみ、勢いよく流れ込んできた精液に尿道が拡がる。

			　察した優衣は、約束通り顔に浴びようと、亀頭部を桜唇から吐き出し、目をつぶり身構えた。
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			「きゃっ……ん、あぁっ！」

			　射精衝動に腰をぐいと突き出すと、美貌に夥しい白濁を放った。

			　真っ直ぐな鼻梁に第一弾を叩きつけると、第二弾は、ぽってりした厚みの桜唇に。三弾、四弾と立て続けに浴びせかけ、美人女子大生の美貌を白濁まみれにしていく。

			「ああ、凄いっ！　これが敬ちゃんの射精……ザーメンパック、大げさじゃない！」

			　噎せかえりそうな臭いを放つ精液が、ゼラチンと見紛う粘性を帯び、優衣の美顔をジェルのように覆う。

			　ねっとりと流れ落ちる精液は、やがて頤を滴り、きめ細かな肌に包まれたデコルテラインやわがままな乳房まで穢した。

			「おおっ！　僕の精液でテカテカにメイクされた優衣ちゃん、最高にエロい！　ほら、口元に残った汁を呑んでみて……」

			　優衣を自らの精液まみれに穢した悦びが、ゾクゾクと背筋を走る。指図通りに、優衣が純ピンクの舌で自らの口の周りを舐め取るから、征服欲まで満たされる。

			「ああん、少し塩辛い敬ちゃんのミルク、どうしてこんなに美味しいの？　なんだか胃のあたりから熱くなってくる。強いアルコールを呑んだみたい……」

			　体内に入った若牡の獣汁が、優衣の本能的な肉欲を衝き動かすらしい。

			「優衣ちゃん。僕の精子がそんなに美味しいの？　ああ、すごくいやらしく目をトロンとさせている。興奮しているみたいだね？」

			「もう、敬ちゃんの意地悪。でも敬ちゃんの精液、すごいの。それにこの匂い。この匂いを嗅いでいると、子宮でも呑みたくなっちゃう。ここまで牝みたいになるの初めてよ。こんなに切なくさせるなんて、罪作りなおちんちん……」

			　こう見えて優衣は、偏差値の高い有名大学で、一度も首席を譲らないほどの才女と聞いている。そんな彼女が、高校生の敬悟を相手に、触れなば落ちんばかりに発情を示している。

			　その瑞々しくも艶やかに咲いたおんな振りに、うっとりと見惚れる敬悟の男根は、たっぷりと射精したはずだというのに、またすぐに硬度を高めていく。

			　優衣の肉壷を犯すのだと、勝手に自己主張するのだ。

			「敬ちゃん、抱いて……。優衣を敬ちゃんのおんなにして……」

			　美貌をしゅんしゅんと蒸されたように赤く染め、露にさせた乳房をユサユサと揺すぶり、ゆっくりと立ち上がる優衣。自らのバニーコスチュームを、そのお尻を振るようにして剥いてしまうと、潤った牝蜜が内股を伝い、膝にまで滴った。

			


			４．

			「ああっ、敬ちゃん。来て……」

			　伸びやかな肢体のほとんどを露にした優衣は、セミダブルのベッドに自ら仰向けになり、両手を大きく広げて敬悟を招いてくれる。

			「優衣ちゃん！」

			　整った美貌を真っ赤に染め、愛らしくも扇情的に敬悟を求める優衣。居ても立ってもいられずに敬悟は、上半身に残されたシャツを脱ぎ捨て、美女の後を追うようにベッドに向かう。

			　すると、敬悟を待ちわびて、ニーハイソックスを残したぴちぴちの太ももが立膝になり、大きく開脚されていく。

			　正常位で結ばれることを優衣は望んでいるのだ。

			　無言のまま敬悟は、その膝と膝の間に身体を運び、下腹部へと頭を近づけた。

			「えっ？　敬ちゃん。ちょ、待って……。あっ、だめぇ……」

			　不穏な気配に、優衣が慌てて太ももを閉じようとしても、もう遅い。ぴちっと張ったもも肌が敬悟の頭を挟むばかりで、不埒な股座への接近を止められはしない。

			「これが優衣ちゃんのおま〇こなんだね……」

			「ああん、そんなぁ……。優衣、発情しているのにぃ……。こんな恥ずかしいおま〇こに顔を近づけるなぁ……」

			　昂る敬悟の息遣いが、恥丘を覆う繊毛をそよがせる。それが感じられたのだろう。優衣は顔をさらに赤くさせて身悶えた。左右に腰を捻り、肝心な部分を手で覆い隠し、なんとかそこを目に触れさせまいとする。

			「見たいだけじゃないよ。優衣ちゃんのおま〇こ舐めたいんだ。いや、おま〇こだけじゃなく、優衣ちゃんの全部を……。お尻の穴だって舐めたい！」

			「お、お尻の穴なんて、ダメぇ……！」

			　狼狽する邪魔な手をはねのけ、目を輝かせて谷間の底を覗き込んだ。

			　純ピンクに蕩けた秘唇が微かに口を開き、ぬらつく果肉を露呈させている。花びらの肉づきは薄いのだが全体によく発達しているし、薄皮を被ったクリトリスもやや大きめで、おんなとして成熟していることを匂わせている。

			「ねえ、許して……。ゆ、優衣、おま〇こ舐められるのも初めてなのに、お尻の穴までだなんて……」

			　優衣の意外なセリフに、思わず敬悟は顔を上げ、彼女の美貌を覗いた。その視線に気づいた優衣は、はにかむ表情を見せながらも、こくんと頷きさらに白状した。

			「優衣は、ずっと年下の彼氏とばかり付き合っていたから……。ほら、そういう時って、優衣が先導することが多くて……。ご奉仕も優衣ばかりで……。だから……」

			　恥ずかしそうにしながらも、赤裸々に告白する優衣に、なるほどと思いつつも、その実、意外と彼女は男性遍歴が浅いのかもと思った。

			　こんな時、お姉さんぶった優衣は、相手を気持ちよくすることばかりを考えてきたのだろう。それが、すぎて男の征服欲を理解しないままでいる。

			　数える程度の経験しかないから、優衣が一方的に奉仕をして、あとは迎え入れて終わりというパターンしか知らないのだろう。

			「だったら、なおさら。僕が、優衣ちゃんをイカせたい！　実はＳＥＸでイッた経験がないのでしょう？」

			　カマをかけると、案の定、優衣は驚いた表情で敬悟を見つめてくる。

			「どうして、そんなことが判るの？　敬ちゃん、そんなに志穂姉に仕込まれたの？」

			「志穂さんは、関係ないよ。おま〇こを舐められた経験もないなら、本気で責められたことがなかったってことじゃん。それくらい推測できるし」

			　うれしい当たりを引き、敬悟は嬉々として優衣の女淫に今一度視線を注いだ。

			　その事実を踏まえ向き合うと、なるほど秘苑が初々しく新鮮であると判る。

			　幻想的な純ピンクの慎ましい秘め貝。肉厚なスリットの陰影は深くしなやかで、その内奥からは甘い蜜がプーンと香ってくる。

			　噎せかえるような濃い牝臭は若さの象徴であり、匂いでも敬悟を誑かそうとする。

			「ああん、見られているのね。優衣の奥まで……」

			　左右対称にきれいに整った肉花びらを、敬悟は慎重に指先で突いた。

			「はうううぅっ！」

			　触れるか触れないかの微妙なタッチにもかかわらず、白い太ももがびくりと震え、あからさまな痙攣が女体を駆け巡る。

			「うわあぁ。敏感なんだ……。これなら、すぐにイッちゃえそうだね。ここをたっぷりとナメナメするからね。優衣ちゃんは、遠慮せずにイキ乱れるんだよ」

			　開発されておらず、経験も少ないとはいえ、健康的に成熟した優衣だから、気持ちよくさせることは容易と思える。志穂に教わったことを的確に実践すれば、アクメに追い込むことも可能なはずだ。

			「いいわ。敬ちゃんの好きにしてっ！　それが敬ちゃんの望みなのでしょう？」

			　年下の敬悟の望みをお姉さんぶりたい優衣としては受けないわけにはいかない。

			　思い切ったように優衣は美脚を逆Ｖ字に、大きくくつろげてくれた。

			「おおっ！」

			　思わず感嘆する敬悟に反応し、ヒクヒクとアワビのような媚肉が蠢いている。乙女らしい羞恥もアクセントの一つと化して、彼女を苛むのだろう。

			　敬悟はピチピチの太ももに下方から腕を回して抱え、その唇を下腹部へと近づけた。

			（いきなりはダメだと志穂さんは教えてくれたよな。まずは周りから……）

			　遠くから順にとの未亡人の教えを心中に唱え、まずは太ももの付け根にしゃぶりつき、指では肉丘の恥毛を梳った。

			　繊細な毛質を愉しんでから、秘丘を指先で揉み込む。陰毛がつっぱり、媚肉がやわらかくひしゃげると、じわっと汁気が内奥から滲んでくる。

			　しばらくは女性器の際に舌先を彷徨わせ、優衣の反応を見る。

			「んんっ！　んふぅ……うふんっ……んんっ」

			　零れ落ちる愛らしい喘ぎに、効果ありと踏んだ敬悟は、申し訳程度に外にはみ出した肉花びらの表面に、舌先で小さく円を描いた。

			「ぶちゅるるるっ……今僕、優衣ちゃんの小陰唇を舐めているよ……。ゾクゾクするでしょう？　こんなにお尻をもじもじさせて。ぶちゅっ、ぐちゅんっ……。その調子で、いっぱい気持ちよくなってね……レロン、レロレロレロ」

			　舌を素早く上下させ、陰唇の表面を舐めくすぐる。そのたびに、細かく震えた肉ビラが軽く前歯に当たる。

			「ほううっ、ダメぇっ！　ううんっ、し、舌ってこんなに熱いものなの……？」

			　びくんびくんと太ももや蜜腰がわななくように震え、愉しい反応を示してくれる。

			　調子に乗った敬悟は、熱い鼻息で草むらをそよがせながら、さらに舌全体で淫裂をべろべろと舐めあげた。

			「あっ、あン……むぅ、んふんっ……んっく……んあんッ、あぁ……」

			　優衣が右の人差し指を鉤状にして桜唇に咥える。漏れ出そうとする啼き声を憚っているのだろう。

			　指の圧迫を逃れようとするものか、あるいは恥悦に戸惑っているのか、悩ましく下腹部をさんざめかせている。

			　優衣のすらりとした下肢が、切なげに動くさまはなんともエロティックだ。

			「どう？　気持ちいいでしょう？　もう少し強くしても大丈夫かなぁ？」

			　尋ねながら反応を見極め、徐々に優衣の官能を揺さぶっていく。

			　見る見るうちに鮮やかな肉色のスリットから温かな蜜液が溢れた。

			「あ、ああっ！　どうしよう。感じちゃう……。恥ずかしいくらいに、感じるっ!!」

			　優衣のしなやかな女体がベッドの上で、悩ましくのたうちはじめる。とてもじっとなどしていられないようだ。ポイントを探り当てられた瞬間などは、びくんと女体全体を震わせながら、切なげに背筋を反らせる。すると、寝そべってなお、さほど流れないハリのある乳房が、ロケットよろしく、ぶるんと中空に飛び出すかの如くだ。

			「いい匂い。甘くて、少し酸味があって……。優衣ちゃんの匂い、すごくエロい！」

			　恥丘を覆う繊毛から花唇へ至るあたりへ鼻を寄せ、うっとりつぶやいた。

			　そして、ところかまわずキスの雨を降らせる。

			「ううっ、あ、ああん、そ、そんなこと……」

			　優衣の手指が降りてきて、敬悟の頭をかきむしりながら甲高く喘ぎ啼いた。

			「すごぉく、気持ちいいみたいだね。じゃあ、今度はもっと奥まで舐めちゃうね」

			　宣言通り、硬く丸めた舌を勃起に見立て胎内に埋め、膣襞を舐めまわした。

			　紫色の菊座がヒクつく様子が、優衣の官能を伝えるようで艶めかしい。

			「あ、ああんっ、敬ちゃんの舌が、優衣の膣内にぃ……」

			　肉ビラまで口腔に含みながら、尖らせた舌を内側へこじ入れる。やわらかな肉襞をからめ捕り、チロチロと舌先でほぐす。

			「あ、あうう……あ、ああん。舐めているぅ……優衣の膣中を、敬ちゃんの舌がぁぁぁ～～っ！」

			　激しい悦楽に襲われるのか、何度も繰り返し細身を震わせた。整った美貌が妖しく歪んでいる。のけ反る白い首筋に、悩ましい筋が浮きだしている。

			「優衣ちゃんのおま〇こ、すごく美味い！　とびきりジューシィで、甘く感じるんだ……。こんなに美味しいおま〇こなら、いつまでも舐めていられるよ！」

			　小刻みに顔面を動かしながら敬悟はうっとりと告げた。

			「だ、ダメぇ。あはん！　ダメよぉ……。ああん。おま〇こ火照っちゃうぅ～っ。たまらなく、あそこが熱いのぉぉぉ……っ！」

			　眉を折り曲げ、美しい歯並びを零して耐え難い羞恥に喘ぐ優衣。体温を急上昇させ、白い裸身を薄紅に染め、美肌のあちこちにポツポツと汗の雫を滲ませる。

			「うわあぁ。ピンクの女体、色っぽい……。優衣ちゃんが感じると、こうなるんだぁ」

			　嬉々として叫ぶ敬悟は、一種の躁状態に近い。

			　志穂に教わったことが、これほどの効果を得られると知り高揚しているのだ。

			　膣奥から多量に分泌される蜜液を夢中で舐め取りながら、ぐちゃぐちゃにぬかるむ粘膜壁をあやし続ける。

			　ぽってりと肉厚の花びらが妖しくヒクついている。時折、内ももがびくん、びくんと官能みたっぷりに痙攣を起こすのも、気持ちのよい証しだろう。

			「ああ、優衣ちゃんのおま〇こが、どんどんいやらしくなっていく……。別の生き物みたいにヒクヒクと蠢いて……」

			　生き生きと敬悟は、その光景を実況した。言い表せずにはおかないほど、優衣の媚肉は淫靡であり、興奮を誘うのだ。それでいて不潔な感じはまるでしない。

			「うううっ。恥ずかしいのに感じてしまうの。あはあ、優衣、どうにかなってしまいそう……」

			「どうにかって、もうすぐ、イッてしまうのでしょう？」

			「イクっ？　優衣がイッちゃうの？　いやよ。そんな淫らな優衣を敬ちゃんに見られたくない！」

			「淫らでいいじゃん。僕は見たいよ。優衣ちゃんのイキ貌。僕にナメナメされてイク優衣ちゃんは、エロくてきれいだろうね……。お願いだから、僕に見せて！」

			　兆していると認めてしまった優衣だから、もう留まることは難しいはず。なにせ彼女が経験不足であることは、露呈したのだ。今更それを隠す必要もない。

			　調子に乗り敬悟は、チャプ、チャプと派手に唾液の音を響かせ、ダイナミックに秘唇を舐めしゃぶった。さらには、会陰部から蟻の門渡りにまで、舌を運び、たっぷりと愛撫しては、唾液まみれにしていくのだ。

			「あ、いやあ、お尻はいやよっ！　そんな汚い所、舐めないでぇ……あっ、ああっ！」

			　慌てて腰を揺らし逃れようとする優衣を、太ももを抱え込んだ腕に力を入れて逃さない。さらに菊座に舌を伸ばし、ねっとりと舐めしゃぶるのだ。

			「ああ、そこだめぇぇッ……あ、ああ、変な感じ……。そこは、許してぇ……」

			　優衣は柳眉をキュッと折り、官能の涕泣を晒している。それでいて、ピチっとした太ももは、ヒクヒクと切なげに揺れるのだ。

			　菊座を責める合間に、敬悟は手指を肉の淡い目にある敏感性器に当てた。

			　ただ性悦を甘受するためだけに発達した女性特有のその器官が、すでに充血していることを敬悟は上目遣いで確認済みだ。

			　ツンと膨らんだ肉芽を指先でやさしくすり潰し、包皮を剥いた。

			「えっ、あ、あああああああああぁぁっ！」

			　肉芯を嬲られた優衣は、強烈な快感電流を浴び甲高い官能の声を零した。

			　引き締まったお腹が悩ましくうねり、全身の筋肉に艶めいた痙攣が起きている。

			　物欲しげにパクパクと開け閉めされる膣口に、内部の繊細な媚肉が蠕動しているのが覗けた。

			「んふぅ、あううっ……。あん、あん、ああぁ……っ！」

			　追い詰められた優衣は、しきりに甘い鼻声で啜り啼くばかりだ。

			「優衣ちゃん本当にイッちゃいそう？　ほらほらほら、このままイッちゃおうよ！」

			　最後の一線を踏み越えさせようと、敬悟は舌先にクリトリスを捉えた。

			　貴重な宝石の如き肉粒を、粘っこく愛撫したり、チューチュー吸いあげたりすると、端正な美貌が強張り、さらに甲高い悲鳴を放って派手に身悶えた。

			「あううッ……あ、ああッ、もうだめ……優衣、イっちゃうよぉ……。きゃうぅぅっ……イ、イクぅうう～～っ！」

			　恥も外聞もかなぐり捨てたように、優衣がぎゅいんと痩身でアーチを描いた。

			　紅潮した美貌がさらに赤く息む。ぴんと爪先を伸ばし、ふくらはぎにも緊張を漲らせ、押し寄せるアクメに女体を硬くさせている。

			（すごい、すごい、すごい！　優衣ちゃんが、イッてる!!　あの優衣ちゃんが、僕に舐められてイッちゃうなんて……！）

			　おんなの悦びを爆発させる優衣を上目遣いで盗み見ながら、敬悟は再び花唇へ口腔を移した。

			　蜜液はぐっと粘りを増し、酸味が強くなっている。べったりと口をつけ、顔の動きを急ピッチに蠢かせ、強くずずずっと吸い付けると、くびれた腰部がさらにいやらしくのたうった。

			「あ、ああ！　も、もう許して……気持ちよすぎて、優衣……。お願い。敬ちゃんのおちんちんを頂戴……。優衣の膣内に挿入れて欲しいの……」

			　絶頂を迎えたところをさらに責められると、二倍三倍の悦びを得られると志穂に教えられていた敬悟は、さらに優衣を舐め責めにするつもりだった。

			　しかし、いやらしく腰を波打たせたまま色っぽくおねだりする彼女に、敬悟も欲望を抑えられなくなっている。

			「うん。判った。優衣ちゃんのイキま〇こを、今度はたっぷり、僕のちんぽで突きまくるね」

			　己が肉棒でさらに彼女を昇り詰めさせることを妄想しながら、敬悟は身体を入れ替えた。

			


			５．

			「ねえ、優衣ちゃんから来てよ。お姉さんらしく、咥え込んで……」

			　普段なら決してしないような言い方で、優衣に指示をする。

			　ベッドの上で胡坐をかき、両腕を広げてここにおいでと促した。

			「わ、判った。なんだか、急に敬ちゃん、大人びたね。そんな敬ちゃんも男らしくて、素敵……」

			　そう言う優衣の方が、一段も、二段も大人びたような気がする。

			　微笑むだけで敬悟をドキドキさせていたその笑みにも、清楚な淫靡さが加味されている。艶冶な微笑とは、こういう笑みを指すのかもしれない。

			　優衣は、太陽がよく似合うタイプの明るい女性だ。そこに何かしらの深みというか陰影が加わり、ハッとするほどの色香となって表れているのだ。

			　思えば、優衣に嫉妬など似合わない気もしていたが、こうして見ると、その悋気は可愛らしくも、ひどくコケティッシュに彼女の魅力を増幅させている。

			　さなぎが蝶へと脱皮するかの如く、一種凄絶な美を纏う大人のおんなへと羽化登仙して見せるのだ。

			「優衣ちゃんは、ひどく色っぽくなった！　なんか、ものすごくきれいだ！」

			　すごくという形容が、陳腐と感じるくらいに美しく感じられた。しかも、同時に彼女は、すごく可愛い。

			「もう、年上のおんなをからかわないの……」

			　言いながら優衣は、スレンダーグラマーをゆっくりと持ち上げると、はにかむような表情で敬悟の太ももを跨いだ。

			　片足を上げた瞬間、湿った繁みとその奥までが丸見えとなった。肉唇の縁から、つぅっと恥蜜が溢れ、渓谷全体を潤わせている。

			「あん。この体位ちょっと照れくさい……」

			　優衣の口ぶりからも、対面座位は初めてらしい。敬悟にとっても初めてであったが、繋がったままイチャイチャできるとネットで見つけ、試してみたかった体位だ。

			「敬ちゃんと、一つになれるのうれしい。わがまま言ってごめんね……」

			　いまさらながらに優衣が謝るのは、敬悟の紗季に対する気持ちを判っているからだろう。そんな彼女の気持ちがうれしくて、敬悟はぎゅっと、女体を抱きすくめた。

			「あん……」

			　恐ろしく抱き心地のいい女体。首筋にすべすべした腕が絡みつき、近づいてきた桜唇がちゅっと同じ器官を掠めていく。

			　切っ先は、女淫に触れているものの危うい位置で啄みながら互いのぬめりを交換するばかり。

			「んふん……。敬ちゃん……。好きよ。大好き……。優衣の膣中に来て……」

			　感極まった表情で膝を広げた優衣。敬悟と結ばれる歓びに微笑んでいるのに、瞳は潤んで涙が溢れそうだ。

			　美麗な乳房を揺らし、ゆっくりと優衣が勃起の上にカラダを落とす。敬悟は視線を下げて、ぱっくりと開いた秘口をじっと凝視している。

			　寝室の照明に、悩ましい蜂腰のシルエットが浮かぶ。

			「優衣ちゃん……っ」

			　その名を熱く囁く間も、美人女子大生の花弁がゆっくりと降りてくる。

			　敬悟が手を添えて肉柱を真上に向ける。むぎゅっと下腹部を力ませ、張り詰めすぎた亀頭部から、ぴゅるるるっと先走り汁を吹き出させた。

			「ああん、敬ちゃんの大きなおちんちん。熱い……っ」

			　そそり勃った肉茎をさらに帳を開いたクレヴァスがぷちゅりと受け入れる。

			「ぐうううううぅっ！」

			　幾重もの肉襞の連なりが亀頭を包む。ぬらつく雌蕊めしべの感触に、敬悟は呻きを上げた。

			「あ、あぁ……っ」

			　優衣もまた切ないとも、安堵したともとれる甘い吐息を桜唇から漏らしている。

			　ぬぷぷぷっと肉柱全体が、ゆっくりと極上の媚肉に包まれていく。

			　うっすらと油を利かせた鍵シリンダーに、すっと鍵を差し込むような感覚だ。

			「あううぅっ、敬ちゃんが優衣の膣中に……。ほううううっ……」

			　酸素を求めるように桜唇をパクパクさせ、苦悶の表情を浮かべる優衣。予想以上の質量に、狼狽しているようだ。

			「ああん。お、大きい……。優衣のおま〇こ、熱いので拡げられちゃうのぉ……。で、でも……敬ちゃんの全部……挿入れちゃいたい……。壊れてもいいから、敬ちゃんのを付け根まで……」

			　眉間に皺を寄せ、美貌を歪ませる優衣。わななく唇は、それでも敬悟を全て呑み込むと宣言してくれる。

			　それは単に、優衣がお姉さんぶりたいだけではない。大好きな敬悟の逸物だからこそ、全てを受け入れたいと望んでくれるのだ。

			「ああ、優衣ちゃん。もう少しだよ。あとほんの少しで僕のちんぽが全部挿入る」

			　励ます敬悟に、優衣は美脚を蟹足に折って、なおも肉塊を奥へと導いてくれる。切なげに息をお腹から吐き出し、ついにマシュマロヒップが、敬悟の太ももに乗った。

			「あ、ああ……。挿入ったよね……。敬ちゃんのおちんちん全部……」

			「そうだよ。余すところなく、優衣ちゃんと僕は一つになれたんだ！」

			　肉体が結ばれたと共に、心までが一つに結ばれ、凄まじい高揚感が二人を包む。

			　二人が肌を交わすのは初めてではないと錯覚するほど、牡牝が馴染んでいく。互いの性器が、みっしりと隙間なく納まるのだ。

			　お陰で、本能的な安心感が二人のカラダに沁み渡った。

			「ああん、熱くて硬い……。くふうぅ……敬ちゃんと一つになるのってこんなにしあわせなのね。こんなに満ち足りた気持ちはじめて……。ずっとこうしていたくなる………とっても素敵な気分」

			　あれほど受け入れに苦労したにも関わらず、優衣は徐々に女体を火照らせ、艶めかしい喘ぎを漏らしはじめる。

			「うふぅ……ああ、ねえ。このおちんちん、本当にすごいの……。お腹の中にあるだけで……んっく……。カラダが火照ってきちゃうの……。あうっ……あぁ、ウソっ！　高まりすぎて、イッちゃいそう……！」

			　漏らしたのは甘い吐息だけではない。圧倒する質量に震えながらも、姫口はもじもじと蠢きはじめ、肉茎のくびれに絡みつきながら多量の蜜を漏らすのだ。

			「ぼ、僕も、超気持ちいいっ！　優衣ちゃんのおま〇こに、ちんぽが蕩けちゃうよ」

			　ただ繋がっているだけで、じんわりと多幸感が広がって動けないほどだ。それなのに結合部からはちゅぶっ、ちゅぷっ、と潤みの攪拌音が響いてくる。

			「いやらしくて、しあわせな気持ち……ねえ、敬ちゃん、キスして……」

			　甘く愛らしいキスのおねだりに、心まで敬悟は蕩けさせ、唇を重ねあう。

			　厚い舌を出し、優衣の桜唇を割り開いた。その一瞬の隙をつくように、「す、好きよ。しあわせなのぉ」と、優衣が叫んだ。

			　ぶっさり突き刺された肉棒が愛しいと、やわらかな肉襞がそよぎ、おもてなししてくれる。

			　うねりの強い肉畔がムギュリと締まり、肉柱を抱きすくめるようにしながら、無数の膣襞に舐めくすぐられる。そのやるせないような快感に敬悟は、優衣の女体を数センチ持ち上げるとそのまま落とした。軽い体重であっても重力には敵わず、太竿が膣奥へとめり込んだ。

			「あはああああ……だ、ダメぇ……キ、キスをしている時にぃ……むふううううっ、き、気を失いそうなほど気持ちいいっ！」

			　ただでさえ一度イキ極めている女体は、肌という肌を敏感にさせている。そこに太竿を咥え込み、灼熱に燻されて、不意打ちのめり込みを食らってはたまらない。

			　またしても優衣は軽く兆したようで、女体をぶるぶると震わせた。

			「ああん、おかしくなっちゃうぅっ……。優衣、こんなに乱れたことなかったのにぃ……恥ずかしいよぉ……年上の優衣が、こんなに乱されてしまうなんて……」

			　聡明であり、美貌である上にナイスバディまで持ち合わせた才色兼備の優衣。媚肉までが複雑に入り組んだ上に、入り口と中ほどで二段締めし、男の余命を削り取る。

			　これほどいいおんな振りを発揮する彼女だから、その膣内に長く留まれる男は少ないであろう。先ほど一度放出している上に、抽送のままならない対面座位であるからこそ敬悟は保っていられるのだ。

			　けれど、それももう長くはない。やるせなくさんざめく分身がそう告げている。

			「ねえ、優衣ちゃん。ごめんね。僕、もうじっとしていられない……。動かしたくて仕方ないんだ……！」

			　貌を真っ赤にして告げる敬悟の唇を、優衣がなおも愛しげに啄んでいる。

			「いいよ。敬ちゃんの好きにして……。射精したくなったら、優衣の膣中に遠慮なく射精してね」

			　言いながら敬悟の顔中をキス責めにする優衣。激甘の許しに、敬悟はうんと頷くと、その腰をぐいっと跳ね上げた。

			　極上女陰を下から突き上げ、軽い女体を持ち上げては落とし、抉っては捏ねる。徐々に激しくなっていく抜き挿しに、優衣の細腰も合わせるようにくねりはじめる。

			「あっ、あっ、あぁ……。あはん、いいっ……。奥がこんなにいいの初めて……。ねえ、もっとぉ、もっとしてぇ……」

			　はしたないよがり声を漏らし、優衣は奔放に身悶えている。

			　自らも蜂腰をずり動かし、気持ちのいい場所に勃起を導いては、あられもなくよがりまくる。

			「ああん、うそうそ。優衣、イキ止まらない……。苦しいくらいなのに、イクのが止まらないぃ……」

			「ほんとうにすごいよ。優衣ちゃんの膣中が震えてる……。襞の一枚一枚までがイッてるみたいだ！」

			　兆した表情を強張らせ、悩ましくイキまくる優衣。いつしか全身を汗まみれにし、艶めかしい純ピンクの発情色に染めあげている。

			「あっ、ああん、ダメッ、奥を、そんなに突かれると、優衣、またイッちゃうぅ……。あはあ、こんなにすごいセックス知らないぃ～～……っ！」

			　整った美貌が、今は性悦に歪み蕩け、次元を超えた快感に浸っている。

			　優衣にとって敬悟がこれまでに知らなかった悦びを与えた男なら、敬悟にとって優衣はおんなを征服する悦びを与えてくれる相手だった。

			　飛び切り優秀な女子大生であり、絶世の美女であるだけに、優衣を攻略する悦びは大きい。

			「こんなに淫らにイキまくる優衣ちゃん、想像もしていなかった」

			「ああん、言わないで……。優衣だって、敬悟くんに、こんなに淫らな姿、見せたくなかった……」

			「そう言わずに、優衣ちゃんも、もっと腰を振ってよがってよ。もう僕も射精る寸前だから……」

			　マシュマロヒップを鷲掴み、ぐいっと引き付けると、イキ極めたばかりの美貌が「くぅっ」と呻きながら背筋を反らせる。

			「うううううっ。敬ちゃんの意地悪ぅ。優衣、イッてばかりで切なすぎるのに……」

			　恨めしげなセリフと裏腹に、優衣は軽く腰を浮かせ、くなくなと揺らしはじめる。

			「くふううぅっ……んんっ……あんっ、あんっ……あぅぅ…っ！」

			　小鼻を膨らませ甘く息を吐きながら細腰が妖しくうねる。

			　明晰な頭脳を匂わせる強い目力は、今はいずこ。淫らに潤み、ただ色っぽい流し目をくれるばかり。

			「すごいすごい。優衣ちゃんのとろとろおま〇こが、たまらなくちんぽに擦れる。ああ、気持ちよくて、脳みそが溶けちゃいそうだ……」

			　喜悦を伝える敬悟の唇に、桜唇が再び自発的に重ねられる。

			　甘く蕩けた舌が敬悟の口腔に挿し入れられる。舌と舌を熱く絡みつけ、首筋には、しなやかな腕がむしゃぶりついてくる。

			「あうううっ……敬ちゃんのおちんちん、ドクンドクンって脈打っている。射精そうなのね……。いいよ。優衣の子宮に浴びせて」

			　射精衝動に、さらに肉塊が膨らんだことを膣肉で察したのだろう。優衣が中出しを促すように、その腰つきを速めた。

			「お願い。優衣の子宮を敬ちゃんの子胤で充たして……。優衣のおま〇こ、もうとろとろだから……受精の準備はできているわ……」

			　敬悟を射精に導こうと優衣が大きく尻を振るから、かろうじて亀頭エラが入口粘膜に引っかかるギリギリまでひりだされる。

			「あん、あっ、ああっ、痺れちゃうぅ……。ねえ、いいの。おま〇こに擦れて、ああっ、こんなにいいのぉ……」

			　敬悟の快感を追っていたはずの腰つきは、すぐに飽和して自らの喜悦を追う動きになってしまう。それでも、敬悟を限界にまで導くには十分すぎるうねりだ。

			「そ、そんなにされたらっ……。ああっ、僕も限界だよ。一緒にイこうよっ、優衣っ」

			　敬悟は体を前方に倒れさせ、優衣の背中を再びベッドに着けさせた。

			「フィニッシュは優衣のおっぱいに顔を埋めて、おま〇こを突きまくりたい！」

			　言いながら敬悟は、最後の激しいピストンを送る。

			　宣言通り、乳房の深い谷間に顔を埋め、腰だけをひたすら前後させていく。

			　パンパンパンと優衣の恥骨に腰をぶつけると、亀頭部から火の出るような快感が鎌首をもたげた。

			「ぐおおおっ。優衣……ゆ、いぃぃっ！」

			　新たな年上の恋人を呼び捨てにし、ズボズボと媚肉を抉る快感。やわらかな媚肉に肉棒を包み蕩かされる喜悦。膣孔は大量の本気汁でたっぷりと濡れそぼっているのに、心地よい摩擦が生じて敬悟の余命を奪い取っていく。

			「あん。敬ちゃん、激しい。ねえ、射精いって……。はやくぅ……優衣もイクぅ……あぁ、イっちゃようううううううううううう～～っ！」

			　極上媚肉に溺れ、唇の端から涎を零しながらも、突いて、突いて、突きまくる。

			「射精くよ。優衣。ぐおおお、ゆいぃ～～っ！」

			　やせ我慢を諦め、戒めを解いた瞬間、頭の中をピンクの幕が覆った。

			　ぎゅっと肛門を締め、勃起を膣奥で嘶かせてから一気に弛緩させた。

			　刹那に起こる射精発作。ぼっと爆燃が起きたかと思うほどの怒涛の吐精。鈴口からほぼ一塊となった白濁液が、優衣の子宮にばら撒かれる。

			「あ、ああ、熱い……敬ちゃんの精子……熱い……ひうっ、優衣、またイクっ……敬ちゃんと一緒にイクぅっ！」

			　子宮に精液を浴びた優衣が、敬悟と共に昇り詰める。ベッドの上の裸身は、駆け上がる快美の波に翻弄されながら受精の悦びに震えている。

			　膣粘膜が肉棒に絡みつき、さらに絞り出そうとしている。

			　最高の射精だった。

			　全身に鳥肌が立つほどの快感に、尻肉までもが痙攣している。

			　膣奥に勃起を残したまま、敬悟は滑らかな乳房を両手に捕らえた。

			　ふくらみを弄びながら甘い余韻に浸っていると、射精したばかりの分身がまたも疼きだす。

			（キリがないなあ。まったく……）

			　やりたい盛りの尽きぬ性欲に我ながら呆れるも、瑞々しい優衣の首筋に唇を寄せ、掌の中のやわらかな物体をねっとりとした手つきで揉みしだく。

			　年上の恋人は、短く呻き、美肌のあちこちをひくつかせている。

			　志穂が帰るまで、あと何度、優衣を絶頂に導けるか。

			　男根でおんなを性悦に導く喜びに目覚めた敬悟は、背筋をゾクゾクさせながら抜かぬまま律動を再開させるのだった。

		

	

			第三章　ぜんぶ射精させてあげる……。美人姉妹の子宮に注いで

			


			１．

			「いいなあ。セブンティーンかぁ……。人生これからだもんね……」

			「何を言っているの。優衣だって、まだ二十一じゃない。まだまだお子ちゃま。ついこの間まで、おねしょしてたでしょう？」

			　優衣の羨む言葉に、志穂が艶やかに笑いながらからかった。

			　六月のとある日曜日。敬悟の誕生日パーティを三姉妹が開いてくれたのだ。

			　艶やかに着飾った志穂と優衣も、昼過ぎには姿を見せ、料理を作る紗季を手伝っている。

			「敬ちゃんのために、紗季姉、飛び切りの料理を作らなくちゃダメだよ」

			　煽りたいだけ優衣が煽ったものだから、兄嫁は昨晩から仕込をはじめ、今朝も早くからキッチンに立ち続けている。

			　三姉妹の中で紗季が一番の料理上手であり、志穂や優衣の誕生日などでも腕を振るってきたそうだ。

			　つまりは、敬悟を出汁に、みんなで美味しいものを頂こうという趣旨なのだ。

			「やめてよぉ……志穂姉のその言い方だと、敬ちゃんに誤解されちゃう。こう見えて、優衣はおむつ取れるのが早かったって……！」

			　唇を尖らせ抗議する優衣。敬悟の前ではいつもお姉さんぶろうとする彼女も、こうして三姉妹の中では、やはり末っ子に戻ってしまう。

			「そうね。優衣ちゃん、早かったよね。でも、覚えている？　お父さんのお布団でやらかしたこと？」

			「ひゃぁー。紗季姉までやめてぇー。乙女の秘密を暴露しないでぇ。個人情報には守秘義務があるでしょう！」

			　対面キッチンの奥から話に参加する紗季を、優衣が大声で口封じにかかる。

			　明るい笑い声が、居間に穏やかに溶けていく。

			　誕生会をやると聞かされた時、年齢的にそれは気恥ずかしい上に、義姉に負担がかかるため遠慮したいと思った。

			　何よりも、男女の関係が続いている志穂と優衣が敬悟と同じテーブルに着くのは初めてのことで、それが気がかりの種だった。

			　優衣が志穂と敬悟のことを知っているように、志穂もまた優衣と敬悟の関係に気づいているようだ。

			　どういう経緯で漏れたものかは判らないが、そういうことへのおんなの勘は鋭い。

			　決して未亡人は敬悟を問い質しはしないが、言葉の節々から気づいている風なのが伝わってくるのだ。

			　敬悟自身は、もし優衣とのことを尋ねられたら正直に話すつもりでいるが、だからといって、わざわざこちらから打ち明け話をするのもおかしな気がして、そのことには触れていない。

			　肌を重ねる時にも、優衣は志穂の話をしなくなったし、志穂もまた優衣の話題を持ち出さなくなった。

			　いつの間にか微妙な距離感が定まり、なんとなく敬悟を交えて、三人で一つ場所にいるというシチュエーションがなくなっていたのだ。

			　それだけに、敬悟は朝から妙な緊張を強いられていた。

			　けれど、いざ蓋を開けてみると、そこはやはり姉妹で、ずっと和やかな空気が流れている。

			（そりゃあそうか。二人とも大人なのだし、姉妹なのだから……）

			　まさか紗季のいる場で、修羅場にはならないだろうとは思っていたが、当たり前にいつもの団らんが展開している。

			「それにしても、すごい豪華版ねえ……」

			　次々に食卓に並べられていく料理に、未亡人が感嘆の声を上げた。

			「本当に……。お店で食べるよりも、ずっとヘルシーで美味しい紗季姉の料理を毎日食べられる敬ちゃんはしあわせものだぞぅ」

			　優衣のその言葉に、敬悟もうんうんと大きく頷いた。

			　男を捕まえるには、胃袋を掴めというらしいが、まさしく言い得て妙で、敬悟も学校から帰る時間が待ち遠しい。

			　もちろん、憧れの兄嫁が待っているのだから、うきうきした足取りになるのは当たり前だが、同時に「今日のおかずは何だろう」とごはんも大きな楽しみとなっている。

			「紗季義姉さんは、僕の好物を全部知っているから……」

			　相好を崩して言ったそのセリフ通り、今も敬悟の大好物がところ狭しと食卓に並んでいる。

			「えっ？　んふっ！」

			　突如、敬悟の下腹部を違和感が襲った。隣に座る優衣の手が、そこに伸びていた。

			　細く長い指が、敬悟のジーンズの股座のあたりにあてがわれ、やわらかく揉んでくるのだ。

			「ゆ、優衣ちゃん……」

			　小声で抗議する敬悟を、逆に目力の強い眼差しがキッと睨み返している。

			　その瞳で、敬悟は兄嫁の料理を褒めすぎたことを悟った。

			　あっけらかんと明るい性格に見えるが、実は、優衣の内面は起伏に富んでいる。感情の振り幅が意外と激しいのだ。

			　今も、どうやら敬悟が紗季をべた褒めするのが面白くなくて、嫉妬交じりにこんな悪戯を仕掛けたのだろう。

			　幸いにもキッチンに立つ義姉からは、優衣の手は死角になっている。けれど、対面に座る未亡人からは、優衣が何をはじめたのか気づかれぬはずがない。

			　まずいとは思うもののあからさまに優衣の手をはねのけるのも後が怖い。どうするべきかと逡巡しているところに、今度は真正面から志穂の長い脚が伸びてきて、敬悟の足にやわらかい爪先が触れた。

			（えっ？　まさか志穂さんまで……？）

			　もちろん間違えて、当たったわけではない。その証拠に未亡人は、敬悟の足を擦るように、すらりとした脚を絡めようとさえしてくるのだ。

			「うふふ。確かに紗季の食事はどれも美味しいわよね……。でも、美味しすぎるとつい食べすぎて太っちゃうから困るわ……」

			　何気ない会話を続けながら志穂の足先が、敬悟のふくらはぎを撫でたかと思うと、徐々に太ももの方へと上がってくる。

			　太る心配などまるでない女体は、未亡人にしておくのはもったいなさすぎのボディライン。出るべき所と締まるべき所のメリハリが利き、肉感的とスレンダーの間のほどよい肉づきをしていることを敬悟は知りすぎなほど知っている。

			「えー、志穂姉は、全然太ってないじゃん。やっぱ、ヨガのお陰かなあ……。プロポーションがよくて羨ましいくらい。おっぱいやお尻も大きくてさ……。そんなにいいカラダなのだから、さっさといい男を捕まえて未亡人なんてやめちゃえばいいのに」

			　優衣の絡むような口ぶりは、志穂の脚が敬悟の足に絡みついてきたことに気づいているからだ。

			　優衣の指先に、志穂の脚が当たりでもしたのだろう。

			　その癖、長女を本気で羨むような口調でもあるから、おんなは怖い。けれど、その優衣だって、若々しくも引き締まったナイスバディを揺らしている。

			　すらりとした細身の身長百七十センチ。小作りな顏、細く長い首、すんなりと伸びた手足は細身のシルエットでありながら、おっぱいなどはボンと攻撃的に前に突き出し、そのお尻もバイオリンの弦さながらに張り出して、ド派手なメリハリをつけている。

			「きっと、この中で、一番ダイエットしなくちゃいけないのは、私ね。三十路に近づいたせいか体型が変わってきて……」

			　キッチンの向こうから鍋の火加減を調節しながら、紗季が会話に加わった。

			　途端に、三人に緊張が走る。優衣は手の動きを止め、志穂の脚も太ももから先に進めてこない。

			　そして敬悟は、張り付けていた微笑みが引き攣りかける始末。

			「何言っているの。紗季姉はもう少し、お肉を付けたくらいの方がいいと思うよ」

			　優衣の言葉に、志穂もすぐに追随する。

			「そうそう。体型が変わるのは、おんなとして成熟したからでしょう……。体重だって変わっていないようだし……」

			　敬悟には判らないものの義姉自身が認めるのだから、嫁に来た二十歳そこそこのころからは体型が変わっているのかもしれない。けれど、それは志穂の言う通り、おんなとして熟成したからであり、カラダのラインが崩れているようには決して見えない。

			むしろ、年増痩せして、無駄な脂肪をすっきりと落とした印象なのだ。

			　確かに、志穂や優衣と比較すると、バストやヒップは小ぶりと感じられるかもしれないが、それはそもそもが志穂や優衣がたわわに実りすぎなのだ。

			　むしろ紗季のような体つきの方が、全体にバランスが取れていて敬悟は美しいと思っている。

			「あう！」

			　そんなことを思いながらうっとりと兄嫁を目線で追いかけるから、またしても優衣の淫らな悪戯が再開されてしまう。負けじと、志穂の脚も器用に微妙なところをくすぐってくる。

			　しかも、未亡人は、ぽってりとしたやわらかな朱唇を見せつけるように薄い舌でセクシーに舐めている。

			（ああ、志穂さん、いつもより色っぽい表情……。優衣ちゃんと競いあっているからかな……？）

			　二人の美女からの悩ましい悪戯に、他愛もなく分身が屹立していく。ジーンズのファスナーを壊す勢いで、ミリミリッと肉音を立てて膨らませた。

			　隣に座る優衣の栗色のセミロングの髪からたなびいてきた甘い香りに、微かに甘酸っぱい臭気が入り混じるのを確かに敬悟は嗅ぎ取った。

			　一瞬にして男を誑かす牝のエッセンスに、脳髄が焼き切れそうだ。日ごろから優衣と志穂には溜まる暇などないほど精を搾り取ってもらっているのに、先ほどからの生殺しにも近い状況に、今にも性欲を爆燃させてしまいそうだった。

			「ごめんねえ。お腹すいたでしょう？　今これもできるから、そろそろはじめましょうか？」

			　敬悟の窮状を知ってか知らずか、キッチンの向こうからまた兄嫁の声がかかる。

			「乾杯のためにシャンパンを冷やしてあるの……。敬悟くんも一杯だけ。今日だけは特別よ……」

			　手際よくグラスとボトルを用意して、義姉がテーブルへと移動してくる。

			　未亡人がボトルを受け取り、兄嫁のセットするグラスにシャンパンを注いで回る。

			「まあ、優衣ちゃん、ずいぶん敬悟くんにべったりね……」

			　敬悟を猫かわいがりする優衣がまとわりつこうとするのは、今にはじまったことではない。にもかかわらず、今日に限って紗季がそれを揶揄するような口ぶり。

			　あるいはテーブルの下で繰り広げられていた淫靡な悪戯合戦に、義姉は気づいていたのではあるまいかとヒヤリとした。

			「だって、敬ちゃんは本日の主役だもの。いつも以上に可愛がってあげなくちゃ」

			　けれど、そこは妹で、ひるむことなく優衣も軽く姉を躱してみせる。

			「そうか。それじゃあ、私も料理以外にもサービスしちゃおうかな……」

			　何を思ったのか兄嫁が、優衣と反対側の敬悟の隣に座り、その腕にしなだれかかるようにしておどけてみせた。

			「まあ紗季ったら、優衣に嫉妬しているみたいよ。うふふ。まあ、いいか。確かに敬悟くんは今日の主役なのだから、そのくらいのサービスがあっても。じゃあ、その写真を撮ってあげるから、ほら紗季も優衣ももっと敬悟くんにすり寄って」

			　争奪戦めいたものが勃発し、ハラハラするばかりの敬悟。けれど、志穂がうまく機転を利かせてくれたお陰で、思いがけず両手に花といい思いができだ。

			　紗季の媚乳と優衣の巨乳に挟まれての記念写真は、敬悟の一生の宝物となるだろう。

			


			２．

			「敬悟くん。今日のレッスンをはじめましょう……」

			　部屋の入り口の向こう側から待ちわびていた兄嫁の声がかかった。

			「はい。すぐ行きます」

			　有名進学校に通う敬悟に、自ら英語の家庭教師を買って出るほど義姉の英語力はすごい。プロとして翻訳や通訳の仕事を受けるのだから、それも当然なのだろうが。

			　締め切りなどもあるだろうに、週に三回きっちり時間を割いてくれる義姉に、敬悟は心から感謝をしている。

			　もちろん、そればかりではない。それが当たり前のように、憧れの兄嫁が隣に座り、判りやすくも丁寧に指導してくれるのだ。その間中、紗季の存在を意識していられるこの状況は敬悟にとって至福の時以外の何物でもない。

			　テキストを覗き込むようにして顔を近づける兄嫁からはいつも甘い体臭が漂い、敬悟をたまらない気持ちにしてくれる。

			　その上品な横顔は、どこまでも優雅で、眩いくらいに美しく輝いている。

			　薄絹のブラウスの下には、誇らしげにふくらんだ双乳のシルエットが、敬悟の目を楽しませる。

			　集中している時の義姉は、無意識のうちにその胸元をテーブルの上に、乗せていたりするので、ついついそこに視線が吸い込まれてしまう。

			　くびれた腰に巻きつけたタイトスカート越しに、艶尻がキュッと持ち上がるように張り詰めているのも、敬悟の視線を惹きつけてやまない。

			　子供のころ、両親の都合で南仏に滞在していた帰国子女の彼女は、まさしくヨーロッパの香りを身に纏った貴婦人そのもの。しかも、年を経るに従い、その美貌にはますます磨きがかかり、彼女の周りだけ時間が止まっているかのようである。まるで年齢を加えていかない兄嫁に敬悟の想いは募るばかりだ。

			「お待たせしました……。えー。さ、紗季義姉さん！」

			　浮き立つような気分で、紗季の待つ居間へと入った途端、思わず敬悟は息を呑んだ。

			　いつもは清楚で慎ましやかな兄嫁が、今日に限って大人のおんなの魅力を全身から発散させていた。普段は薄いメイクしかしない兄嫁が、いつもより念入りに化粧しているため、一種凄絶な美しさを放っているのだ。

			　兄嫁に視線を奪われたまま居間に入り、いつものテーブルの前に腰かけるが、なんとも言えずそわそわして落ち着かない。

			「ごめんなさい。敬悟くん。思いの外、打ち合わせが長引いて……。いつもより遅くなったわね」

			　昼間、義姉は珍しく仕事の打ち合わせがあるとかで出かけ、つい先ほど帰ってきたばかり。敬悟の方は、放課後、志穂との甘い逢瀬を済ませてからマンションに戻り、あらかじめ用意されていた夕食を一人で済ませていた。

			「い、いいえ。ご迷惑かけているのは僕の方ですから……」

			　心なしか、いつもより開かれた襟元から覗く白い胸元は、その谷間が露出していて敬悟を誘惑してやまない。内心の動揺を押し隠し、努めて平静を装おうとするものの、どうしても視線が、その胸元に吸い込まれてしまう。

			「さあ、それじゃあ、はじめましょうか。ちゃんと宿題はやった？」

			「え、あー。はい。一応」

			「一応……なの？　なんだか頼りないわね。どれどれ」

			　そう言いながら、敬悟の隣にカラダを近づけ兄嫁がノートを覗き込む。

			　途端に、心臓が高鳴るのを禁じ得ない。

			　いくら童貞を卒業しても、おんなに慣れつつあっても、敬悟にとって義姉は別次元の存在なのだ。

			「えーと。ここのところの和訳だったわね」

			　敬悟の鼻先に紗季の頭が寄せられ、髪の毛にくすぐられ、同時に甘い香水の匂いを胸いっぱいに吸い込むと、目の前がくらくらしてくる。

			　細い指先がテキストの英文を追い、傍らに置いたノートの和訳と照らし合わせる。

			「なんだ。ちゃんとできてるじゃない。うんＯＫよ」

			　兄嫁は敬悟の目と鼻の先に美貌を向け、女神のような笑みを振りまいてくれた。

			　至近距離の小顔に、敬悟はのぼせたように顔が赤くなるのを自覚した。まずいまずいと思いながらも、ズボンの前には大きなテントが張られている。

			　そのことを兄嫁に気づかれはしないかと気が気ではない。

			　最近は志穂や優衣との逢瀬もあって滞り気味だが、それまでは兄嫁に毎日のようにラブメールを送り続けていたため、敬悟の想いは知られている。

			　いつも義姉を目で追っていることも、最近は気づかれている節がある。時折、バチンと目線が合って、にこりとやさしい微笑が返ってきたりするのだ。

			　けれど、依然、兄嫁が敬悟をどう思っているのかは判らない。一方的に、ラブメールを送るばかりで、たまに返信があっても、英文法が間違えているとか、こういう表現の方が適切だと、指摘がある程度。内容に対する感想は一切ない。

			　返事がないから兄嫁の想いがどこにあるのか判らない。それ故に、敬悟は、いつの間にか、義姉に疎まれるのを必要以上に恐れるようになっていた。

			　彼女の肢体を覗き見て発情する、その生理的な反応も、気づかれて「キモイ！」などと感じられてしまえば、傷つくのは敬悟なのだ。

			　それでいて、やはり愛しい兄嫁には目を奪われてしまう。例のデジタルカメラの画像よりも、生身の義姉は、その数十倍どころか数万倍も美しいからだ。

			　とりわけ、こんなに至近距離にいる彼女から、どうして目が離せよう。

			（それにしても今日の義姉さん。どこか変だ……。なんだか心ここにあらずって感じだ……）

			　ふと気が付くと、兄嫁は何かを思いつめた表情で一点を見つめている。

			「紗季義姉さん。何かありました？　なんだか様子がおかしいですよ」

			「えっ？　ああ、ううん。何もないわよ……。えーと。ごめんね。どこだっけ？」

			　そんな返事をしたかと思うと、兄嫁はまたすぐに上の空になってしまう。

			（やっぱり今日の紗季義姉さんはおかしい……。ああ、だけど、ボーっと物思いに耽る横顔、ものすごくきれいだ……）

			　そんな兄嫁の横顔を敬悟は時間も忘れてうっとりと眺めてしまう。気が付くと、いつの間にか一時間がすぎていた。

			「うわああ。紗季義姉さん。いつの間にかこんな時間になっていますよ」

			「きゃあ。ごめんなさい。私ったら考え事を……。でも、敬悟くんも勉強に身が入っていない！」

			　自分のことを棚に上げ詰られても、敬悟は反論できる立場にない。

			「あれほど毎日送られてきた英文のメールも最近は、滞り気味じゃない！」

			　義姉の指摘に、敬悟はますます身を縮めた。まさか志穂と優衣との間で忙しいなどと言い訳できるわけもない。

			　にしても、いつもの兄嫁であれば、こんな険のある詰り方をしないはず。義姉に何があったのかと心配になったが、今はそれも訊けない。

			「ねえ。敬悟くん……。こっちを向いて……」

			　俯いていた敬悟がその言葉に顔を上げると、その唇を唐突に紗季のやわらかい唇に塞がれた。

			　敬悟の顔を義姉のしっとりとやさしい手が包み込んでいる。瑞々しい果実のようなぷるんと潤った朱唇が、敬悟の唇にやさしく押し当てられている。

			　兄嫁の唇は、マシュマロのようだった。ぽってりふんわりとして甘い。マシュマロとの違いは、それよりももっとしっとりと潤っている所だろう。

			　朱唇は一度離れ、今度は敬悟の上唇を優しく唇に咥えるようにキスをする。次には敬悟の下唇を。そしてまたべったりと唇同士を重ね合わせる。

			　目も眩むような兄嫁のキスに、面食らっていた敬悟も、いつしか夢中で応えていた。

			　紗季の上唇をやさしく唇で挟み込むように。同様に下唇を愛おしむように。そしてお互いが唇を半開きにして熱く重ね合わせる。

			　兄嫁の薄い舌が口腔に進入し、敬悟の舌に絡みつく。義姉の甘い唾液が口の中に溜まり、その甘い媚薬を敬悟はうっとりと嚥下した。

			　一度離れて、互いに息継ぎしてから、また唇を重ね合わせる。今度は敬悟が兄嫁の半開きの口の中に侵入し、その舌との交わりを求める。

			　あまりに熱い口づけは、義姉の眼鏡のレンズを曇らせるほど。

			「紗季義姉さん。おっぱい触ってもいい？」

			　何度目かの息継ぎに、敬悟は照れくさそうに兄嫁に尋ねた。

			　その真剣な眼差しにほだされたのか、兄嫁は聖母の眼差しで敬悟の手を取り、ゆっくりと自らのふくらみへと誘ってくれる。

			「優しくね……」

			　義姉はそれだけ言うと、そっと目をつぶり敬悟のするに任せてくれた。

			（あぁ、紗季義姉さんのおっぱいだ……。ようやく、ここにたどり着いた……。すごい。なんてやわらかなのだろう）

			　それは敬悟の想像をはるかに越えた感触だった。

			　成熟に追熟まで重ねたような志穂の乳房。まだ青み掛かった瑞々しさを残す優衣のふくらみ。その両方の丁度、中間にある旬も極まった極上のまろみが、敬悟の掌の中でやわらかく潰れていく。

			（志穂さんのおっぱいよりも小ぶりだけど弾力がある。優衣ちゃんのふくらみよりもやわらかい……！）

			　乳房特有のスライムを薄い袋に詰め込んだような妙なる感触に、敬悟はこれまで学んできたことを全て忘れ夢中になった。

			　もう片方の手も反対側のふくらみにあてがい、ゆっくりと力を込める。

			　大きな敬悟の掌にジャストフィットする乳房を昂りきった手つきでブラジャーごと押し上げるように揉みしだく。

			　双のふくらみがブラウスの胸元から零れ落ちそうになっている。

			　技巧など全て忘れた愛撫。その分、有り余るほどの情熱をダイレクトにぶつけている。興奮しても頭の中のどこかは覚めさせるよう、あれほど志穂に教えられたのに、頭の中が真っ白になっている。裏を返せば、兄嫁の乳房がそれほど魅力的なのだ。

			「あ、あぁん……」

			　この八年もの間、焦がれ続けた想いを全てぶつけられ、兄嫁が喘ぎとも吐息ともつかぬ声を上げた。

			　その声に、ハッとした敬悟は、恐る恐る兄嫁の顔色を窺った。

			（あまりに強く揉みすぎたか？　紗季義姉さんは、やさしくしてと言っていたのに……。志穂さんも、おっぱいは大切なものを扱うようにと教えてくれたのに……）

			　敬悟の手が止まったのに気づき、兄嫁は閉じていた瞼を開き、赤いセルフレームの奥から潤んだような瞳で敬悟を見つめながら尋ねてきた。

			「どうしたの？　もうやめちゃうの？」

			「い、いえ。まだこうしていたい。でも痛くない？　紗季義姉さん、大丈夫？」

			「大丈夫よ。もう少し触らせてあげる……。ねえ、続けて……」

			　可愛らしくも色っぽい口調に促され、敬悟はまた両手にゆっくりと力を込めていく。

			　指を鋭敏なセンサーにさせ、その微妙な感触を余すことなく楽しんだ。その刺激が脳から下半身へと伝わり、すっかり堅くなった下半身をさらに昂らせていく。

			　たまらなく興奮した敬悟は、その顔を兄嫁の胸の狭間に埋め、本能的にその周囲の匂いを思い切り肺に吸い込んだ。

			「んっ……はあん……そんな……匂いなんか嗅いじゃダメよ！」

			　その敬悟の行動に驚いたように、義姉はカラダを捩らせ逃れていった。

			　胸元に顔を押し付けられ、あろうことか匂いを嗅がれ、兄嫁が我に帰ったのだ。

			　義姉には一線を越えるつもりはないらしく、これ以上は後戻りが効かなくなり危険と悟ったらしい。だからこそ兄嫁は、はじかれるように身を躱したのだろう。

			　けれど、昂りきっている敬悟は、もうとうに歯止めなど効かなくなっていた。

			　激情に任せ、「紗季義姉さん！」と叫ぶと、そのまま兄嫁を押し倒した。

			　短めのスカートの裾がまくれ、白い太ももが露になる。

			　義姉は、うろたえながらも敬悟を押しのけようと必死で抵抗した。

			「ダメっ。敬悟くん。お願い。私を困らせないで……」

			　しかし、そんな言葉程度では、極限まで頭に血が上っている敬悟を冷ますことなどできない。

			「だめよ。敬悟くん。ダメなの！　私には夫がいるのよ。それは敬悟くんのお兄さんなのよ！」

			　敬悟の昂った手が、兄嫁の脂の乗った内ももに触れた時、咄嗟に頬を強く平手打ちされた。

			　その頬の痛みに反比例して、敬悟の内なる猛獣が一気に萎えていく。

			　けれど、梯子を途中で外されたような思いを敬悟は紗季にぶつけてしまった。

			「だって、その兄貴が紗季義姉さんを寝取ってくれと僕を焚きつけたんだ！」

			　秘しておくべき事実を、吐き出してからハッとした。

			　兄嫁が、その美貌を蒼白にして、大きな瞳からポロポロと大粒の涙を零したからだ。

			　あれほど大切に想っていた義姉を自らの手で傷つけたと悟り、敬悟はその場から逃げ出した。
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			「ねえ、敬ちゃん。紗季お姉ちゃんと何があったのか教えて？」

			　いつも以上にやさしい優衣に、敬悟は思わず涙ぐんでしまった。

			　すっかり見慣れた優衣の住むマンションの居間で、久しぶりに敬悟は居心地のよさを感じている。同時に、自分だけがこんなふうに癒やされるのは、兄嫁に申し訳ない気がした。

			　それもこれも、敬悟が失態を演じた結果だ。

			「ちょっと用事があって、紗季お姉ちゃんに電話をしたのね。そうしたら、どうも心ここにあらずって感じで……。ひどく様子がおかしかったから……」

			　何があったのか、敬悟に探りを入れようと思ったのだろう。けれど、呼び出した敬悟の顔を見て、優衣は即座に、紗季と敬悟の間に何かがあったと悟ったらしい。

			　義姉との甘い口づけから一転、奈落の底に落ちてから早くも五日がすぎている。

			　あれ以来、敬悟は一つ屋根の下に住みながらも、兄嫁と顔を合わせぬようにしていた。

			　朝は早くに学校へ向かい、できるだけ遅くに帰宅する生活。食事もファストフードやコンビニ弁当で済ませた。

			　マンションに戻ると、テーブルに食事の用意がされていたが、兄嫁は自室に籠り出てこようとしない。自然、敬悟も、それに手を付けなかった。

			　学校帰りに、優衣たちのマンションに向かうことも考えたが、義姉のことを思うとそれも気が引けて、ここに寄ることも自粛していたのだ。

			　その疲れや精神的な消耗が顔に表れていたのだろう。憔悴した敬悟を見るなり、優衣は何も言わずに抱きしめてくれたほどだ。

			「そう。そんなことがあったの……。紗季姉ったら、ひどい！　敬ちゃんの気持ちに気づいているくせに、それを弄ぶような真似をして……」

			　親身になって、憤ってくれる優衣が、敬悟の凍えかけた心を温めてくれる。

			「でも、紗季姉も、きっと何かがあって揺れていたのだと思う。おんなってさあ、そういう時があるものなの。決して悪気はないと思う……。だから、許してあげて」

			「違うよ。悪いのは、僕なんだ……。紗季義姉さんとキスできたことがうれしくて……。だから、その先を求めてしまって……」

			「だって、敬ちゃんは、ずっと紗季姉のことが好きだったんだもの。そうなって当たり前じゃない……」

			　あくまで全面擁護してくれる優衣に、敬悟は静かに頭を振った。

			「そうだけど、僕は早く大人にならなければならなかったんだ。志穂さんが教えてくれたのも、そのためだったはず……。それなのに、あの瞬間、僕は子供に戻ってしまった。挙句、紗季義姉さんが一番傷つくことをバラしてしまった……」

			　敬悟の自己嫌悪は、つまるところそこに集約されている。見境なく発情してしまうのは、男のサガとして差っ引けても、兄の依頼を義姉にぶつけたのは最悪だ。

			　欲しいものが手に入らないからと、駄々っ子のように八つ当たりしたのだ。

			「それだって、大本は……。本当に悪いのは、そんな依頼をする紘一お義兄さんじゃない。敬ちゃんは、毒を吹き込まれただけ！」

			「でも、その毒を使ってしまったのは僕で……。そのことで、紗季義姉さんはひどく傷ついたんだ……」

			　この数日、混乱した頭で、どう義姉に謝罪するべきか、そのことばかり考えていた。けれど、傷つけた兄嫁の心を癒やす方法が、まるで浮かばないのだ。

			「ねえ。そんなに落ち込まないでよ。大丈夫。本当に、敬ちゃんは悪くないのだから……。そのことは、きっと紗季姉も判っていると思う。でも、少し、時間が必要なんだよ。敬ちゃんと同じで、紗季姉も混乱しているのだろうから……」

			　立ち尽くす敬悟を優衣はやさしく抱き寄せてくれた。

			　優衣らしい柑橘系の爽やかなパフュームにふわりと包まれる。やさしい腕の中にいると、幼子に戻ったような気持ちになった。

			「ほら、敬ちゃん。元気を出して……」

			　張り詰めていたものが緩んでしまい、甘えたい気持ちが湧いてくる。自分の感情をどうコントロールすればよいか判らなくなった。

			「そんなに、敬ちゃんは紗季姉のことを想ってくれているんだね……。ちょっぴり妬けるけど、なんだかうれしいな。ねえ、敬ちゃん、頑張りなよ。紗季姉のこと本気なのでしょう？　だったら、落ち込んでないで、寝取っちゃえ！」

			　志穂のようなことを言い出す優衣。二人はやはり姉妹なのだ。

			「だって、そんな悪いことを頼む紘一お義兄さんなんかよりも、敬ちゃんの方がよっぽどお姉ちゃんをしあわせにできると思うの。こんなに熱烈に愛してもらえるのだもの……。ああん、やっぱり言ってて妬けてきちゃうよぉ！」

			　姉を思う気持ちと自らの想いの狭間で揺れ動く、正直な優衣を可愛らしく思う。

			「ねえ、敬ちゃん。紗季姉を想っていていいから、優衣のことも愛してほしい！」

			「うん。調子よく聞こえるかもしれないけれど、僕、優衣ちゃんとこうなれてうれしいんだ。だって、ずっと僕のこと可愛がってくれて……。こんなふうに愛してくれるのだもの……。僕、優衣ちゃんのことも大好きだよ」

			　真剣な顔をして敬悟は言った。うまく伝わったか心もとないが、繊細な指先に、やわらかく頬をくすぐられている。

			「本当に？　ああ、優衣も、敬ちゃん大好き……。うふふ。昔から敬ちゃんは、優衣の母性本能をくすぐるのよね。子宮がキュンキュン疼いちゃうの……　よし。優衣が、元気づけてあげる。いっぱい甘えていいよ……」

			　しなやかな両腕が後頭部に回され、ロケットおっぱいに導いてくれる。

			「敬ちゃんに、優衣が元気をあげるから……。もう一度、今度はちゃんとその口で、紗季姉に想いを伝えてあげて」

			　うっとりと母性の象徴に顔を擦りつけていた敬悟は、その言葉にハッと顔を上げた。

			「大丈夫。今度は、紗季姉も受け止めてくれるから……。おんなはね、いつだって押しに弱いものなの……」

			　優衣に背中を押されると、胸に疼くものを感じた。志穂からけしかけられた時にも、同じ疼きを感じたことを覚えている。

			　紗季への想いと同じ分だけ、優衣のことも、志穂のことも大切に想っている。その身勝手さが、この疼きの正体でもある。

			　三人の女性を同時にということも、それもその三人が姉妹であることも、自分が優柔不断で不誠実であると突きつけてくる。

			　不純であり、不潔であり、節操がないと、自分で自分を責め苛む。

			　兄の紘一のことをダメな男と認識していた自分が、実は兄と同じ部類の人間であり、全くの似たもの兄弟であったと痛感するのだ。

			　調子ばかりよくて、自己中心的で、他人の痛みを判ろうとしない兄。そんな兄の一面を、自分にとってはいい兄貴と擁護していたのは、どこかで自分が兄に似ていると気づいていたからではないだろうかと今にして思う。

			「でも、優衣ちゃんが言うようには、僕には思えない。紗季義姉さんをしあわせになんてできるかどうか……。だって、僕は兄貴と同類で……。ものすごくダメなやつなんだ……。流されやすいし、優柔不断だし、調子もよくて……」

			　さらに鬱々と自己否定する敬悟を、優衣はその向日葵のような性格で笑い飛ばした。

			「そんなことで悩んでいたの？　大丈夫。男なんてみんなそんなものだから。自分勝手で、優柔不断で、頭の中はおんなとやることばかり。みんな似たようなものじゃない。ダメ男ばっかり……。おんなの方がよほど男前よ」

			　カラカラと笑う優衣は、確かに男前に見える。と同時に、聖母マリアのような深い慈愛も感じられた。

			「男の価値は、そんな弱さをどれだけやせ我慢して虚勢を張れるかで決まるんじゃないの？　もっと言えば、男におんなが求めるものは、やさしさだけ。あとは、何にもないじゃない。うふふ。極論だけどね……」

			　優衣の男性論に、敬悟はただただ納得するばかり。にしても、達観しているというか何というべきか。

			「うふふ。その点、敬ちゃんは見込みありよ。優衣の見立てでは、器は大きいと思う。もちろん、今後の修業次第だけど……。何より、やさしさの方は、志穂姉も紗季姉もみんなが認めているわよ……」

			　明晰な優衣の分析に、あっけに取られるまま敬悟の悩みも吹き飛ばされる思いがした。

			「だから、自信を持って……。自己嫌悪があるのなら、その分磨けばいいの。敬ちゃんはまだ若いのだから……」

			　やはり優衣はお姉さんぶるのが好きらしい。披露された優衣の男性観に、なんとなくなぜ彼女が年下の男ばかりを愛するのかも垣間見えた気がする。

			「優衣の人を見る目を信じて。敬ちゃんのことはよく判っているから……。誰よりもやさしい敬ちゃんは、いい男よ……」

			　大きな瞳がこちらの目の中を覗いている。全てを見透かしてしまいそうな澄んだ瞳に、敬悟は首を縦に振った。

			「これからどうしたらいいのか判らないけど……。でも、僕、志穂さんも、優衣ちゃんも、そして紗季義姉さんのことも。みんなのことを愛してる……」

			「少なくとも、優衣はそれでいい。敬ちゃんに愛されるなら、それだけでしあわせ。きっと、志穂姉も紗季姉も同じだと思う」

			　蕩けるような表情が傾げられ、ゆっくりと敬悟に近づいてきた。ぽってりとした唇が、同じ器官に押し当てられる。

			「優衣ちゃん……」

			「いいから、じっとして。元気づけてあげるって言ったでしょう」

			　半ば呆然としている敬悟の上唇を、上下の桜唇が挟み込む。やさしく甘噛みされてから薄い舌にくすぐられる。さらに、今度は下唇が挟まれる。

			　すべすべの手にふわりと頬を包まれ、その甘い唇を二度三度と味わわせてくれる。

			「うふふ。愛しい敬ちゃんに元気をあげる……。優衣のおっぱいパワーを敬ちゃんに注ぎ込んじゃう……」

			　おどけながらも優衣は、嫣然と微笑んだ。

			　その眩い笑顔に照れくさくなった敬悟は、彼女の豊かな胸元に顔を擦りつけた。まさしく、おっぱいパワーを充電してもらうために。

			「おっぱいって、こんなに安らげるものなんだ……」

			「あら、それは優衣のおっぱいが特別なのよ！」

			　コケティッシュな美貌が茶目っ気たっぷりに、こちらを覗き込んでくる。

			「もちろん！　エネルギー満タンに膨らんだ優衣ちゃんのロケットおっぱいだからだよね」

			「いやん。ロケットおっぱいだなんて、いやらしく聞こえるぅ」

			　急に頬を赤らめる優衣が、神々しいまでに眩しい。ここまで優衣が、天使になれるとは知らなかった。

			「ねえ、唇を開いてみて……」

			　促されるままに開いた唇の間に、薄い舌が挿し込まれた。

			　敬悟の口腔で舌と舌が出会い、互いを擦りつけるように絡めあう。

			　口腔に溜まった優衣の唾液を、敬悟は貴重な授かりものとして飲み干した。

			「もっと！　優衣ちゃんの美味しい唾液、もっと飲みたい！」

			　真顔で哀願しながら敬悟は口を大きく開き、顔を上に向けた。優衣が注ぎやすいように、少し膝を曲げ、その顔の位置を低くする。

			「ああん。雛がエサを求めるみたい。やっぱり母性本能をくすぐられちゃう……。いいよ、優衣の唾液、もっと飲ませてあげる」

			　美人女子大生の口腔に溜められた唾液が舌を伝い、敬悟の口に流し込まれる。その妙なる液体を美味しそうに飲み干していく。優衣の唾液は、胃の中でカアッと燃え上がり、敬悟の下半身をいきりたたせる媚薬となる。

			「ああん。子宮がキュンキュンしちゃうぅ……。もっと、もっと敬ちゃんを悦ばせてあげたいって、啼いているの……」

			　すらりとしたモデル張りの女体を悩ましくくねらせながら、優衣は頬を紅潮させた。

			　それは優衣が発情している証し。そんな姿を見せつけられて、敬悟が滾らぬわけがないのだ。
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			　少し心の安定を取り戻した敬悟は、いまさら優衣の悩ましい肢体に目をやった。

			　六月の日差しは、すっかり初夏の勢いで、それに伴い薄着の季節が訪れる。

			　目の前の優衣も例外ではなく、だぼっとした白いビッグＴシャツを羽織るのみという格好。下半身には、ホットパンツが張り付いているのだが、裾が長いシャツに、ほとんどパンツが隠れて、生足がにょっきり出ているだけに見える。

			　まるで彼氏のＴシャツを借りて着ているようなサイズ感が、明るく奔放な優衣によく似合っている上に、ひどくエロい。

			「優衣ちゃん……」

			　モデル張りの肢体を密着させ、ほっそりした手指を敬悟の下腹部に伸ばしてくる。しなやかな捕食者は、素早くファスナーを開け、パンツもくぐり抜けて、直接手指を絡みつけてくるのだ。

			　胸元に当たる乳房の感触から優衣がノーブラだと判る。

			　元々、きつい締め付けを嫌う上に、敬悟を挑発するにもってこいだと、最近は下着をつけないことが多い。

			「うおっ！　ゆ、優衣ちゃん、それは……」

			　いつ志穂が帰ってくるともしれない居間ではじめることにスリルを感じた。そんな敬悟を尻目に、大胆にも優衣は、堅くなりはじめの肉塊を手指に包み込んでいる。長く繊細な手指の感触と温もりが、幹肌に沁みた。

			「や、やばいよ、優衣ちゃん……。志穂さんが帰ったら……。うぐっ……くふう……」

			　未亡人の美貌が脳裏をよぎるが、優衣の慣れた手つきには、それを容易に吹き飛ばす技巧があった。

			「敬ちゃん、気持ちよさそう……うふふ、もっと気持ちよくしてあげるぅ……」

			　敬悟のＴシャツをまくり上げ、胸板をさも愛しげに撫でてくる。

			　手指はまたすぐに下腹部へと戻り、代わって桜唇が胸板のあちこちに吸い付く。

			　少しザラついた舌先とぬるりとした唇粘膜のくすぐったいような感触。ゆっくりと移動する桜唇は、やがて敬悟の小さな乳首にたどり着いた。

			　ぶちゅっんと吸い付かれ、舌先にレロレロと乳首を転がされる。またちゅちゅっと吸われ、芳醇な唾液をたっぷり乳首にまぶしては、小さな突起を弄ばれる。

			「うあああっ、ち、乳首くすぐったいよ！　うひゃああぁっ！」

			　そのくすぐったさは、やがてもどかしいような喜悦に変化し、乳首をツンツンにしこらせていく。その刺激はダイレクトにペニスへと連絡し、やるせない淫波となって敬悟を苛む。

			「うふふ。すっごく敏感なのね。乳首を吸われるたびに、敬ちゃんのおちんちん、びくんびくん脈打っている……」

			　幹部から移動した人差し指と中指が、亀頭裏にまとわりつき、親指にカリ首をなぞられる。触手が蠢くような手淫に、ひたすら発情を促された。

			「ぐううっ、おっ、おぉ、ゆ、優衣ちゃぁんっ……！」

			　きゅきゅっと亀頭縁を擦られるたび、急速に思考が閉ざされ、背筋を走る甘い電流が全てになっていく。

			「蕩けそうな顔をして……そんなに気持ちいいの？」

			　片手で亀頭を嬲りながら敬悟のズボンのベルトが緩められる。一瞬だけ、ペニスから手指が離れ、邪魔とばかりにパンツごとずり下げられてしまう。ぼろんと躍り出た肉塊に、淫蕩な微笑みが浮かんだ。

			「敬ちゃんのおちんちん、久しぶりね」

			「でも、先週、僕の誕生日に……」

			　紗季の目を盗み、テーブルの下で淫らな悪戯をしていた優衣と志穂。思えば、あれはつい先週の話だった。

			「あの後、僕、収まりがつかなくて大変だった……」

			　敬悟がむくれるのも無理はない。生殺しにされた挙句、二人をマンションまで送り届け、あわよくばと期待しても、どちらか一方を誘うわけにもいかず、失意のうちに家に戻ったのだ。

			「ごめん、ごめん。だって、志穂姉がいるのに、敬ちゃんを誘うわけにいかないでしょう……。志穂姉も同じ考えだったみたいだけど……。そんなむくれないでよぉ……。だからほら、その償いの意味も込めて……」

			　駄々っ子のような敬悟をあやしながら、またしても亀頭部を手指が弄りはじめる。空いたもう一方の手が、皺袋の裏筋を丹念になぞっていく。くすぐったいような快感とエラ首からの鋭い刺激が、敬悟をめくるめく官能に導いた。

			「ああ、やっぱり大きい……」

			　淫情に濡れた瞳が近づき、またしても瑞々しい唇が、半開きのまま敬悟の唇を貪っていく。気持ちの込められた熱い口づけに、敬悟は矢も楯もいられなくなった。

			　思えば、童貞卒業以来、一週間以上もＳＥＸはおろか射精もしていないのは、初めてだ。溜まりに溜まった精液がはけ口を求め、皺袋の中熱く渦巻いている。

			「ねえ、優衣ちゃん。もう挿入れたい。優衣ちゃんのおま〇こが欲しい！」

			　ギンギンに反り返った肉塊は劣情に滾り、その存在感でも優衣を求める。

			「うん。いいよ。敬ちゃんのおちんちんなら、優衣はいつでも挿入れさせてあげるつもりだから……」

			　頬を紅潮させながらも、ビッグＴシャツを自ら脱ごうとする優衣。その腕を捕まえた敬悟は、力任せにスレンダーな肢体をくるりと反転させた。

			「えっ？　け、敬ちゃん……？」

			　何をされるのかと身構える背後から、そのホットパンツと下着を手早く下にずらし、露となった女淫に即物的に勃起をあてがった。

			「もう待てないんだ……。優衣ちゃんが欲しくて、欲しくて、仕方ない！」

			　熱く耳元で囁くと敬悟は自らの肉塊に手を添え、立ちバックで優衣の肉孔に挑んだ。

			「ああん、そんなに欲しがってもらえるの嬉しい……。あはん！　け、敬ちゃん、いいよ。挿入れても……っく……ぅ！」

			　透き通る素肌全体を朱に染め、ゾクリとするほどの官能を滲ませている。

			　瑞々しくはじけるような若さと成熟したおんなの色香を同居させ、はにかむように女神が微笑む。彼女もまた敬悟と一つに結ばれる瞬間を待ちわびてくれている。そのしあわせに息が詰まりそうだ。

			「挿入れるよ……」

			　背後から両方の細い二の腕を持ち、優衣の薄紅のクレヴァスに正しく垂直になる位置に腰を運ぶ。

			　闇雲に粘膜を啄んでいた切っ先が、肉孔の帳を開きぷちゅりと淫猥な水音を立てさせた。

			「あううううっ。敬ちゃんが挿入ってくる……。ああ、また大きいのに拡げられちゃうううぅぅっ！」

			　亀頭部が嵌ると、あとはそのまま奥を目指すばかり。けれど、立ちバックの体勢に優衣の美脚が閉じ気味のため、膣肉もいつもよりやや締まり気味の感になっている。勢い、媚肉を切り裂くような挿入となり、膣壁と勃起肉がしこたまに擦れた。

			「きゃううううううううぅぅ～～っ！」

			「ぐうぉおおおおおおおおおおぉ～～っ！」

			　互いの獣じみた呻きとも喘ぎともつかぬ声が居間にシンクロする。

			　襲い来る鋭い快楽に、唇の端から涎を零しながら、なおもずるずるずるっと分身を膣奥へと埋め込んだ。

			　最奥で軟骨のようなものに鈴口が当たる手応え。優衣の子宮口に到達したらしい。

			「はううううぅっ。当たっている……。優衣の底に当たっているの……。ああ、すごい、お腹の奥が痺れちゃう……あはぁ、ねえ、痺れちゃうのぉぉぉぉ～～っ！」

			　惜しげもなくよがり声を吹き零す優衣。敬悟に聞かせるために、あえて漏らしているのだろう。いくら奔放な優衣といえども、まだ花も恥じらう年頃にあるのだから、淫らな声が恥ずかしくないはずがない。

			　にもかかわらず優衣が、あえて声を漏らすのは、敬悟を興奮させたい、悦ばせたい、その一心なのだ。それが判らぬ敬悟でもないから、余計に彼女への愛情が募り、昂りも増す。

			「優衣ちゃん。すごいよ。挿入れたばかりなのに、もうヌルヌルだ……。僕のちんぽを触っているうちに、濡らしていたのでしょう？」

			「ええ、そうよ。敬ちゃんが欲しくて、優衣は濡らしていた……」

			　言いながら切なげに蜜腰を揺するから、敬悟の分身も道連れにあう。捩られた膣肉に肉幹全体が擦れ、たまらない快感が沸き立つのだ。

			「おっぱい。優衣ちゃんのおっぱいを……」

			　Ｔシャツをまくり上げると、他愛なくロケットおっぱいが躍り出る。

			　その乳房を背後から手を回し、掌で揉み潰す。ハリのある乳肌が心地よい弾力を味わわせながら、敬悟の手指の間をむにゅりと埋め尽くす。

			　大きなふくらみから湧き上がる新たな悦楽に、膣肉が蠕動した。

			「くぅーっ！　おま〇こ、蠢いている。うおっ、今度は締め付けた！　ああ、優衣ちゃん、僕もう我慢できない。動かすからね！」

			　ぬかるんだ肉畔に、くすぐられ、締め付けられ、吸い付かれと、様々に厚い歓待を受けるうち敬悟は後戻りできないほどに追い詰められ、やむなく律動を決断した。

			　そんなことをすれば、すぐに余命が尽きると知っている。けれど、そのやるせない衝動に抗うことは不可能だ。

			「いいよ。敬ちゃん。動かして……。ナマで射精してもいいからね……」

			　中出しさえ許してくれる優衣に、敬悟は心震わせて律動を開始したその時だった。

			「ただいまあ……」

			　未亡人の当たり前の挨拶も、非日常の前に語尾が掠れていく。美しい二重に縁どられた瞳が真ん丸に、驚きの表情を浮かべている。

			「きゃあぁっ！」

			　さすがの優衣も実姉に情事を見られるのは恥ずかしいらしい。羞恥に頬を染め、自らの乳房を両腕で掻き抱くのだ。

			　一方の敬悟は、突然現れた志穂に、ただただフリーズするばかりで、どうすればいいか判らない。

			「まあ、あなたたち！」

			　ようやく状況を把握した志穂が、何を思ったかそのまま二人に近づいてくる。

			「お姉ちゃん、あっち行ってよ。これは、敬ちゃんを元気づけるための……」

			　そのためのＳＥＸと続く言葉は憚られ、優衣の語尾は消えていく。

			　手早く未亡人が着ているものを脱ぎはじめた。タイトスカートをすとんと細腰から落とすと、ストッキングごとパンツまで脱ぎ捨てるのだ。

			「恥ずかしいけど、敬悟くんを元気にしてあげるなら、わたしも加わるわ……」

			　白いブラウスのボタンも全て外し終えると、ブラジャーのホックも外し、しどけなく肌を晒した未亡人が、呆然とした状態の敬悟の左腕にすがりついた。

			　敬悟の二の腕を胸の谷間に挟み込み、むにゅんと押し付けてくる。

			　志穂の白魚のような手指が、後ろから回り込み敬悟の股座に忍び込む。皺袋の裏側や蟻の門渡り周辺をあやしてくれるのだ。

			「ちょ、ちょっと、え、わあ、うわああぁっ」

			　予想だにしない愛撫を受け、敬悟は背筋にゾゾゾゾっと電流が走った。

			「ああん。お姉ちゃん、いいところでぇ……。仕方がない。二人で敬ちゃんを癒してあげる。こんなの特別だよ！」

			　言いながら優衣が、ゆったりと蜂腰をくねらせ、自らの陰部を勃起に擦らせてくる。

			「あうんっ……敬ちゃんのおちんちん、熱い、それにさっきまでよりも堅く、大きくさせて……。志穂姉が加わって興奮してるのね……」

			　優衣が可愛い悋気を見せながら、細腰を躍らせる。

			「んふううぅ……。あん、擦れる……。擦れちゃうよぉ……。優衣の気持ちいいところに当たっているから……。お姉ちゃんの前でも、おかしくなっちゃうぅぅ～～っ！」

			　逆Ｖの字に開いた太ももがぷるぷると震えている。立ちバックで敬悟からは見えないが、いつものように目元を色っぽく紅潮させ、苦悶の表情に眉根を寄せているはず。

			「ああ、優衣、気持ちよさそう……え、あはぁ……け、敬悟くぅん……」

			　妹の嬌態を物欲しげに見つめる志穂の女陰を、いきなり敬悟は襲った。鉤状に曲げた手指を股間に伸ばし、躊躇いなく埋め込んだのだ。
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			「あ、あああん、おま〇こ、いいわっ。敬悟くんっ！」

			　少し手荒い指淫であったが、未亡人の肉孔は苦もなく受け入れてくれる。蜜汁を搾り取るようにくちゅくちゅいわせてから、一転、啼き処である浅瀬のツボを刺激する。

			「ひゃあぁぁ～～っ！」

			　滾る激情そのままに敬悟はズンと腰を突き進めると、優衣がはしたない喘ぎを上げた。鈴口でコツンと奥底を叩き、そのまま腰を捏ね、ぐりぐり子宮口を圧迫する。

			「と、届いてるぅ……。あはぁ、そんなに子宮を押さないでぇ」

			　官能のボルテージをぐんぐん高め、恥悦まみれの恍惚におんなたちは堕ちていく。姉妹ばかりではなく、敬悟もまたドロドロとした快楽の底に堕ちていた。

			　未亡人の女淫をしきりに手指で弄りながらその朱唇を貪る。瑞々しい優衣の女体を背後からたっぷりと突きまくる。敬悟の送る淫戯に、競いあうように姉妹が美肌を擦りつけ、合唱するように喜悦を謳いあげている。

			「ああ、志穂さんの唇、美味ひいっ……ぷるんぷるんのゼリーを舐めているみたい……優衣ひゃんのおま〇こに溶けちゃふぅ……ああ、おんなのひろって、なんでこんなにやわらかいの？」

			　人肌のスライムにまとわりつかれ、息もできないほどの多幸感に包まれる。熱くて、苦しいのに、最高に気持ちいい。

			「ダメよ、敬ちゃん、そんなに暴れないで、そんなにされたら優衣、イッちゃうぅ！」

			　わなわなと女体を震わせて優衣が気をやった。その強烈な喜悦に、グンとのけ反り美肌のあちこちに鳥肌を立て、ぶるぶると震わせている。

			　昇り詰める優衣から、おもむろに勃起を引き抜くと、返す刀で未亡人を犯す。

			　熟れた太ももを右手で持ち上げ、対面立位でずぶりと嵌めてしまった。

			「ほううううっ、あぁぁ敬悟くんが挿入ってくる……。志穂のおま〇こにくるぅっ！」

			　官能を満たす肉塊に、安堵したかのような吐息。切っ先で、コンコンと子宮口を叩くと、「ほおおぉ、いいっ！」と艶めかしく喘ぐ。

			　敬悟のペニスをすっかり覚え込んでいる女体は、その灼熱と質量だけでも激しい肉悦にのたうちまわる。

			「ふぐうううっ……ああ、ねえ、すごい……。ああ、よすぎちゃう～～ぅっ」

			　蒸しパンのようなふかふか尻肉を掌に収め、肉土手に付け根をずりずりと擦りつける。尖りはじめたクリトリスを付け根ですり潰すイメージだ。

			「ひっっ！　うっくぅぅんんん！　ああ、敬悟くぅんっ……」

			　捏ねていた腰を、今度は前後運動に変換させ、ずぼずぼと肉筒に出入りさせる。

			「あん、あっ、あぁ……いいのっ、ああ、気持ちいいぃ～～っ！」

			　ドッと汗を噴いてのたうつ志穂。さらに、ズンズンズンと、抜き挿しを繰り出してから、再びぐりんと腰を捏ねるようにして熟れた肉壷を掻きまわす。

			　すがりつくような締め付けと、天井のざらつきがたまらない。しかも、すっかりこなれたヴァギナは、扇情的に蠢き、勃起の崩壊を促してくる。

			「ああ、敬ちゃん、優衣にもお願い……。おま〇この火照りが収まらないのっ」

			　一度イキ極めたにもかかわらず若さに任せ、すぐに復活する優衣。背中の方からすがりついたロケットおっぱいが、しこらせた乳首を擦りつけている。

			　再びの挿入をねだりながらも、満たされぬ自らの肉芽に手指を運び、恥悦の電流を全身に浴びている。

			「あん。だめよ。わたしを先に……。でないと志穂、おかしくなっちゃうぅっ！」

			　言われなくとも、敬悟は未亡人の媚肉を突きまくるしかない。抜き挿しのペースを忙しなくさせ、自らの射精衝動を満たしたいのだ。

			　我ながらよく、ここまで持ったものだと思う。

			　やりたい盛りに、一週間も貯め込んだ精液だ。早打ちに果てていても、不思議ないのに、優衣を絶頂に追い詰め、そして今、志穂も昇り詰めさせようとしている。

			　立位による抜き挿しは、思いのほかままならず、それ故に余命をいくらかは永らえたのかもしれない。さらには、未亡人だけが取り残される不公平は、どうあっても避けたいとやせ我慢にやせ我慢を重ねたのだ。

			　けれど、それもとうに限界を超え、狂おしいまでの焦燥感に襲われている。

			　志穂の嬌声も、優衣の切望の声も、敬悟の耳には届かなくなり、ただひたすら自らが吐精するための律動を繰り返した。

			「ぐわあぁぁぁ～っ！　射精だすよ……。もう射精イくっ！」

			　艶やかな姉妹たちの痴態に慰められ、ついに若牡は射精を告げた。ぎゅっと菊座を引き絞り、発射体勢を整える。

			「敬悟くん、うれしいっ……。早く志穂の膣中に射精して。またきちゃうわ、今度はもっと大きいのが来る……。ねえ、一緒にイッて……とろとろの精子、志穂のおま〇こにちょうだいぃっ！」

			　ぐぐぐっと背筋を反らせる未亡人を、ぎゅっと抱きしめ、抱き心地のよい女体を味わいながら、ひたすら腰を前後させた。

			「ああん、志穂姉、気持ちよさそう……。優衣も、敬ちゃんの精子浴びたいぃっ！」

			　ぐちゅぐちゅと自らの女淫を手指で抉りながら優衣が、恨めしそうな表情を見せている。これほどまでに自分を求めてくれる二人。愛の狭間に溺れながら敬悟は、猛然と絶頂への階段を駆け上った。

			　ここぞとばかりに最奥に陣取り「ぐうぉぉ～っ」と断末魔の呻きを漏らす。

			　ドドドッと精液が尿道を遡る音を確かに聞いた。瞬時に、頭の中が白くなっていく。全身の毛孔をばっと開け、白濁液を放出させた。

			　びゅっ、びゅっびゅびゅっーっと、勢いよく未亡人の膣奥に夥しい子胤を放出した。

			　しかも、やせ我慢をしすぎた上に、たっぷりと溜め込まれていたせいか、射精痙攣は容易には収まらず、下半身を力ませるたび、鈴口から夥しい精液が迸る。

			「あっ、あ、熱いっ……お腹の中が熱い精子でいっぱぃに……っあぁっ、イクっ……熱いのでイクぅううっ!!」

			　受精本能に導かれアクメを極める長女に、優衣もつられて気をやる。

			「あ、あ、あ、優衣もきちゃうっ！　あはあ、優衣もぉぉおおお～～～っ!!」

			　美姉妹たちの派手なイキ様に、うっとりと見惚れながら敬悟は肉塊を引き抜いた。

			　官能の余韻に浸る二人の蕩けた顔に、まさしくこの世の極楽を見る思い。

			　そのイキ貌を眺めるだけで敬悟の分身は節操なく、またも精力を漲らせていく。

			「ああん。敬ちゃん、まだ満足しないの？　だったら、今度こそ優衣でしょう？　優衣の膣内に射精してっ……！」

			　放出したばかりのイチモツに、優衣の長い指が絡みついた。

			「まあ、優衣ったらずるいっ！　わたしは二度でも三度でもいいのよ。ね、敬悟くん、そうしよう」

			　優衣の手中にある肉塊を、お口で迎えようとする志穂。そんな彼女たちに愛おしさが込み上げ、またぞろ肉竿にやるせないような衝動が漲る。放出したばかりにもかかわらず、美姉妹を挑発するように、すっかり鎌首を持ち上げている。

			「ああ、本当にすごいのね。敬悟くぅん、力強くて、逞しい……」

			　期せずして姉妹が、うっとりと溜息をついた。四つの瞳が、じっとりと潤み、息づくように膨れる男根に張り付いていた。

		

	

			第四章　耽溺れてほしいの……。ついに憧れの兄嫁に淫蕩けて

			


			１．

			「まずは、紗季義姉さん。この間のことを謝らせてください。一つは、義姉さんとキスして舞い上がって、無理やり、その……。強引な真似を……。乱暴なんてするつもりはなかったのです。だから、まずはそのことを……」

			　敬悟は、久しぶりに兄嫁と二人、居間の食卓テーブルに対面して座り、一つ一つ言葉を選びながら話していた。

			　今一度、義姉と向かい合うエネルギーを志穂と優衣からたっぷり受け取った敬悟は、思案の末に学校からメールを送った。

			　どうしてもきちんと伝えたいことがあるので、今晩、時間を作って欲しいと。

			　そうでもしなければ、話を聞いてもらえそうにない気がしたし、何よりも先触れでもしないことには、自身が前に踏み出せそうにない気がしたからだ。

			　実際、メールを送信してからも、あれこれ考え、家に帰るのも気が重かったが、これ以上逃げるわけにいかない。

			　志穂と優衣がいてくれるのだから、義姉に嫌われてもと、気楽に考えられればいいのだが、募る想いはそう簡単に諦めのつくものではなかった。

			（なのに僕は、どうして義姉さんにあんなひどいことを……）

			　頭の中の堂々巡りに終止符を打つにも、きちんと対峙する以外ないと腹をくくった。

			　メールへの返信はなかったが、兄嫁は居間で敬悟の帰りを待っていてくれた。

			　久しぶりに見た顔は、幾分やつれたように見える。

			　緊張しているのか、顔色も青白い。それでも赤いセルフレームの奥の瞳は、敬悟の言葉を一言も聞き落としはしまいと、真っ直ぐにこちらに向けられている。

			「二つ目に謝らなくちゃいけないのは、兄貴のこと……」

			　椅子に座り、黙って聞いている兄嫁に、敬悟は思い切って、より重い罪への謝罪に舵を切った。

			「義姉さんを傷つけるようなことを口にしてごめんなさい。僕、バカだったんだ。紗季義姉さんのことずっと大切に想っていたのに、こともあろうにあんなことを……」

			　謝って済むならば警察などいらない。けれど、己の迂闊さを呪い続けても、一度吐いた言葉は二度と元に戻らず、敬悟には謝罪以外にできることはない。

			　その謝罪自体が敬悟の自己満足でしかなく、なんの意味もないのかもしれないとも思えるのだ。

			　優衣に言わせれば、罪深きは兄の紘一であり、敬悟は悪くないと弁護してくれた。あとから事情を聞いた志穂も、同様のことを言って慰めてくれている。

			　けれど、敬悟は、知る必要のないことを知らせた自分の方が、より罪が重いと考えている。それも、敬悟は、己の思い通りにならないために、八つ当たりのように吐き出したのだ。あまりに自己中心的で、とてもではないが情状酌量の余地などない。

			「紗季義姉さんに嫌われるのはつらいけど、それも仕方がないことを僕はしたのだと思っています。それでも、謝るだけは謝りたくて……。許してもらえなくても、けじめとして……」

			　あらかじめ用意していた謝罪は、一通り残さず言えたと思う。けれど、敬悟にはまだ話すべきことがあった。

			　バカな自分のこれまでの所業も全てぶっちゃけるつもりでいる。さらにその上で、今一度、敬悟の義姉に対する想いも、今日こそきちんと告白するつもりだ。

			「あのね。謝罪した後に、どの口が言えるんだって自分でも思うけど、もう僕にそんな資格ないことも重々承知しているけれど、もう少し僕の話を聞いてください」

			　前口上を述べ、そこで一つ大きく深呼吸してから、再び敬悟は口を開いた。

			「僕、紗季義姉さんにずっと憧れていました。ずっとずっと好きでした。好きすぎてバカになるくらいに……。いえ。僕は、本当にバカになってしまって……。兄貴なんかに義姉さんのことを任せておけなくて、僕が守るつもりでいたのに……」

			　紗季の真っ直ぐこちらを見つめる瞳の前では、いつも敬悟は無力になる。今もそうだ。言い繕いや誤魔化しなどまるでできず、ひたすらありのままを吐き出す。

			「子供のころからずっと紗季義姉さんが好きすぎて……。でも義姉さんからは、弟としか見てもらえなくて……。でも、好きだから、愛しているから、ちゃんと男として見て欲しくて……」

			　零れ落ちる想い。メールでは伝わることのない熱が言葉の端々から迸る。

			「僕、義姉さんのこと愛しているから、だから、そのＳＥＸとかも……。義姉さんのこと本気で……。なのに、僕、志穂さんや優衣ちゃんと淫らなことをして……」

			　声が震えていると自覚している。やはり、それを告白するには怖れと緊張があった。

			　義姉は、その事実を聞かされても不思議と驚く様子はない。相変わらず、その表情は硬いものの、それもさっきまでの雰囲気とは幾分違っているように思われた。

			「志穂さんには、紗季義姉さんを寝取るためのレッスンを受けました。志穂さんは、僕に義姉さんをしあわせにする役割と責任があると……。義姉さんを本当に大切にしたいなら大人になりなさいと教えられました……」

			　志穂のことを打ち明けながら、未亡人がいかに紗季のことを心配しているかを伝えたかった。自分のことはともかく、志穂を紗季が悪く取らないようにだけはしたい。

			「優衣ちゃんのことは、いい加減な気持ちではなくて……。僕のことを大切に想ってくれているって伝えられて。僕は、ずっと紗季義姉さんのことを想っていたから優衣ちゃんの切なさが判って……。だから迫られた時、断りきれなくて……。それから優衣ちゃんへの愛情が芽生えて……」

			　言っていて、やはり、自分の身勝手さは否めない。紗季のことを愛していると言いながら、優衣のことも想っているなど、都合がいいのも甚だしい。しかも、敬悟は、志穂のことも愛している自覚があるのだ。

			　優柔不断な自分を嫌悪しても、だからといって三姉妹への想いは、いずれも断ち難いものになっている。

			「紗季義姉さんに、こんなに恋い焦がれて、切ないほど愛していながら、志穂さんや優衣ちゃんとも関係を続けている僕は、とても愚かで、最低な奴です。でも、僕は、やっぱり義姉さんのことが好きで……。義姉さんが欲しくてたまらなくて……。もうどうしたらいいか自分でも判らなくって……」

			　きちんと想いをぶつけ、きちんと振られれば、踏ん切りがつくかもしれない。立ち直れないほどダメージを受けるだろうが、愚行を重ねた自分には当然の報いと思う。

			「これが、僕の聞いて欲しかった話です。本当に、謝罪にも何もなっていないし、身勝手な告白だけど。うん。言いたいことは全部、言ったつもりです。ごめんなさい。そしてありがとうございます」

			　長い独白だった。義姉が黙って聞いてくれたお陰で、全てを吐き出すことができた。

			　大好きな兄嫁に振られること、非難されることは、どうしようもないほど怖かったが、今は幾分心が軽くなっていた。

			　紗季がどう敬悟を断罪するにしても、あとは甘んじて罰を受けるつもりでいる。はじめから、そのつもりでの告白なのだ。

			　じっと兄嫁の目を見据え、刑の宣告を待った。

			（やっぱり紗季義姉さんはきれいだな……。あの青白い顔は怒っているのだろうなあ……。でも、だからかなぁ、いつもよりも凛としてきれいだ……）

			　兄嫁からの断罪を待ちながら能天気にもそんなことを思っている。他人事ではないのだが、なぜか客観視できている。

			（これで義姉さんとの暮らしも終わりかぁ……。これからどうしようかなあ、アパートとか探さなくちゃなあ……）

			　受験する大学は、優衣と同じ大学と決めている。これだけ乱れた生活をしている割には、どういうわけか成績そのものは順調に伸びているし、まだ半年以上も準備期間があるため、合格ラインに到達できそうだ。

			　もっとも、失恋の痛手で、この先どうなるかは判ったものではないが。

			　いずれにしても、ここを追い出されれば、新たな棲み処が必要だ。

			　当座、金の心配があったが、いざとなれば親に借り、あとから清算する方法もあるだろう。兄貴からも、いくらか出してもらうくらいはしていいはずだ。

			　そんなふうに覚悟を決め、兄嫁からの断罪を待ち受けていた敬悟だったが、けれど、肝心の義姉がなかなか口を開こうとしない。

			「あ、あの……。義姉さん？」

			　痺れを切らし促す言葉を投げかけながら、今一度義姉の眼鏡の奥の瞳を覗くと、何となく様子がおかしいことに気づいた。そこにあるはずの怒りの色がないのだ。むしろ、躊躇いというべきか迷いのような色が窺える。

			「紗季義姉さん……」

			　今一度促すニュアンスを込め、その名を呼んでみる。すると、兄嫁はふぅっと詰めていた息を吐き出し、ようやく何かを決めた表情で、敬悟に向き直った。

			


			２．

			「敬悟くんのお話は判ったわ。それを踏まえた上で、私からも話があるの……」

			　そう切り出した兄嫁の瞳からは、もう先ほどの迷いの色は消え失せている。

			「私も敬悟くんに謝らなくてはならないの。私の迂闊な行動が敬悟くんを苦しめる結果を招いたのだから……」

			「紗季義姉さんが僕に？　何もされた覚えなどないけれど……」

			　意外な兄嫁の言葉に、敬悟は目を丸くして首を振った。本当に、全く思い当たる節などない。

			「あのね。私、敬悟くんが志穂姉さんと、その……。そういう関係になっていたこと知っていたの……。それを知って、私は嫉妬した……。だから、あの日、敬悟くんにキスを……」

			　確かに、あのキスをした日、義姉の様子がおかしかったことは覚えている。何かを思い詰めているかのように、心ここにあらずの様子だった。

			「実はあの日、見てしまったの。用事で志穂姉さんの家に……。そうしたらスリッパが引っかかって半開きになったドアの間から、二人がカラダを重ねている姿を……」

			　言われて、敬悟はハッとした。

			　あの日、敬悟は学校帰りに志穂のマンションに寄り、逢瀬を愉しんでいた。

			「もしかして、見られたの？　僕と志穂さんが、その……」

			　確かに、あの時、互いの性器を舐めあう最中に、インターフォンが鳴った。志穂は、宅配か何かだろうと居留守を決め込んだのだ。

			　紗季は、姉のマンションのセキュリティの解除方法を知っている。一方で敬悟は、未亡人の部屋に入るや否や、彼女に抱き着いたためドアの施錠をしなかった。

			　普段、志穂がいる時間であっただけに、紗季は部屋まで上がってきたのだろう。そこで施錠されていないことに気づき、中に入ってしまったのだ。

			　よく行き来をする姉妹なら、それも何ら不思議はない。志穂だって、紗季の部屋のインターフォンを鳴らすことなく、普通に玄関前まで上がってくるのだ。

			「姉さんの寝室の方から物音が聞こえて……。悪気はなかったのだけれど、その……。驚いたけど、決して不潔な感じはしなかった。むしろ、美しい行為に見えたの……。そうね。美しいと思えたから、余計に嫉妬したのかも……」

			「嫉妬って、何に嫉妬をしたのですか？」

			「姉さんに、敬悟くんを盗られたような気がして……。私に甘いラブメールを送りながら、姉さんとエッチなことをしている敬悟くんにも腹が立ったわ」

			　紗季が嫉妬したということは、つまり少なからず敬悟に想いを寄せてくれているということになる。

			「優衣ちゃんとのことも薄々……。だって、あの子明け透けすぎるから……。だから、敬悟くんの心を留めておきたくて私……」

			　それ故に、唐突に口づけを許してくれたのだ。

			「ごめんなさい。結果的に敬悟くんの想いを弄ぶことに……。若い男の子が年上の女性から誘惑されて見境が付かなくなるのは当然なのに……。私、嫉妬しておきながらまだ踏ん切りがついていなくて……」

			　話が進むにつれ固かった兄嫁の表情が和らいでいく。紗季もまた心中に抱えた鬱屈が澱の様に溜まり、それに苦しんでいたのかもしれない。

			　いつもやわらかな笑顔を降り注いでくれていた兄嫁が、その美貌の下に隠していたストレス。それに気づいてあげられなかった己の迂闊さ。

			　志穂が敬悟に早く大人になるよう促していたのは、相手の痛みを慮る力を養えと教えてくれていたのかもしれない。

			「私ね。紘一さんが浮気していること気づいていたの。それを気づかぬふりして済まそうと……。私の至らなさにも浮気の原因はあったと思う……。けれど、まさか弟の敬悟くんを使ってそんな……」

			　浮気は黙認できても、敬悟を利用しようとしたことが兄嫁には許せないらしい。

			「私たち夫婦の問題に、敬悟くんを巻き込んで欲しくなかった。夫婦の仲がそこまで冷え込んでいることを敬悟くんに知られたこともショックで……」

			　紗季の立場は、敬悟が思っていたよりもずっと複雑なのかもしれない。

			　周囲の反対を押し切り学生結婚したこともあるのだろう。互いの両親に少なからず負担をかけたのだから当然だ。

			　結婚してすぐに紗季が翻訳の仕事をはじめたのも、一つには経済的負担を少しでも軽減しようという思いがあったからかもしれない。

			　紗季が兄の浮気を黙認しようとしたのも、身内への気兼ねのようなものが含まれていたのだろう。

			　嫉妬のあまりキスを許してくれても、そのまま勢いに流されることなく、敬悟を受け入れようとしなかったのは、あるいはそんなのっぴきならない立場というものがあったからかもしれない。

			　兄の紘一と夫婦仲が冷えているからといって、弟の敬悟と結ばれるなど、それこそ身内が何を言うか判らない。

			　能天気な兄は、兄嫁と義弟との不倫などありがちな設定と笑った。けれど、いざそれが現実となると、しかも一方が高校生だなどと世間に知れたらどうなるものか。

			　理知的な義姉のことだから、親族ですら後ろ指をさすようなスキャンダルから敬悟を守りたいと考えるだろう。

			　あの時、咄嗟にそこまでは考えが至らなかったにしても、無意識のうちにそういうブレーキが働いたのかもしれない。

			　紗季とはそういう人なのだ。

			　ようやく敬悟は、大人の目線がどのようなものであるか判った気がした。と同時に、少なからず兄嫁が自分のことを想ってくれていることに、確信が持てた。

			「紗季義姉さんの置かれている立場が、とても複雑になることは僕にも判ります。でも、だからこそ、僕は義姉さんを恋人にしたい。義姉さんと結婚したい！　あんな兄貴から義姉さんを取り上げてでも、僕のものにしたい。だから僕と結婚してください。すぐには無理なら結婚を前提にお付き合いしてください」

			　迸る情熱。熱烈な想いが胸いっぱいに広がり、満々に膨れ上がる。けれど、その言葉は、その場の思い付きや情緒に流されてのものではない。ずっと考えてきた飾らぬ想いを求愛の言葉に変えただけだ。

			「僕はずっと義姉さんと暮らしたい。男として、大好きな人を守りたい。僕ではダメですか？　まだ僕は、義姉さんから見て、ただの子供でしかありませんか？」

			「そ、そんなことはないわ……。正直に言うと、敬悟くんからの甘いメールうれしかった。子供のころからずっと私のこと熱い視線で追いかけてくれているのも気づいていたわ。でも、私は敬悟くんの義理のお姉さんで……。ずっと自分にそう言い聞かせて来たから……」

			「僕は義姉さんにこうして告白するまで八年かかりました。そんな僕に義姉さんの答えを急かす資格などありません。義姉さんがきちんと気持ちを確かめて答えを出すまで、いつまでも待ちます。けれど、ただ待つつもりもありません。絶対に僕は、紗季義姉さんを堕として見せます」

			　宣言した敬悟は、ゆっくりと椅子から立ち上がり、兄嫁の側へと歩み寄った。

			　義姉は、敬悟が何をしようとしているのか判っているかのように、赤いセルフレームの眼鏡の奥から真っ直ぐにこちらを見つめている。

			　いつもの優柔不断をぐっと胸の奥にしまい込み、敬悟はそっと屈み込んで兄嫁をやさしく抱きしめた。

			　何者からも彼女を守ると決意した抱擁。込み上げる愛情と思いやりを両腕に込め、やさしくその背中を擦る。

			


			３．

			「敬悟くん……」

			　深い安堵と恋慕が伝わるように、薄い背中をぽんぽんと擦りながら、美貌に顔を近づけていく。

			「えっ？　んっ、んふぅ」

			　片手をそっと小さな頭に添え、朱唇を引き寄せての口づけ。先日の兄嫁との口づけは、ほとんど頭の中が真っ白になり、何をしているのかも判らない状態に陥ったが、今回はそんなことにならぬよう頭の片隅に冷静な自分を置いておく。

			「これからずっと、紗季義姉さんが僕に振り向いてくれるよう努力します。僕から離れられなくなるように……。結婚したいと思うようになるまで」

			「そ、んな……ん、ふ……ちゅっ、ちゅちゅ」

			　熱い想いを乗せた舌をつるんと兄嫁の唇の間に割り込ませ、白い歯列を舐めていく。

			　甘美な唾液、ふるんとした唇のやわらかさ、つるつるとした歯の硬質な感触が、兄嫁と口づけしている実感を味わわせてくれる。

			「むふん。あん、け、敬悟くんと二度目のキスをしている……。んふぅ……。あぁ、こんな思い切った行動を敬悟くんにさせるなんて……」

			　敬悟を幼いころから知る兄嫁には、これほど大胆な行動を取る敬悟に驚いているようだ。それこそがどんなことをしてでも兄嫁を恋人にしたいとの熱い思いであり、それも十二分に伝わっているからこその驚きだろう。

			　義姉がやめさせようと思えば、いつでもできるはずなのに、そうしようとしない。不意打ちのような口づけであったが、先日の敬悟のような粗暴さは微塵もない。頭部に添えた手は、ソフトさを心掛け、嫌がられればすぐにでも退く用意はできている。なのに、兄嫁は甘い口づけを受け入れ、振りほどこうとする意志を微塵も見せない。

			「ん、うふっ……あむっ……あはぁ、とても甘いキス……んふぅ……カラダが蕩かされてしまう……あむぅ……けい、ご、く……ん、ふ」

			　螺旋を描き兄嫁の舌を巻き取って存分に絡めあう。くちゅくちゅと甘い水音をわざと立たせることも忘れない。卑猥な濁音が、感情を昂らせるエッセンスとなることを学んでいるからだ。

			　敬悟は舌を器用に操り、兄嫁の舌に蔦のように絡め、やわらかく吸い上げる。紗季を強く欲していると、無言のうちに伝えるのだ。

			「あはぁ……うむぅ……。敬悟くん、なんてキスが上手なの……」

			　ついては離れ、息苦しさに深呼吸しては、また触れる。

			　繰り返される熱いキスに、兄嫁の赤いセルフレームのレンズが白く曇った。

			「義姉さんを寝取るために、志穂さんと優衣ちゃんに教わりました」

			「やだ、もう。あの二人は何をしているのよ。敬悟くんは高校生なのにぃ……あふん……むふぅ」

			　兄嫁は本気で憤っているわけではなく、唇を愛玩される羞恥を誤魔化そうとしているのだ。一回り近く年下の少年にキスでリードされ、年上のおんなとしての矜持も失われ、羞恥の業火に炙られている。

			「とても素敵です。紗季義姉さんの唇って、色も容もものすごくきれいで……。ふっくらしていてやわらかだし……。それに舌なんてびっくりするほど甘くて……。あぁ、いつまでもこうして味わっていたい」

			「そんな、こと……ん」

			　腰にまで流れる漆黒のストレートヘアに、うっとりと手指を挿し入れ繊細に梳る。さらさらと清水のように流れる極上の髪質に、手指性感が刺激された。

			「こんなに艶々の黒髪。髪の毛までが官能的に男を奮い立たせるのですね……」

			　興奮に任せ舌を先ほどよりも淫らに絡めつけ、舌腹同士を擦り合わせる。自らの唾液を兄嫁の口の中に流し込み攪拌した。

			「あぁ、敬悟くん……あふん、ぶちゅるるる」

			　愛に満ちたキスで、兄嫁が我慢できなくなるよう、エロティックな気分にさせるように、舌遣いを忙しくさせる。

			　労は正しく報いられ、兄嫁の舌も敬悟を求めはじめる。時折、愛らしい小鼻から漏れるおんなの艶息と性愛にはじける水音が、静かなリビングに響き渡る。

			「こんなに美人で可愛い義姉さんを抱きしめて、たっぷりとキスしている。あぁ、僕、今最高にしあわせです」

			　熱烈なキスの雨に兄嫁はほだされ、純粋な敬悟の悦びにも感化され、その瞳を潤ませている。激しい愛欲を感じるのか、むっちりとした太ももをこっそり擦り合わせるのを敬悟は横目で確認した。

			「あふぅ……あの人から……紘一さんからも、こんな愛の言葉、囁かれたことなかった……。あぁん、どうすればいいの……。私、敬悟くんを受け入れたくなっている」

			　ほつれた朱唇からうれしい本音が零れ落ちたのを機に、敬悟はおんなの太ももに掌を運んだ。

			　椅子に腰を落としていた女体がびくんと震える。

			「あっ、や……敬悟くん、そこは、あんっ」

			「紗季義姉さんの脚、あれほどきれいなのに、いつも長いスカートばかり履いて、もったいないですよ」

			　ヨガの時に垣間見た男殺しの脚線美を思い浮かべ、敬悟はその足を擦っていく。

			「ああん、敬悟くん、や、ぁ……ダメよ……。ああん、ダメなのにぃ」

			　ほこほこの太ももに後ろ髪をひかれながらも、そこは後からのお楽しみに残すことにし、濃紺のロングスカートをゆっくりとたくし上げる。

			　けれど、キスと同様に、義姉が本気で拒絶したら、すぐに手は放すつもりだ。同時に、振りほどかれないからといって、やさしさを忘れはしない。頭の隅で、やさしく、焦らず、ソフトにと常に唱える効果が表れていた。

			


			４．

			「きれいだ……。紗季義姉さんの脚、溜息が出そうなほどきれいだぁ……」

			　ふくらはぎから膝頭が覗き、そのまま股下数センチの太ももまで露にさせて、敬悟は思わずつぶやいた。

			　辛うじてパンティまでは見えないが、ナチュラルベージュのパンティストッキングに覆われた媚脚の全容が晒されている。

			　初夏の熱に籠っていたスカートの内側の熱気が、濃厚な牝フェロモンとなって敬悟の鼻先をくすぐった。

			　ごくりと喉を鳴らして生唾を呑むほど扇情的な眺め。双眸に欲情の焔を乗せ、熱く視姦してしまう。

			「あぁん。敬悟くん、視線が熱すぎる……。私の脚を見て興奮しているのね」

			　強烈なまでに色欲の込められた視線を浴びて、紗季のおんなが刺激されたのだろう。ぶるぶるっとわななくように女体が震えた。兄嫁のおんなの矜持が、自分のカラダを好きなだけ眺めて欲しいと訴えたのだ。

			「あぁ、どうしよう……。私のカラダが敬悟くんに見て欲しいと言っているの」

			「見るだけじゃ嫌です。触りたい！　いや、むしゃぶりつきたい！」

			　その欲望の言葉そのままに、敬悟は掌をそっと太ももに運んだ。先ほどのスカート越しとはまるで違った触り心地。ほとんど人肌の感触に近い。さらさらとした独特の触り心地は、癖になりそうなほどフェチ心を刺激してくる。

			「あっ、ん……ふ、あっ」

			　内ももを羽根に見立てた指先で、滑らかに滑らせる。触れるか触れないかほどの繊細なタッチ。途端に、美脚がびくんと艶めかしく揺れた。

			「ああん、エッチな手つき……。こんなことまで志穂姉さんに教わったの？　それとも優衣ちゃんにかしら……。敬悟くんのバカ……。昔から私を好きだって言ってくれたのに……」

			　可愛い悋気を見せる兄嫁に、敬悟は驚きを禁じ得ない。理知的な義姉に、こんな一面があろうとは。思えば、焼きもち焼きは妹の優衣も同じで、志穂さえも時折、見せる。ならば、これは姉妹の家系的な相似であろうか。

			　にしても、相変わらず敬悟への恋慕は、きちんと言葉にしてくれず、その癖、実の姉妹に嫉妬してみせるなど、矛盾も甚だしい。けれど、それがおんな心というものと、すでに敬悟は心得ているから、それを噯尾にも出さない。

			「紗季義姉さんのカラダっていい匂いがしますね。甘くて、やさしい匂いで、なのにすごくエッチな匂い！」

			「ああん。ダメよ。敬悟くん……。おんなの匂いを嗅ぐだなんて……マナー違反……そんなに嗅いじゃダメ。あんっ」

			　首筋に鼻を擦りつけ、憧れの兄嫁の香りを明け透けに堪能していく。これまでずっとできなかったこと、ずっと我慢し続けたことをこの機とばかりに、大胆に実行する。

			　土を掘り返すように肌を愛撫する鼻筋に、ひゅっと首が引っ込められる。まるで仔犬にじゃれつかれているようにくすぐったいのだろう。

			　匂いをやたらに嗅ぎまわすのは、牝を求める本能的衝動かもしれない。匂いでも、兄嫁のカラダを味わっているのだ。それを察知しているからこそ紗季は恥じらっているのだろう。

			　敬悟くらいの年頃が、一番性欲過多であることを淑やかな兄嫁であっても知っているはず。成熟したおんなであり憧れ続けた義姉が、太ももを露にして、その媚脚の間に敬悟を挟んでいるのだ。ガチガチに硬直した肉塊が、やわらかな太ももに幾度も擦れている。

			　それでも兄嫁は、眼鏡の奥の瞳を恥ずかしそうに俯けるばかりで、相変わらず逃れようとしない。それをいいことに敬悟は、さらに大胆に手指を太ももより先へと遡行させた。

			「あっ……」

			　発せられた短い悲鳴は、鼠蹊に指先が及んだ瞬間だった。パンティストッキング越しに、兄嫁の股座を包み込む薄布がわずかに捩れた。

			「紗季義姉さんの着けているパンティ……。これもセクシーですね」

			　清楚な兄嫁らしい純白のパンティ。特別な下着ではなく、普段使いのものであるだけに、かえって艶めかしく感じられる。

			　最近では女性の下着をパンツとかショーツと呼ぶことは知っている。知りながらあえてパンティと呼ぶのは、その方が淫靡な響きに聞こえるからだ。

			「こ、これもって……。私の他の下着姿を知っているの？」

			　やはり敬悟は、ひどく昂っているらしい。脳裏に焼き付けたあの写真の中のセクシーな下着と比較し、思わず声にしていたのだ。甘い官能に女体を包まれていても、なお聡明な兄嫁に聞き咎められた。

			「あ、そ、それは……。それもごめんなさい。実は、義姉さんのセクシーな写真を……。デジカメに入っていたＳＤカードの中に見つけて……その……」

			　赤いセルフレーム越しに、じっと見つめられれば、敬悟は正直に白状するしかない。

			　途端に、兄嫁の美貌は耳まで赤く染められた。

			「み、見ちゃったの？　いやだ、もう！　紘一さんに、あれほどデータを消去するよう念を押したのにぃ！」

			　美貌を左右に振って恥じらう兄嫁はひどく可愛い。

			「あの。本当にごめんなさい。でも、義姉さん、とってもきれいでした。グラビアモデルだって敵わないほど美しくて……。それにすごく……エロかったです！」

			　凄まじい羞恥に一気に乱れた兄嫁の脈拍が、腕の中から伝わる気がした。それを慰めるつもりのセリフが、どこをどう間違えたのか〝エロい〟などと口走っている。

			「いやん。エロいなんて、恥ずかしいわ……」

			「そんなに恥ずかしがらないでください……。僕、あの写真に、ものすごく胸がときめきました。特に、黒い下着姿と、あの……赤いエッチな下着姿が……。何度オナニーしても興奮が覚めないくらいに……」

			　エロいと本音を白状したついでに、自慰まで白状する。義姉だけに恥ずかしい思いをさせるのではなく、自分も恥を晒した方がいいのだと思ったからだ。

			「オナニーしちゃったの？　私の恥ずかしい下着姿で？　興奮してくれたのね……」

			　羞恥の表情は消えないものの、眼鏡の奥の瞳が淫情に潤んだように見える。そう言えば、志穂が兄嫁にはマゾの気があることを指摘していた。

			「はい。興奮しました。エロい紗季義姉さんの姿をおかずに……。ブラジャーのカップもパンティの底も割れていて……。そこから覗ける義姉さんの乳首やおま〇こを舐めている自分を妄想しながら……」

			「ああ、本当に見てしまったのね……。私の乳首も、いやらしいあそこも……。みんな敬悟くんに……」

			　未曽有の羞恥に身悶えする兄嫁の両膝を敬悟は手で掴み、左右に大きく開脚する。

			「義姉さんのエロい魅力、僕にナマで見せてください」

			「あっ、そ、そんな……あぁ…ナマでなんて……敬悟くん……ダ、メ……」

			　戸惑いを見せることはあっても、全く義姉は敬悟を拒もうとしない。

			　卑猥な開脚に股をくつろげられようとも、白いパンティ越しに恥丘の輪郭が浮かび上がっていても、紗季はされるがままでいてくれる。

			「ああ、紗季義姉さん、もしかして濡れているのですか？　パンティにシミが……」

			　居間の灯りに照らされた白いショーツは、敬悟の指摘通り、黒い濡れシミを目立たせている。

			　濡れているからといって、必ずしも気持ちよくなっているわけではないとかつて志穂は教えてくれた。けれど、この濡れシミは、明らかに義姉の発情の証し。少なくとも、羞恥と期待に女体が反応してしまっていることは間違いない。

			「やぁ……敬悟くん、そんな辱めるようなこと……言わないで」

			　力なく美貌が左右に振られる。けれど、相変わらず兄嫁は、その股座を閉じようとしない。まるで敬悟の目に晒されることを悦んでいるかのように。そればかりではなく、そこを触られることを待ちわびているかのようにさえ映る。

			　ならばとばかりに敬悟は、その身体を素早く床に滑り落とし、椅子に座る兄嫁の股間に頭を運んだ。

			「えっ？　ああ、やぁ、ダメよ敬悟くん、そ、そんなところ嗅がないで」

			　クロッチの目と鼻の先で、敬悟はふごふごと鼻を鳴らす。揮発した蜜汁の香しい匂いを肺いっぱいに吸い込んだ。

			「あ、あん……。ダメっ……敬悟くんの荒い鼻息がかかって……」

			　むっちりとした太ももがびくんと艶めかしく震える。口ではダメと言いながら、もっと敬悟に匂いをかぎ取って欲しいとばかりに、兄嫁は軽く腰を浮かせてくる。

			「ああ、甘酸っぱくていい匂いです……。それじゃあ、次は義姉さんの味を確かめさせてくださいね」

			「私の味って……あうっ、あはぁ……ダ、ダメっ、それは……あぁっ、やぁ、んんっ！」

			　すかさずパンティとパンストの上から兄嫁の秘裂を狙い、唇を被せた。舌に化繊の網目が引っかかるのも気に留めず、ストッキングを濡らしクロッチ部を愛撫する。

			「おおっ！　義姉さんの蜜、パンティの薄い布では吸いきれなくて、ストッキングにも沁みてます……レロレロン……。こんなに濡らしていたのですね……。ぢゅちゅちゅる……。エッチでいやらしい蜜の味……。あぁ、癖になりそう！」

			　キスの時同様、わざと卑猥な水音を響かせ、兄嫁の愛液を舐め啜る。酸味と塩辛さの中に、甘い成分が感じられるのは、紗季の甘い体臭がそう錯覚させるものか。

			「あぁん、敬悟くん、こんなのダメよ。汚いわ……。私、シャワーも浴びていないカラダを……。汚れたあそこをこんなふうに舐められるなんて……」

			　義姉が身を捩るのは、恥辱にその身を焼かれているからばかりではない。明らかに女体に生じる喜悦に身悶えているのだ。

			「あん、あっ、ああん。私、舐められている……。敬悟くんに、恥ずかしいところを……。なのに、こんなに感じてしまって……あぁ、恥ずかしすぎるわ」

			　執拗に舌が及ぶたび、濃密な恥液の香りが、むわっと媚裂から立ち昇る。その悩ましすぎる反応に、敬悟は夢中で舌と唇を這いまわらせる。媚脚を開かせていた手を蜂腰に回し、センターシームに唇をぐいぐいと押し付けた。

			　おんなはやさしく扱うものと、志穂や優衣に仕込まれてきたが、下着の残された女陰であれば、多少強引に激しくしても大丈夫なはずと踏んでの狼藉だ。

			「あはん……ううっ……け、敬悟くぅん……。そんなに夢中でしてくれるのね……。一日中履いていたショーツなのに……あはん……敬悟くん、全然いやそうじゃない……とっても、しあわせそうにクンニしてくれる……あっ、ああぁ～～っ！」

			　兄嫁の艶声に心震わせ、一心不乱に下着ごと女淫を口に含む。

			「そんなに私のあそこを舐めたいの？　そんなに私の愛液が美味しいの？」

			　丹念に蜜液を味わいつくす敬悟の頭に、白魚のような手指が挿し込まれ、愛しげに掻きまわしてくれる。

			「美味ひいでふ……ぢゅるる……もっと、義姉さんの美味ひい蜜を……呑みたいでふ……ぶぢゅるるるっ！」

			　敬悟の手指は、しきりに紗季の内もものやわらかい部分を弄り続けている。もぐもぐと忙しく蠢かせていた上唇が、濡れ下着の下、小さな突起物を探り当てた。

			　押し付けられた唇と薄布に擦られ、姫核が妖しくも勃起してしまったらしい。

			（ああ、紗季義姉さんがクリトリスを勃起させている。あの義姉さんが……）

			　あれほど理知的で、清楚であったはずの兄嫁が、ふしだらにも女核をしこらせている。その事実に、半ば信じられない思いながら敬悟は途方もない興奮に包まれた。

			　ならば、そこを責めぬ手はない。

			　敬悟はその小さなしこりのあたりを窄めた唇で覆い、尖らせた舌先でその頭をツンとツンと軽く弄った。

			「きゃうっ！　あっ、あっ、あぁ、そこはダメっ……そんなところ突かれたら……きゃうぅぅっ……敬悟くん、あっ、あはぁ……」

			　明らかな牝反応に、嬉々として舌先を蠢かせる。明らかな突起を下着ごとレロレロとなぎ倒しては、強く吸い付いた。

			「ここを突かれると……ぢゅちゅちゅっ……義姉さんは、どうなってしまうのれすか？　レロレロン、ぢゅちゅちゅるっ！」

			　おんなの歓びを追い、懸命に的確で淫蕩な蜜戯を繰り出していく。その甲斐あってか、ピュアベージュに包まれたあだっぽい蜂腰が、隠しようもないまでにぷるぷると悶えだしている。子宮がジンと痺れるのだろう。辛うじて床に着いていた足先が、キュッと爪先立ちになり踵が弧を描く。

			　背もたれに付いていた背筋が、ぎゅんと弓なりになり、艶やかな黒髪をおどろに振っている。

			「あぁ、イクのですね。ぢゅちゅちゅるるる……。いいですよ。僕のクンニで、遠慮なくイッてください。エクスタシーに昇り詰める義姉さんを、僕がちゃんと見ていますから……ぢゅぶちゅ、ぢゅる、ぢゅるぢゅるぢゅるーっ！」

			　下腹部に顕れた変化で、兄嫁が気をやると見てとった。経験によって正しく予見した通り、紗季は悦楽の大波に呑み込まれていくのだ。

			「ダメっ、敬悟くん、私もう……。ああ、イクっ、イク、イク、ねえ、イクの……あっ、あっ、ああああああああぁぁぁぁ～～っ！」

			　法悦の瞬間が訪れた義姉は、ぴんと四肢を緊張させ、ぎゅんと背筋を弓なりにのけ反らせてイキ極めた。

			　義弟の手前、よほど、イクのを我慢していたのだろう。その分だけ決壊も激しく、凄まじい絶頂に呑み込まれたようだ。

			　子宮奥から搾りだされた本気の蜜がどぷりと牝口から多量に吹き零れ、飛沫が敬悟の口や目に入った。恥潮を吹いたといっていいほどのはしたないイキ様に、敬悟は驚きつつも、うっとりとその艶貌を眺めた。

			「カラダが気怠く蕩けちゃう……。ああ、恥ずかしいのに、気持ちいいっ……。いいえ、恥ずかしいのが気持ちいいわ……」

			　息を乱しながら、子宮を歓喜の涙で潤ませる兄嫁。甘く淫蕩な余韻に身を浸しながら、愛される悦びに心まで震わせている。

			「紗季義姉さんのイキ貌、ものすごくエロいです。なのに、ものすごく上品で、きれいだぁ……」

			　なかなか引かぬ絶頂に太ももをヒクヒクさせながら濡れた瞳で、熱く敬悟を見つめてくれている。

			　憧れ続けた兄嫁をアクメさせた満足に浸りながら、一方で痛いまでに股間が疼いている。紗季が欲しいと、兄嫁を今すぐ抱きたいと、膨らんだ肉勃起が切なく訴える。その猛々しい股間に、義姉の視線も張り付いている。おんなを貫く準備をすっかり整えた精力に、すっかりほだされた紗季が、そっと敬悟の手を握りしめた。

			「敬悟くん……。私、敬悟くんに抱かれるのね……」

			　抱いて欲しいでもなければ、抱かれたいでもない。抱かれるのねと断定され、敬悟は返答に窮した。

			　抱きたいのはやまやまであり、股間は抱いてしまえと疼き訴えている。けれど、敬悟の理性は、やせ我慢してでもここは紳士然と振舞うべきと教えている。

			　義姉の返答をいつまでも待つと決めたのだから、性急に求めるべきではないと考えたのだ。

			「紗季義姉さんがイッてくれて、うれしかったです。でも、義姉さんの気持ちが定まらないうちにセックスしてしまったら、また僕は流されて、ずるずるとその関係を引きずるでしょう。だから、今は我慢します。もう義姉さんを苦しめたり、傷つけたりするのは御免だから……」

			　死ぬほどつらいやせ我慢。けれど、男たるものと、きっぱり言い切った。

			「と、言うことで、僕、ちょっとこのままだとあれなので……」

			　凄まじく沸き立つ性欲を抑えるには、自慰をするしかない。そのために部屋に引き取ろうと、そそくさと兄嫁に背を向けた。多少の格好の悪さは致し方ない。

			　けれど、踵を返した敬悟の腕を、慌てたように立ち上がり兄嫁が掴んだ。

			「ああん。待って。そんなことを言われたら、イッたばかりの子宮がキュンって啼いちゃう……。でも、敬悟くん、ごめんね。私はまだ敬悟くんの兄嫁だから、結婚して欲しいとプロポーズされても、すぐには応えられないの。判るでしょう？」

			「それなら大丈夫。僕、いつまでも待ちますから……」

			　けれど、そう答えても紗季は一向に拘束を緩めてくれず、逆に自らのカラダを敬悟に寄せてくる。まるで、敬悟の腕を自らの双の乳房に擦りつけるようにさえしている。

			　お陰で、ますます分身は昂り、やるせない疼きは増す一方だ。

			「あの……だから、今はまずいです。僕、部屋で抜かなくちゃ、このままでは義姉さんをまた押し倒してしまいそうで……」

			「だったら押し倒して……。すぐには、敬悟くんの妻になることはできないわ。でも、敬悟くんの恋人にならなれると思うの。それは今すぐにでも……」

			「え、紗季義姉さんそれって……」

			　驚きに振り返ると、兄嫁は美貌をしゅんしゅんと蒸されたかの如く赤くさせ、照れたような微笑を注いでくれている。

			「私を妻にしたいのなら、その前に……。互いの相性を知るために、こ、婚前交渉を……」

			「ほ、本当に？　いいのですか？」

			　信じられない気持ちで聞き返す敬悟に、上気した美貌がこくりと頷いてくれた。

			「正直に白状すると、志穂姉さんと優衣ちゃんからメールが届いていたの。敬悟くんの気持ちに応えたらって……。素直になりなさいって……。だから、私、素直になってみるわ」

			　兄嫁の意図を察した敬悟は、小躍りせんばかりに喝采を上げ、力強く女体を抱きしめた。

			「あん。ねえ、焦らすつもりはないけれど、少しだけ待って。ここではなくて、ベッドに行きましょう……。せっかく敬悟くんと結ばれるなら……」

			　大きく分身を膨らませ今にも押し倒そうとする敬悟を、そっと留まらせた兄嫁は、やさしくその手を取り、寝室へと迎え入れてくれるのだった。

			


			５．

			「これからは、私を義姉さんとは呼ばないで……。だって私は、敬悟くんの恋人になるのだから……」

			　ようやくたどり着いた兄嫁の寝室。憧れ続け、恋い焦がれ続けた義姉が、これから敬悟に抱かれようとダブルベッドの上、しどけなく横たわっている。

			　その眩い肢体には、敬悟のリクエストで、あの黒い下着が着けられていた。

			　人一倍色白の兄嫁をひときわ美しく彩る黒い下着は、画像で見るより一段も二段もその美を強調させている。

			「ああん。恥ずかしいから、そんなに見ないで……」

			　赤いセルフレームの中、細められた大きな瞳は、淫情に潤んでいる。

			　ベッドに入り、眼鏡を外そうとした紗季に、あえて敬悟はそのままでいてくれるように頼んだ。

			「眼鏡をしている方が、紗季さんらしいし、なんか萌えるんです」

			　眼鏡フェチではないつもりだが、理知的な美を添えるその赤いセルフレームをした義姉が敬悟は好きなのだ。

			「それにほら、家庭教師を犯しているってシチュエーションもそそるので！」

			　紗季の教師としての優秀さを十分知っている敬悟。自分に女教師を征服する性的嗜好があるのは、あるいはこの義姉の面影を重ねていたものかとも自覚している。

			「いいわよ。それが敬悟くんのお望みなら……」

			　年上らしく、快く敬悟のリクエストに応えてくれる。新たな恋人の好みに少しでも合わせたい女心が働いているのかもしれない。

			「じゃあ、僕の好きに身を任せてもらってもいい？　たっぷりと義姉さんを……じゃなかった、紗季さんを可愛がるからね」

			　呼び方ばかりかその口調も変えて、兄嫁との恋人気分を高めていく。

			　敬悟もすでにパンツ一枚になり、性愛の準備は整っている。

			「たっぷりと僕のちんぽを味わわせて、紗季さんに僕のちんぽ中毒になってもらうからね！」

			　込み上げる熱い想い。長い間抑えつけてきた想いが、ついに解放され爆轟する。

			　横たえられた女体に上から覆いかぶさるようにして、ぎゅっと抱きしめた。

			「あんっ！」

			「紗季さん……。好きだ！」

			　抱きすくめた女体の確かな温もり。清楚な美貌どころか首筋やデコルテラインまで、赤くさせた紗季に、未だ彼女の女体がアクメ余韻に火照っていることに気づいた。

			「紗季さんをしあわせにするために、僕のちんぽの虜にさせるよ！　一生、離れられなくしちゃうからね」

			　敬悟は、ここぞとばかりに淫靡な言葉を交え、再び熱くプロポーズした。

			「こんなに自信家の敬悟くん、初めて見たわ……。してください。私を敬悟くんの……。いいえ、あなたのお、おちんぽ中毒に……紗季をあなたのものに……」

			　敬悟に感化され、紗季もまた昂りを禁じ得ずにいるようだ。

			　語尾を震わせ、眼鏡の奥の瞳には涙の雫を浮かべている。

			　自らハードルを上げたことは否めないが、誰よりも紗季を大切にしたいのは、自分との自負がある。

			　課された課題は、再び紗季を絶頂へと導くこと。男としての雄々しさを示し、紗季の心とカラダを満足へと押し上げることだ。

			　ならば、これまでに学んだスキルを存分に発揮し、有り余る情熱ごとこの兄嫁にぶつかるしか術はない。

			（男として僕を認めさせる。それには紗季さんがイクまで、僕が射精かなければいいだけだ……！）

			　敬悟は上体を起こし、自らパンツを脱ぎ捨て、兄嫁の蕩けるおんな振りをあらためてまじまじと視姦した。

			　紗季の視線も、ぶるんと空気を震わせて飛び出した敬悟の分身に張り付いている。

			「ああ、あなた、そんなに逞しいのですね……」

			　ペニスを褒められると単純にうれしい。それが愛しい相手からの褒め言葉なのだからなおさらだ。照れくさくはあったが、敬悟は猛り狂う肉柱を掌でひと擦りして、自らをさらに奮い立たせた。

			「紗季さん……」

			　その名を呼びながら、今度は魅惑の女体の脇に寝そべった。

			　やさしく義姉を抱き寄せ、手をその股間へと伸ばし、黒い下着のクロッチ部をすっと撫であげる。ぴくんと薄い肩が震えた。兄嫁の初心な反応の一つ一つが、敬悟の激情を揺さぶる。

			　漆黒の下着は、高級品らしくその手触りたるや人肌と変わらないほど。

			「んんっ、あうっ、んんっ……」

			　ふっくらと盛り上がった肉土手をやわらかく揉んでは、時折内ももにも触り、緩急をつける。

			　じとっと指先に湿り気を覚えたのは、またしても兄嫁が濡れシミを作っているからだ。すでに十分以上に潤っている恥裂に、薄布をめり込ませるように指先で圧迫する。

			「んんっ、くひっ……。あ、あん……ぅふんっ、んっく……」

			　幾度絶頂に押し上げられようとも、いつまでもおんなの嗜みを捨てようとしない紗季だから、少し落ち着けば漏れだす喘ぎも控えめなものに戻ってしまう。それでも、柳眉を八の字に寄せ、下唇を噛みしめる表情は、十分以上に官能的で悩ましい。

			「紗季さん、感じる？　もっと淫らに感じて見せて！」

			　敬悟は暗示を吹き込むように囁きながら、薄布の濡れシミのあたりに円を描きあやしていく。薄布の邪魔を考慮に入れて、少し強めに弄ぶ。

			「はんっ……あふっ、っく……ふむぅ、ううっ……んぐぐくふぅ……」

			　危うく漏れだしそうな艶声を喉奥に押し戻すかのように、鉤状に曲げた人差し指を唇で噛みしめる兄嫁。強情な貞淑さを好ましく思いながら、敬悟は股間のクロッチ部をめくりあげた。

			「紗季さん、このまま挿入れちゃうね……」

			　もじつかせていた蜂腰が、ハッとしたように止まった。

			　セルフレームの奥で切れ長の眼がうっすらと開き、兄嫁が蕩けた表情で頷いた。

			　じっと視線を搦め合う二人。敬悟は無言のまま、その美脚の間に自らの腰を運んだ。

			　扇情的な黒い下着のクロッチ部を指でめくりあげたまま、ぬちょっとした純ピンクの入り口粘膜を切っ先に擦りつける。滑る秘口が、肉エラに引き攣れひし形に歪んだ。

			　ぞぞぞぞぞっと、肉花びらのすがりつくまま、裏筋で秘唇をしこたま擦った。

			「ああああぁぁんっ！」

			　意図して水平に擦りつけたのは、肉幹に潤滑油をまぶすためだ。けれど、敏感な表面を予期せぬ形で擦られた兄嫁は、ひどく艶めいた喘ぎを漏らした。

			「もうっ！　あなたぁ。お願いですから焦らさずに来てくださいっ！」

			　甘く腰を蕩かしながら紗季のしなやかな手指が、敬悟の分身に添えられた。憧れの兄嫁自らが迎え挿入いれてくれるのだ。

			「紗季さんっ！」

			　しっとりした手指に導かれ、ただ腰部を前に突き出すだけで挿入が開始された。

			　膣口をにゅるんと亀頭部で梳りながら嵌入すると、温かさとヌメりがたまらない具合のよさで、一気に押し寄せる。

			　互いの粘膜が熱く溶け合い、文字通り一つになっていく。相変わらず義姉が肉竿の根元を握りしめ行く末を定めるのに従い、ずぶずぶずぶっと押し進めていく。想像以上に窮屈な膣管を肉の蛮刀で切り裂くような感覚だ。

			「んんんんっ！　挿入ってくる、挿入ってきちゃう。あなたのおちんちんが、私のなかにぃ～～……っ！」

			　半ばうろたえるような声を上げたのは、膣孔が逸物に膨満するのを自覚するからだろう。

			「んんんんん～～っ！」

			　兄嫁の呻きは、そのまま女体のわななきへと変化する。極上の膣道が、ぬちゅ、ぬちゅっと淫靡な濡れ音を響かせて、さらなるぬかるみへと変わっていく。

			　艶めかしい喘ぎに脳髄まで蕩けさせ、敬悟はずるずるずるっと腰を進めた。

			　成熟したやわ襞が熱烈歓迎とばかりにまとわりつき、さらに奥へと誘ってくれる。

			　その義姉の表情といえばどうだろう。目元を上気させ、潤んだ双眸でじっとりと見つめてくるのだ。それはまさしく愛する男と初めての夜を迎えるおんなの貌であり、期待と不安、そして羞恥に満ちた艶貌なのだ。

			「ああ、紗季さんが、そんなに色っぽいエロ貌をするなんて！」

			　淫情を煽られた敬悟は、くいっと腰を押し付けた。

			　おんなが気持ちいいのは浅瀬への挿入であり、奥までは苦しいばかりであまり好まれないと教わっていても、付け根まで全て濡れた媚肉に呑み込ませたい。

			　それこそが兄嫁を征服する欲求に相違ないのだ。

			「ぐふううううっ。ああ、紗季さん！　最高のエロま〇こだっ!!　深くて、やわらかくて、そのクセ、締め付けがきつくて超気持ちいいっ！」

			　敬悟は深々と兄嫁を挿し貫いて、あらためて横たわる紗季を見下ろし、感嘆のつぶやきを漏らした。

			　兄の紘一が、「紗季のま〇こは最高だぞ」と嘯いていた意味がようやく実感できた。

			　そこには憧れの年上美女に挿入できた精神的満足もあるだろう。けれど、それ以上に、純粋にその女陰が名器である上に、紗季というおんなが極上なのだ。

			　けれど、未だなお露にしていない場所が一つある。

			「紗季さん、これも脱がせるね」

			　ずっと愉しみに、先延ばしにしていた魅惑のふくらみとの対面。

			　ベッドマットを沈ませて、その背筋についた小さなホックを器用に外し、その求めて止まないまろやかな肉房を露出させた。

			　ブラジャーに支えられ官能的な谷間を形成していたふくらみが、ふるんと大きく揺れながら左右に流れる。それでもその大半は、ハリのある肌が、挑発的な鳩胸に留まらせた。

			「ああ、紗季さんのおっぱい……」

			　続くべき「きれい」とか「美しい」とかの称える言葉が出てこない。言葉にならないほど、その美しさに敬悟は感動したのだ。

			　これだけは紗季には秘密にしているが夫婦の交わりを覗き見ている。その際に、このふくらみも視姦している。デジタルカメラの画像も穴が開くほどガン見した。

			　にもかかわらず、この乳房の美しさたるや、敬悟に言葉を失わせるどころか、涙ぐませてしまうほどなのだ。

			「ああん。恥ずかしいから、そんなに見ないでください……。私のおっぱい、志穂姉さんや優衣ちゃんよりもずっと小さいでしょう？　あなたをがっかりさせたのではありませんか？」

			　熱すぎる視線に、紗季が恥ずかしそうに美貌を背ける。

			「そ、そんなことないよ。目が潰れそうなほど、美しすぎて怖いくらい。大きさだって、丁度いい。ツンと上向きなところが上品で、紗季さんらしい……」

			　二十九歳の成熟した女体は、神々しいばかりに輝きを放ち、そこに存在している。

			シミ一つないほどに白い上に、極薄のベールに覆われているのかと見紛うほど透き通る美肌。横たわってなお、誇らしげにツンと上向きな鳩胸。すっきりと年増痩せして見事に括れたウエスト。おんなとしての充実を感じさせる腰周り。恥丘を飾る漆黒の茂み。むっちりと脂の乗った太ももから締まった足首へと向かう美脚。そして何よりも素晴らしい肉孔の挿入感。どれを取っても最高級、五つ星のいいおんな振り。

			　中でも、この女陰。とても三十路手前とは思えない新鮮な媚肉は、柔軟性に富み、甘く締め付け、吸い付け、そしてくすぐるように絡みついてくる。それも、根元と中ほど、さらにはカリ首の下あたりを同時に締め付ける三段締めの具合のよさだ。

			　妹の優衣の二段締めにも驚いたが、紗季の三段締めは舌を巻くほど気持ちいい。

			「うおっ！　紗季さんのおま〇こが蠢いた！　いやらしい触手がちんぽに、いやというほど絡みついてくる！」

			　そこに全くの誇張はない。長い触手のような襞が膣孔いっぱいに折り重なるように密生し、そよぐようにまとわりつき、敬悟の肉塊を愛しげに舐めまわすのだ。

			「すごい！　すごいよ紗季さん!!　ちんぽのあちこちを小さな唇にしゃぶられてる！」

			　乳房に見惚れる敬悟に、長く放置され続けた媚肉が逸物の灼熱にほだされ、勝手に蠢きだしたのだろう。

			「ああ、だって、すごく熱いの。あなたの熱で、私のお腹の底が熱くなっています」

			　おんなとして愛でられるしあわせを開花させると同時に、敬悟に甘く支配されることに馴致しはじめているようだ。

			　狭隘な肉管を内側から押し広げられる膨満感に苦悶しつつも、それ以上の愉悦が押し寄せるらしいのだ。

			「う、うそっ……。私、もうイってしまいます……。挿入れられているだけなのに……あはぁ、気持ちいいっ！」

			　絹肌の産毛を逆立て、引き締まった肉のあちこちをびくん、びくびくんとヒクつかせている。極上の肉壷はじゅーんと本気汁を溢れさせ、キュンキュンと子宮をわななかせながら膣襞の蠕動を繰り返す。

			（ああ、紗季義姉さんが、すっごいエロ貌をしている……。いつもの澄まし顔が、よがり崩れると、こんなにもエロいんだ……。でも、淫らな義姉さんも大好きだ！）

			　覗き見た兄との夫婦の睦ごとの時とは、別人のようなよがりよう。未だ抽迭もくれぬうちから、ただ肉塊を埋没させただけなのに、感度の上がりすぎた女体は早くも初期絶頂に身を焦がしている。

			　すでに一度、気をやったせいもあるのだろう。イキま〇こを極太に嵌入されては、年上の人妻であってもひとたまりもないはず。つまりは、敬悟の甲斐甲斐しいまでの愛撫が報われている証しなのだ。

			「だって、ああっ、気持ち……いい……。呆れないでくださいね。きっと私はあなたに溺れてしまいます……。あなたの言う通り、あなたのちんぽ中毒にされそう……」

			　細く長い腕が首筋に絡みつき、やさしく抱き寄せてくれる。ふんわりした鳩胸が胸板に当たる心地よさ。堅く勃った乳首を甘く擦りつけられている。下腹部に擦れているお腹のすべすべ感にもうっとりさせられる。慎み深いはずの兄嫁が持てる全てを使い、敬悟を篭絡してくれている。

			　込み上げる激情に動かされ、蕩けた表情で見つめてくる義姉の朱唇を掠め取った。

			「ほむう、あふん、むうんっ」

			　口腔に舌を挿し入れ唇裏の粘膜や歯茎を夢中で舐め啜る。

			「むほん、ぬふううっ、はむむむっ」

			　素晴らしい手触りの絹肌を撫で回し、その手指をさらに下方へとずらした。めくりあげたクロッチ部をさらに大きく捩らせて、媚肉の合わせ目に忍ばせる。

			「あん、ダメですっ……今そこを触られたら……わ、私は……」

			「僕は紗季をしあわせにしたいんだ……。大好きな紗季を僕の手やちんぽで、何度でもイカせたい。おんなの満足をいっぱい味わわせたい……」

			「ああ、うれしい。ようやくあなたが、紗季と呼び捨てにしてくれました。ひうんっ、あ、ああん！」

			　うっとりと多幸感に浸る兄嫁を官能の坩堝へと堕とすべく、巧妙にクリトリスをあやしていく。

			「あっ！　……あっ、あはぁ!!」

			　触れられた途端、しこりを帯びる淫核。その小さな勃起に円を描き、蕾の頭を転がし、親指と人差し指で抓まみ取り、擦り、潰し、なぎ倒しと様々に嬲った。

			「んっ、ゃあ、ああん……だめぇっ……おかしくなりそう……ああっ、恥ずかしい声も抑えられません……ああ、こんなことって……」

			　逸物を埋められたまま敏感な突起を弄ばれては、肉体が蕩けだすのを抑えられるはずがない。兆した顔を強張らせ、必死で敬悟にしがみついてくる。首筋に巻きつけられた腕が息苦しいほどだ。

			「うあああっ……く、喰い締めている。紗季が僕のちんぽを喰い締めてるぅ……ああ、すごくいい……気持ちよすぎて漏らしてしまいそうだ！」

			　快感に肉孔がキュンと窄まり、肉柱を抱きすくめられる。途方もない心地よさは、唇の端から涎が零れてしまうほど。

			「ああ、紗季。よすぎてたまらないよ。もうムリ。我慢できない！　う、動かすからね！」

			　自制しようにも、凄まじいばかりの喜悦に見境を失くしている。

			　切なく訴えかける分身を宥め透かしながら、先端で孔揉みするように腰をグラインドさせ、ミリ単位の小刻みな抜き挿しをはじめた。

			「やぁっ！　あん、ひぅ、あはあっ……。な、なに？　腰が痺れて、子宮が燃えてしまいます……」

			　それでもやはり愛する義姉を籠絡するには、自分ばかりが気持ちよくなるわけにはいかないと、敬悟は浅瀬に亀頭部を押し当てて、恐る恐るの微動を試みる。狙うは兄嫁のＧスポット。鈴口を入り口近くの窪みに押し当て、圧迫擦りを繰り返す。

			「ぐおおぉ……。す、少し動かしただけでも、気持ちいい。紗季も僕のちんぽに集中して感じてよ……」

			「ああ、来てくださいっ。私をもっとしあわせにして……っ！」

			　圧迫擦りを少しずつ孔揉みに変化させ、さらに浅瀬での抜き挿しへとシフトしていく。ずぢゅぢゅぶぢゅちゅっと、肉孔をこじ開けつつ、鈴口から吹き零した先走りオイルで繊細な肉管を磨き上げた。

			「はんっ、あ、はああああああぁぁ……」

			　甲高い啼き声を堪えきれなくなった兄嫁。その膣壁に、亀頭エラがしこたま擦れるように腰を捏ねる。

			「あん、すごいっ……おちんちんが、私のお腹の中を掻きまわしています……。あんっ、あぁ～～っ！」

			　恋い焦がれ続けた義姉が、自分の腹の下で悶えよがっている。夢のような光景に剛直が硬さをぐっと増した。

			「あんっ、やぁっ、膣中で太くなりました……ああん……こ、こんなに硬いおちんちんに……擦られるとっ……はうんっ……」

			　ぐちょぐちょにぬかるんだ肉畔が容赦なく締め付けてくる。

			「ぐおおおおっ……さ、紗季が、握るように締め付けるから、こんなに硬くなれるんだ……くうぅ……」

			「そ、そんなことを言われても、私にもどうしていいか判りません。あっ、ああんっ」

			「僕の腹の下で可愛い声を上げてくれているだけで満足だよ。好きだよ、紗季っ！」

			「ああっ……わ、私も……紗季もあなたのこと……大好きです……愛しています……ひうんっ！　あっ、ああんっ！」

			　ついに兄嫁が自分のことを好きだと言ってくれた。愛しているとまで。その悦びに敬悟が突き上げるように腰を振る。受け止める兄嫁も敬悟の悦びに感化されたように悩ましい声を上げ、まろやかな媚乳をゆさゆさと上下に揺らしている。目をつぶり、下唇をキュッと噛んで、真っ赤になって声を堪えようとする姿が可憐すぎる。

			「あうっ……ねえ、だめなの、よすぎちゃってっ……。あなた、わ、私、また恥をかいてしまいますぅ……」

			　古風な物言いながらも、その甘えたような口調で敬悟の興奮を煽ってくれる。

			「いいよ、紗季。いっぱいイッて。紗季が思い切りイキ乱れてくれるのが僕のしあわせなんだっ！」

			　うっとりと囁きながら敬悟は、大きく腰を退かせ、ずるずるずるっとギリギリまで勃起を引き抜く。抜け落ちる寸前で、反転、再び奥を目指して腰を押し出す。

			　ぽってりした肉土手をグチュンと押し潰さんばかりの抽迭。

			「あ、あん！　ああ、だめですっ！　イキ乱れるなんて、そんなはしたないこと……」

			　まろやかなヒップを両手で抱え、軽く紗季の蜜腰を浮かせて、抜き挿しを速めていく。膣襞をカリ首でしこたまに引っ掻き、ごつごつした肉幹で膣孔をしごきたて、切っ先で最奥を小突くのだ。

			「あ、あ、ああ、ダメっ！　本当に、恥をかきますっ！　ああ、ダメですっ！　紗季、イクぅっ！」

			　全身を朱に染めた媚麗な女体が、悩ましく身悶える。びくびくびくんと、背筋が震えアクメの断末魔に痙攣した。

			「おおんっ……すごいぃああ、こんなにすごいのはじめてです……。いやん、またイキそうっ！」

			　間髪を容れずにイキま〇こを追撃し、次々に兄嫁を絶頂に追い詰める。

			「ひっっ！　うっくぅぅんんん！　あ、あなた……ああああああぁ～～っ！」

			　兄嫁がドッと汗を噴いてのけ反った。

			　さらに、ずぶんずぶんずぶんと、三度深突きしてから、ぐりんと腰を捏ねて狭隘な膣道を掻きまわす。

			　さらに膣奥に埋め込み、紗季の美脚の一本を持ち上げると、ぐいっと力任せに引き上げ、そのまま兄嫁を横向きの体勢に入れ替える。

			　自らは、義姉の片足をまたぎ、もう片方を抱きしめるようにして、横臥位で抜き挿しを繰り出す。

			　男根の向きも角度も変え、先ほどまでとは違う箇所を新規開拓していく。

			「いやん。あっ、何？　さっきと違うところが擦れる……あん、あん、あぁん……」

			　目の前に来た紗季の足指までが愛おしく、その一本一本を舐めしゃぶりながら腰つきをくれてやる。

			「あっ、ダメです、そんなところ汚い……。足の指なんて舐めちゃダメです……っ」

			「紗季に、汚いところなんてないよ。ここだって……レロレロン……僕の愛する紗季の一部なのだから……」

			「あん、私、怖いほどに愛されているのですね……。本当に私、堕とされちゃう……。ああ、私、まだ人妻なのに……こんなに淫らに堕ちてしまうなんて……」

			　恥じらいつつも兄嫁が堕ちたことを認めてくれた。身も心も全て、敬悟のものとなってくれたのだ。

			「うれしいよ。紗季が堕ちてくれて……。じゃあ、もう紗季は、僕のちんぽ中毒なんだね」

			「あ、あんっ。ちんぽ中毒だなんて……卑猥です……。ああ、でも、その卑猥なのが気持ちいい～～っ！」

			　ほとんどすすり泣くように、兄嫁は何度も昇り詰めている。もう何度、アクメしたのか、敬悟にも見分けがつかないくらい、はしたなく気をやっている。

			「はぁ……はぁ……。私はあなたのおんなになりました。だから、いつでも好きな時に私を犯して……。私、これからもずっと、あなたのおちんちんでアクメしますから」

			　官能に声まで濡らし、兄嫁は愛しい男を見つめる目で熱い視線を送ってくれる。

			「あぁ、紗季っ！」

			　強く抱きしめていた義姉の脚をまたも力任せに逆側に降ろし、女体を反転させる。

			　脚を延ばしたうつ伏せの状態、背後から挿入する寝バックの体位に移行した。紗季の美尻と太ももの両方に肉柱を挟まれているため、より強い締め付けが感じられる。

			「ああん。こんな体位、知りません……。おちんちん、深くはないけど、その存在がはっきり分かります……」

			　敬悟が体位を変えていくのは、この凄まじく官能的な肉壷を様々な角度から味わいたいからだ。ようやく手の届いた憧れの兄嫁を色々な体位で啼かせてみたいのだ。

			　寝バックで、子宮を疼かせるための小刻みな微動を続けた敬悟は、紗季の両足を大きく開かせ、その間に自らの膝を入れた。ぐいっと兄嫁の蜂腰を引き付けるようにしながら、自らの上体を起こす。

			　出来上がったのは、義姉を四つん這いにさせた後背位。兄夫婦の性交を覗き見てから、ずっと自らも紗季を背後から犯したいと何度夢見たかしれない。

			　その黒い情動がようやく成就した。

			「あん。今度は、ケダモノのように私を犯すつもりですね……。いいわ。激しく犯して」

			「犯すだけじゃないよ。紗季のおま〇こに熱いものを注ぎ込むよ。僕の愛情がいっぱいに籠った火傷するほどの精液を、紗季のエロま〇こにたっぷりと注入してあげるね」

			　実のところ、敬悟の限界はとっくのとうに超えている。幾たび射精発作に見舞われたかもわからないほどだ。

			　息も絶え絶えながらここまで保ったのも兄嫁を寝取るため。略奪愛に堕とすためだ。

			　紗季を馴致してでも、姦淫を犯してでも手中に収めたいと欲する仄暗く、倫理にも背いた欲求があったからこそ、射精衝動すら超越することができたのだろう。

			　けれど、ついにそれも終わりを告げる。後は、己が欲望のまま兄嫁の胎内に射精して、夫のものとは違う子種を受け止めてもらえば、敬悟の望みは完遂するのだ。

			「紗季のおま〇こは、もう僕だけのものだよ。僕のちんぽなしでは生きられないくらいに、僕とのセックスに溺れたのだから……」

			　女体そのものを引き寄せ、蜜壷を肉棒で叩くような強引なセックス。平素であれば、あるいは紗季も痛みを訴えたかもしれないが、これほどまでに快楽に蕩けイキまくりのカラダであれば、強姦じみた交接もただの甘い情交と感じるだろう。

			「そうです。私のおま〇こは、もうあなたのものです。夫のおちんちんを愛するのは、妻のおま〇この大事な役割ですわ……あぁ」

			「うん。紗季。これからはいつもおま〇こを濡らしておいてね。僕がセックスしたいと求めたら、すぐに股を開いてちんぽを咥えられるように」

			「はい。あなた。判りました。あなたはやりたい盛りなのですから、もちろんいつでも……高校生の夫のおちんちんを楽にするのは、妻である紗季の悦びです」

			　ガッチガチに硬く猛り狂う肉柱をここぞとばかりに重々しいストロークで叩きつける。双の尻朶クッションがやわらかく受け止めてくれるのをいいことに、ズンズンズンと子宮空洞に重く響き渡らせる。
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			「あんっ。響く……響いちゃう……。子宮が堕ちます……ああ、激しい……」

			　男に蹂躙される悦びに、膣肉が蠢いている。否、女体全体が官能を貪るようによがり悶え、のたうち、熟れ尻を練り腰でくねらせている。

			「くふーっ。ああ、ダメぇっ……。こんな獣みたいなこと……ダメなのに、気持ちいいのっ。ああ、あなた、ふしだらな私を許してください……っ」

			　新たな夫として認められた悦びを胸に鋭く腰を突き出し、猛り狂う強直で女体を串刺しにする。二十九歳の新妻は、悩ましい嬌声を爪弾き、若く逞しい蛮刀を受け止めている。

			「あぁ、最高のエロま〇こだ。このはしたないヌルヌルが、むにゅと締まる嵌め心地に、僕はもう虜だよ。愛してる。こんなに大好きなんだ。紗季ぃぃ～～っ！」

			　激情をそのままぶつけるように、体全体を桃尻にパンパンとぶつける。ずぶずぶと媚孔を玩弄しては自らの射精衝動を解放していく。ふっくらとした肉土手をぐしゃりと押し潰し、ズンと奥にまで勃起を突き入れた。

			　到達させた切っ先が、子宮口を叩いた確かな手応え。

			「あああああああぁぁぁぁんんっ！」

			　びくびくびくんと女体が派手に揺れて、膣奥から粘度の増した蜜液を搾りださせる。発情しきった牝は、エロフェロモンでも敬悟の射精を促してくれる。

			　それだけの衝撃があったのだろう。苛烈な官能の電気信号は、ついに大きな絶頂の波となって兄嫁に押し寄せたようだ。鴇色に染めた全身を硬直させている。むっちりとした太ももなどは、鳥肌を立ててぶるぶるとわなないている。どんなに技巧を駆使しても、たっぷりと愛情に満たされたセックスには及ばない。

			「ああ、あなた……。私はしあわせです。あなたの熱い想いが伝わるから……。その愛に恥ずかしいほど溶かされてしまうのです……あ、ああん、またイキそう……！」

			「僕も、しあわせだよ。大好きな紗季とセックスしているのだもの！　ああ、紗季！」

			　兆した美貌が激しく左右に振られる。豊かな黒髪が白い背中の上で扇情的に乱れ踊る。滴る脂汗に白い女体を輝かせ、凄まじいまでによがり狂うのだ。

			「あなたの溢れる思いに溺れています……しあわせ、しあわせなの……あぁ、イクぅうう!!　紗季、またイクぅうううぅぅぅ……っ！」

			　アクメを極めた美貌が、喉元をくんっと天に晒した。イキ涙に潤む表情は、どこまでも美しく、あまりにもいやらしい。

			「射精るよ。僕もイクっ、紗季っ、ああ、紗季ぃぃぃ～～っ！」

			　恋い焦がれたおんなに種付けする悦び。前屈みに上半身をべったりと白い背筋に張り付け、力いっぱい抱きしめた。

			　頭の中にピンクの靄がかかると同時に、肉棒の内側が発火したかのように熱くなり、根元に溜まった熱い性感の昂りが爆発した。

			　怒涛の奔流のように白濁液が肉棒を迸る。一塊となった熱い子種が、肉傘をさらに膨らませた。

			「ああ、射精ていますっ！　あなたの熱い精子が私のなかにっ……。ああっ、紗季の子宮が溺れています……あっ、あああああぁぁ～～……っ！」

			　夥しい灼熱の白濁をどくどくと子宮に満たすと、おんなの芯を撃ち抜かれた兄嫁がまたもあられもなくイキ極める。極上のおんなを味わいつくしながらも、敬悟はこの後、義姉をどう責め堕とそうかと考えている。

			　今夜は一晩中、この兄嫁を牝啼きさせるつもりだ。

			（紗季のこのエロま〇こなら、何時間でも嵌め続けられる！）

			　義姉のわななく媚肉に肉柱を漬け込んだまま、敬悟はこのまま紗季を極彩色の性欲の虜にしてしまおうと決めていた。

		

	

			終章　並べて犯して……。淫ら三姉妹は僕の宝物
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			「ああん、あなたぁ。大切なお話があるの、それは後でにしてください……」

			　学校からの帰宅早々、甲斐甲斐しく玄関まで出迎えてくれた義姉を抱きしめると、そうやんわりと断られた。

			「話って、なに？」

			　その改まった表情が気になり、居間に向かいながらも話を急かす。

			　すると、居間の方から愛らしい声が敬悟に掛けられた。

			「もう敬ちゃん焦りすぎだよ。まずは座って落ち着いて……」

			　こちらのやり取りを聞いていたのか、優衣が居間の扉から顔を覗かせた。

			「えっ、あっ、優衣ちゃん！」

			　美人女子大生の美貌を認め、思わず相好をにへらと崩してからハッとした。隣に紗季がいるのだ。

			　それが当たり前のように、敬悟の学生カバンを受け取り、一歩下がって後ろを歩く兄嫁。ことさらに丁寧な言葉遣いになったのも、敬悟を新たな恋人として認めてくれたからこそ。大和なでしこというべきか、妻の鑑というべきか、こんな時代にまだ紗季のような女性が存在したのかと思わせるほどの甲斐甲斐しさ。

			　そんな紗季を傅かせておきながら、その妹にデレてしまうのは、いかにもまずい。

			　慌てて顔を真顔に戻すも、さらに居間のソファに志穂の存在も認め、いよいよ敬悟は落ち着かなくなっていた。

			「もうそんなに、くるくる表情を変えなくても。大丈夫よ敬悟くん。君を取って食おうって話じゃないから」

			「あら、優衣は、食べちゃっていいのなら、いつでも……」

			　相変わらず明け透けな優衣に、敬悟の背筋は冷える。横目で義姉の表情を窺うと、やさしい微笑を浮かべているのが、かえって怖い。

			「まずは私からみんなに報告があるの……」

			　食卓テーブルの定位置に座る敬悟の前に、温かな紅茶を置きながら兄嫁がそう切り出した。

			「なあに紗季、そんなに改まって……」

			　めったに見ない神妙な顔つきの紗季に対し、姉の志穂が応じた。そのやり取りから、まだ志穂も優衣もその内容を知らされてないと判る。

			「あのね、私、紘一さんと離婚することに決めました。そして、その……敬悟さんからの結婚を前提にしたお付き合いをして欲しいとの申し入れを……正式に……」

			　まさかこんな形で、紗季が志穂や優衣にその報告をするとは思っていなかった。と同時に、敬悟も兄との離婚を聞かされていなかったから二重の驚きだ。

			　ただ、敬悟も兄嫁にまだ話をしていないことがある。

			　それは、昨晩、届いた兄からのメール。

			　今付き合っている彼女に振られたから、紗季には手を出すなとの相変わらず身勝手な内容だった。

			　もちろん、遅きに失する兄のメールは、ガン無視することに決めている。

			　正直、紗季はもう自分のものだと宣言したい気持ちもあったが、理性的に考えれば、今はそれが得策ではないことが判る。彼女と紗季の両方から肘鉄を食う兄が、ちょっぴり哀れに思えた。

			「まあ、紗季、決心したの？」

			　確かめる志穂に、紗季がこくりと恥ずかしげに頷いている。

			「ふうん。そっかあ、紗季姉、決めたんだ。敬ちゃん、よかったじゃない！」

			　意外にも優衣が、明るく祝福してくれるのにも驚いた。正直、もっと取り乱すものと思っていたからだ。

			（なんだ、僕ってそのくらいしか愛されていなかったんだ……。結局、弟分をからかっている程度の気持ちだったのだろうか……）

			　紗季と敬悟をくっつける目的があった志穂はともかく、優衣からは本気で愛されていると信じていたのだ。

			　敬悟自身は、志穂と優衣をどう思っていたのだろう。憧れの兄嫁と結ばれたことで浮かれていたが、頭のどこかで、志穂と優衣の存在が気になっていたのは確かだ。

			　兄嫁との愛欲に溺れながら、他方で志穂と優衣のことを思う自分に嫌悪を覚える。けれど、それほど二人の存在が自分の中で日々大きくなっていたことをあらためて実感していた。

			　にもかかわらず、当の志穂と優衣は、けろっとした顔で二人を祝福してくれるのだ。

			　敬悟の心がぎしりと軋む。けれど、だからといって何が言えよう。

			　紗季にプロポーズまでしておいて、いまさら志穂と優衣も望むなどあり得ない。

			「ありがとう。志穂姉さんも優衣ちゃんも、私たちの未来を祝福してくれるのね……？」

			　その紗季の問いかけは、敬悟が志穂と優衣とも関係を持ったことを承知した上で、今後の四人の関係に念を押すものだ。

			「もちろん……」と志穂と優衣が答えれば、紗季と敬悟の仲を完全に肯定することに繋がり、すなわちそれは志穂と優衣が敬悟との関係を終わりにすると認めることになる。

			　またしても敬悟の心がギシギシと軋みを上げた。

			「もう。みんなバカなんだからあ……」

			　一瞬の沈黙を破ったのは、またしても兄嫁だった。

			　神妙であった紗季の表情が、穏やかな温もりを持った微笑へと変化していく。

			「私、知っているのよ。志穂姉さんが、敬悟さんのことを思っていることを……。おせっかいにも私のために敬悟さんにセックスまで教えて……。でも敬悟さんを憎からず思っていなければ、カラダを許したりなんてできないわよね……。優衣ちゃんだって、敬悟さんを本気で好きなのでしょう？　好きだから嫉妬したり、うきうきしたりできるのよね？」

			　姉と妹に挟まれた紗季だからこそ、二人のことをよく見ていて、その心情までよく理解している。紗季が、この話をどこへ導こうとしているのか敬悟にも判らない。けれど、敬悟は紗季を心から信頼している。絶対に悪い方向へは向かわせないだろうと。

			「志穂姉さん。敬悟さんを愛しているのでしょう？　いっぱい抱きしめてもらううちに心から愛してしまったのよね？」

			「そ、それは……」

			　否定しようとして顔を上げた未亡人の瞳には、光るものがあった。その雫が全てを物語っている。

			「優衣ちゃんだって、そう。敬悟さんに聞いたわ。志穂姉さんに敬悟さんを盗られそうになって、気が付いたのでしょう？　敬悟さんが大好きだって……」

			　紗季の一言一言が、志穂と優衣の心に染みていくのが敬悟にはよく判った。端から見ているしかない敬悟であったが、当事者の一人であるだけに人一倍感情移入している。その姉妹関係に感動して、もらい泣きしているほどだ。

			「だって、紗季にはしあわせになってほしいのよ。大切な妹なのだもの……」

			「紗季姉になら敬ちゃんを任せられるもの。敬ちゃんが必死に恋い焦がれてきたのを優衣はずっと見てきたの。だから……」

			　志穂と優衣が、口を揃えて紗季にしあわせになれと言っている。けれど、紗季は姉と妹を差し置いてまで、そんなことはしないことを敬悟が一番知っている。

			「私のしあわせは、志穂姉さんと優衣ちゃんがしあわせになってくれることよ」

			　見かけも性格も三者三様なのに、やはり三人は姉妹で根本の考え方が同じなのだ。

			「でも、正直、紗季が敬悟くんを受け入れたこと、ちょっと驚いたわ」

			「うん。紗季姉、よく思い切ったよね。それだけ敬ちゃんに熱烈に迫られたの？」

			「私は、志穂姉さんや優衣ちゃんが、敬悟さんに惹かれても全然不思議に思わない。だって敬悟さんは魅力的な男性だもの」

			　ちらりとこちらを見て、恥じらう紗季に、心臓がキュンと鳴る。ドクンと下腹部に血が集まるのを止められない。

			「確かに、敬悟くんはいい男になったわね。わたしが仕込んだのだから当然だけど」

			「でも、敬ちゃん、ちょっとエッチすぎて、暴走するけれどね」

			　優衣の言葉に、たまらず敬悟は口を挟んだ。

			「僕が暴走するのは、それだけ愛しているからです。志穂さんは、時にはケダモノのように犯されたい願望がおんなにはあるって。優衣ちゃんも、逞しい敬ちゃんが好きって……。紗季なんて、自分からもっと激しくしてくださいっておねだりしたよ！」

			　敬悟の逆襲に三姉妹が、顔を見合わせながら頬を真っ赤に染めた。三人ともに、敬悟の暴走に翻弄された口なのだ。

			「と、とにかく。志穂姉さんと優衣ちゃんの気持ちはこれで判ったわ。それでね。私が敬悟さんのプロポーズを受け入れたのは、一つは、その……おんなとして堕とされたっていうのはあるけれど……」

			　〝堕とされた〟の部分だけ、恥じらうようにもごもごと声を潜める紗季。けれど、続けられた言葉は敬悟にも思いもよらぬものだった。

			「もう一つは、敬悟さんなら志穂姉さんと優衣ちゃんも、必ずしあわせにしてくれると思ったからなの」

			　それが義姉の見出した着地点。敬悟からは都合よすぎて、決して自分からは提案できないことだ。

			「ってことは、つまり僕は、これからもずっと紗季同様に、志穂さんと優衣ちゃんを愛してもいいってこと？」

			「紗季、本当にそれでいいの？　わたしたちにも敬悟くんを愛させてくれるの？」

			「うれしい！　敬ちゃんを三人で共有するってことね？」

			　三姉妹の立場で表現すれば、優衣の言葉通り敬悟を共有するとなるのだろう。けれど、敬悟からすると、美人三姉妹を独り占めということになる。

			「あまりにも自分勝手で申し訳ないけれど。僕はもう自分にウソがつけない。志穂さんも、優衣ちゃんも、紗季も、皆みんな愛しています。誰か一人を選ぶなんて、絶対にできないし、そんなの嫌だ！」

			　莞爾とした笑みを浮かべ、敬悟ははっきりと宣言した。

			「僕はまだ高校生だけど、一人前に程遠いけど、必ず僕が三人をしあわせにします！」

			　前のめりに熱弁する敬悟に、六つの視線が熱く降り注がれていた。

			


			２．

			「ああん。なんでこうなっちゃうわけぇ？」

			　優衣が恥じらいに、悲鳴を上げるのも無理はない。

			　元は兄夫婦の、今や敬悟にとっても寝室となったこの部屋で、ダブルベッドにしどけなく並べられた極上の美女たち。中央に紗季、その左側に優衣、右側には志穂が一糸も身に着けず、その美しい裸身を敬悟の前に晒している。

			「本当に、やっぱり敬悟くんは大暴走するのね」

			　苦笑しながらも、志穂の瞳は濡れている。愛しい若牡が襲ってくれるのを胸ときめかせ待ってくれているのだ。

			「ああ、あなた。そんなに見比べないでください。紗季のおっぱいが、一番小さいのは判っていますから。それに瑞々しい肌では優衣ちゃんに敵わないし、女性らしい熟れた色香では、志穂姉さんに負けてしまいます……」

			　彼女たち同様に全裸で、目を皿のようにして視姦を続ける敬悟。その熱すぎる視線に灼かれ、早くも甘く啼き啜る紗季は、誰よりも色白の肌を艶めかしく火照らせ、女体を純ピンクに輝かせている。

			　いつの間にか、季節は本格的な夏を迎えている。寝室に取り付けられた空調も、四人の男女の熱気に間に合わず、ムンと噎せかえるよう。

			「そうよ。見てばかりいないで、触りなさいよ。たまらなく恥ずかしいのだからぁ」

			　姉たちの手前もあり、ツンデレに羞恥心まで加え、優衣のキャラは崩壊気味だ。

			　彼女らが羞恥するのも当然で、ただ裸身を晒しているわけではなく、三人ともに仰向けに横たわったまま両膝を立て、Ｍ字に股をくつろげているのだ。

			「あん。敬悟くん。優衣の言う通りよ。これからどうするの？　すっかり準備は整っているわよ……」

			　未亡人の言葉に、敬悟はにんまりとした。

			　志穂の言う準備とは、シャワーを浴び、こうして裸になって横たわっているさまを指すのだろう。けれど、敬悟の目には、三姉妹の誰もが、すでにじっとりと女淫を濡らし、その言葉通りに準備万端であることが見て取れたのだ。

			「確かに準備はできていますね。三人ともおま〇こ、ぐぢゅぐぢゅに濡らして……」

			　敬悟の卑猥なセリフに、一斉に「いやぁん」と悲鳴が上がる。

			「あはは。本当に三人とも仲がいい。悲鳴までシンクロさせて……。じゃあ、どうしようかな……まずは、一発目を射精したいのだけれど。エロま〇こばかり見せつけられて、たまらないんだ。誰の膣中にしようか？　希望者はいる？」

			　口ではなんだかんだ言いつつも、従順にわがままを聞いてくれる三姉妹に、敬悟のテンションはいつになく高い。その分身も主人同様、やる気に満ちて勃起全開だ。

			「一発目だから精液濃いよ。熱くて濃厚なミルク。誰が子宮で呑む？」

			　敬悟の問いかけに、おずおずと手を上げたのは驚いたことに紗季だった。

			「わ、私が……夫になるあなたの濃い子種を私の子宮に注いでください。妻になる私なら濃厚なミルクで赤ちゃんができても問題ありません」

			　義姉が、やさしくも決意を秘めた口調で中出しを求めてくれた。敬悟の子供を孕むつもりなのだ。それこそが妻である自分の務めと心得ているように。

			　志穂と優衣の二人は、さすがに躊躇いの表情を見せている。

			　同性の目、それも姉妹の目に晒されて、最初に抱かれる勇気はなかったらしい。

			「うん。やっぱり紗季は僕のちんぽ中毒なんだね。じゃあ、きちんとおねだりできたご褒美に、いっぱい可愛がってあげるよ」

			　言いながら敬悟もベッドの上に身体を乗せ、義姉の媚麗な女体ににじり寄った。

			「じゃあ、紗季、遠慮せずに、いっぱい気持ちよくなってね。志穂さんや優衣ちゃんのお手本になっていい声で啼くんだよ」

			　言いながら敬悟は、紗季のムチムチの太ももを両脇に抱え込み、自らの腰を女陰に当たる正しい位置に据えた。

			「あん。あなた……」

			　赤いセルフレームの眼鏡の奥で、くっきりとした二重に彩られた切れ長の目が、早くも淫情に煙っている。

			　先ほど視認した通り、前戯などなくとも紗季の花苑はしっぽりと濡れていた。

			「紗季っ！」

			　愛しいその名を呼び捨てに、いきり立つ男根を潤んだ蜜壷に漬け込んだ。

			　ずりずりずりっと、切っ先で濡れ襞を引き攣れながら、根元まで突き刺していく。

			　敬悟の大きな質量を十分に覚え込んだ紗季の媚肉。成熟したおんなのやわらかさが、いきなりの挿入にも痛みを与えない。それどころか姉と妹の眼差しを意識する分、いつも以上に女体を火照らせたお陰で、肌という肌を敏感にさせているのだろう。狭隘な膣肉と逞しい逸物が擦れあう官能に、早くも女体を痺れさせている。

			「あ、ああん、いいっ……。あなたのおちんちん、私の気持ちいいところを擦って奥へ……。ね、ねえ、お願いです。紗季を抱きしめてください。お願いぃっ」

			　挿入されただけで兆した表情を浮かべる紗季を望まれるままきつく抱きしめる。

			　これほどまでに〝いい女〟に求められ、昂らぬはずがない。しかも、肉茎をくすぐるように肉襞がねっとりとまとわりつき、やわらかくて熱い締め付けに見舞われるのだから、すぐに敬悟はぐっと堪えなければならなくなる。

			「紗季のエロま〇こは、とろとろに蕩けているのに、また締め付けが強くなったね」

			「だって、あなたに気持ちよくなって欲しいから。イク時は、いつだって一緒がいいのだもの」

			　悩ましく眉根を寄せ、紗季が可愛いセリフを吐く。その様子を爛々とした目で見つめる志穂と優衣の存在をすっかり忘れているかのよう。

			「紗季は、いいおんなだよ。おま〇こも、存在も、妻としても……」

			「ああん、うれしい。今度はあなたの赤ちゃんの母としても……いい母になります。ああでも、今は紗季をおんなでいさせて……」

			　媚麗な裸身を強く抱きしめ、唇を重ね、舌を口腔にこじ入れる。そのまま、口の中を舐めまわす。胸に当たる鳩胸の弾力がたまらない。

			「はぷ、ンッ……ああん、だめ……よだれ、垂れちゃっ……んぢゅちゅぅぅぅっ」

			　しつこく紗季の口腔を離れようとしない敬悟。眉間のあたりが、むずむずするほど、舌を丹念にしゃぶってやる。

			「あんなに熱い口づけされたら背筋が溶けるほど、感覚が鋭敏になってしまうわ……」

			　熱い目で見つめる志穂が、自分がそうされているようにうっとりとつぶやいた。

			「あん。いやだ。優衣、妬けてきたわ。くやしいから紗季姉を虐めちゃおう！」

			　しばらく肉感的な抱き心地を満喫していた敬悟は、上体を起こしゆっくり腰を動かしはじめる。妖しく蠕動する旬の媚肉は、たまらなく具合がいい。

			　瞳に嫉妬の炎を宿した優衣が、敬悟の退いた鳩胸に手を伸ばした。慣れた手つきでぐにゅぐにゅと揉みしだき、乳肌のあちこちに口づけをはじめる。

			「あん、優衣ちゃん。いやっ……。あ、あぁん、紗季のおっぱい弄らないでぇ」

			　妹の、それも同性の手に愛撫されるのを紗季は拒んだ。けれど、可愛い悋気を煽られた優衣は、その美貌に興奮の色を乗せ、ついには姉の乳首に吸い付いた。マゾの気のある姉に、サディスティックな気分まで煽られたのだろう。ぐいぐいと紗季の媚乳を揉みしだいては、しこる乳首を強く吸っている。

			「おわあああっ！　す、すごい！　優衣ちゃんにおっぱいを弄られるたび、紗季のま〇こがエロく蠢く……。わわわっ、締め付けも強くなった！」

			　敬悟が恍惚の表情で喘ぐのが気に入らないのか、優衣の乳房責めは執拗さを増す一方。二人の妹の嬌態に煽られたのか、志穂までもがもう一方の紗季の美乳に取り付く。

			　ぽってりとした唇に乳首を含み、舌先でつんつんと乳頭を嬲っている。

			「あっ、ダメっ。姉さんまで……。あっ、あっ、ああん……。おっぱいとおま〇こをみんなにされて……私、どうしたらいいの？」

			　狼狽の色を深めながらも紗季の肉体は昇り詰める準備を進める。媚麗な肉体のあちこちに派手な痙攣が起こり、薄紅の発情色に染まった裸身を悩ましくのたうたせる。

			「どうすればって、イッちゃえばいいじゃん。紗季は淫乱なのだから志穂さんと優衣ちゃんにも愛されてうれしいでしょう？　そのうれしさにイッていいんだよ」

			　極彩色の官能絵巻に興奮のあまり、敬悟はまたしても暴走している。捕まえていた蜂腰から、紗季の乳房を弄る優衣と志穂の女淫へとその手を移動させた。

			　左右の媚肉に届かせた手指を二本ずつ挿入するのだ。

			「あふうん、ああっ。はあああああんっ！　け、敬悟くぅん！」

			　艶めかしい喘ぎを上げる未亡人の膣肉を派手にクチュンクチュンと掻きむしる。

			「ひあぁっ、敬ちゃん、指じゃやだよぉ。するのなら敬ちゃんのおちんちんがいいっ！」

			　むくれる優衣の媚肉も鉤状に曲げた指で攪拌する。

			「あっ、あん、あん、あん……。もうダメです。紗季、恥をかいてしまいそう……」

			　志穂と優衣の女淫を手指であやしながら敬悟は抜き挿しを速めている。三人を同時に犯す興奮に、腰つきも見境をなくしているのだ。

			　のけ反る白い喉から歓喜の嬌声を次々と搾り取っていく。

			「あはん。紗季すごいのね、いやらしすぎる感じ方……。大人しい顔をして、敬悟くんの言う通り淫乱みたい……。ああ、でも、紗季、きれい……レロレロン……」

			　媚肉を手マンされながら、志穂はなおも紗季の乳房を貪っている。

			　その美貌にも、はっきりとした興奮の色が浮かんでいる。蜜壷から沸き起こる喜悦とカワイイ悋気とで、未亡人もすっかり錯乱しているようで、紗季を辱めながらうっとりした表情でその乳首を舐め啜るのだ。

			「ああんっ……しないで姉さん……。乳首切ない……あっ、優衣ちゃんもダメぇ……。ああ、どうしよう。本当に、紗季、はしたなく、イッてしまいますっ！」

			　兆した義姉を追い詰めるべく、敬悟は怒張を浅瀬に引き上げ、腰を小刻みに揺すった。竿先の張り出したエラを、紗季が最も悶え狂う急所、Ｇスポットに擦りつける。

			「あうんっ、そこダメですっ、あたってるぅっ！　ああっ、あたってるのっ……」

			　膨らんだ先端がポイントから外れぬよう、ソフトに圧迫しているにもかかわらず、身悶えは絶大だった。

			　美貌を左右にのたうたせ、シーツに千尋に広がったストレートロングをおどろに振る。赤いセルフレームのレンズが曇るほど、紗季は女体の体温を上げている。

			「あんすごいっ……すごすぎです……ああ、ダメっ……狂う、狂っちゃうぅぅ！」

			　あまりの悦楽に、義姉は大小のアクメの波に何度も呑まれている。

			　朱唇をわななかせる表情が、いかにも扇情的でそそられる。

			「ああ、もうたまりません。お願い激しくしてください。私のおま〇こにおちんちんぢゅぼぢゅぼって、してくださいぃぃっ！」

			　淫らなおねだりに応え抽送を速める。二度三度浅瀬を擦っては奥を突き、回を重ねるにつれて、どんどんあわただしく、激しい深突きに変えていく。

			　突き入れのたび、媚乳がぶるん！　ぶるん！　と揺れまくる。それを二人の美女が追いかけては、口腔に咥えなおす。

			　美貌が歪み、追い詰められた表情を浮かべる。吐息も、はあっ、はあっ、と火のように熱い。黒髪を振り乱し、唇の端から涎まで滴らせている。

			「また、イッてもいいですか？　もうダメですっ……大きなのが来ちゃうの……ねえ、イッてもいいでしょ……。あなた、お願いっ、イカせてくださいっ！」

			　グラグラと左右に肩を揺すり紗季がねだる。その様子はまるでダダをこねる美少女のようだが、その官能み溢れる表情は、扇情的におんなの本性を晒している。

			「いいよ。紗季、思いっきりイッていいよ……ほらっ、ほらっ、ほらっ……」

			　敬悟は紗季を許し、絶頂へ追い立てるように男根を抽送させた。華奢な裸身をガクガクと大きく揺すぶる。

			「ああっ、うれしいっ……あなた、紗季はしあわせですっ！」

			　子宮の奥でカッと燃え上がった劫火が、一瞬で引火して紗季の全身に広がる。媚麗な裸身は、たちまちこれまで以上の絶頂へと駆け昇った。

			「あ、ああんっ……イクっ……姉さん。優衣ちゃん。紗季がイクの見ててね……。ああっ、イッちゃう、イッちゃうっ……んんんっ……イ、イクぅっ」

			　美しい裸身が汗の雫を振りまきながら跳ね躍った。グンとエビ反りに伸び上がり黒髪を千々に乱す。
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			　法悦の大波が過ぎ去ると、今度は小刻みな震えが肌を走った。

			「うわあああっ、紗季のイキ貌、なんて淫らなんだ……。あぁ、僕もダメだ。そんなエロ貌されたら、射精ちゃうよぉ～～っ！」

			　愛しいおんなを刺し貫き、派手によがらせるのだから耐え難い興奮が押し寄せて不思議はない。しかも、抜群の締まりとうねりが、肉柱の崩落を促そうとしているのだ。

			　頭のなかが真っ白になり、やるせないまでの射精欲求に支配された。ひたすら腰を振り、肉棒の内側に巨大な噴火エネルギーが溜まるのを感じた。

			「射精くよ……僕もイクっ!!」

			　志穂と優衣の媚肉から手指を引き抜き、紗季のむっちりした太ももを小脇に抱え、外連味のないストレートを最深部に打ち込んでいく。

			「ほうぅっ、ぅっくうぅん。ああ、またイクぅっ、イクぅぅぅぅぅっ!?」

			　ふわりと紗季の背筋がベッドの上で浮き上がり、再びエビ反った。その瞬間、敬悟も引き結んでいた肛門の戒めを緩め、全ての欲望を解き放つ。

			「ぐああああああああぁ～～っ！」

			　尿道を走る熱い塊をびゅびゅっと子宮に叩きつける。

			「きゃうううううぅっ！」

			　灼熱の精液が子宮に付着したのを感じ取り、紗季が裸身を痙攣させた。

			「あうううっ！　うぐぅっ！」

			　紗季のふしだらなイキ様に志穂と優衣が発情を強める。二人ともにその瞳を淫らがましく潤ませ、妖しい火照りに身を切なくさせている。

			　蜜液を滴らせた太ももをモジつかせ、自らの胸元を弄る志穂。優衣は、耐えきれず自らの股間に手指を運び、ツンとしこるルビーの肉萌を中指の腹で揉んでいる。

			「ああぁ～っ。そんなに我慢できなかったの？　志穂さんも、優衣ちゃんも……。安心していいよ、すぐにこれを挿入れてあげるから……」

			　紗季の媚肉から引き抜いた分身は、夥しく放精を済ませたばかりなのに萎えることなく、雄々しく天を衝いている。

			　いつもなら抜かずに三発は可能な紗季の名器だからこそそれが可能だったのか、優衣の二段締めや志穂のカズノコ天井を求めるが故に、未だ健在であるのかは定かではない。けれど、この三姉妹が相手なら何度射精しようとも、すぐに復活するのは当然のように感じられる。

			「じゃあさ、志穂さんと優衣ちゃん、そこの壁に手をついて。そうそう、お尻をこっちに突き出してさ」

			　イキ涙に咽ぶ紗季をその場に放置し、志穂も優衣も、イソイソといった感で、魅力的な尻朶を男の眼前に掲げてみせる。

			健康的に引き締まり、若々しさにはち切れんばかりの優衣の美尻。熟れが及び、どっしりと安産型に中身を詰まらせ、重たげに実らせている志穂の艶尻。

			　淫らな芳香を放つ二輪の媚花の、いずれを先に犯そうかと敬悟は逡巡する。

			「もう少し、足を開いて……そう。さて、どちらから入れて欲しいですか？」

			「……」

			　そこまで明け透けに訊かれては、互いの前で「自分から」とは言い出し難いらしく、二人の美女は一瞬、目を見交わし、すぐ恥ずかしそうに火照った顔を逸らした。

			「優衣ちゃんっ。わたしっ、すごくおま〇こが疼いているの……ご、ごめんなさいッ！」

			「ゆ、優衣も……優衣も、おま〇こ痒いッ。早くなんとかしてもらわないと、気が狂っちゃいそうぅッ！」

			　そして死ぬほど疼きまくる尻朶を、ライバルより少しでも魅力的に見えるよう、クナクナと揺すってみせるのだ。

			　二人ともに、わずか一滴で男を獣に変えさせる蠱惑のフェロモンをひりださせ、寝室の空気を艶やかに淀ませていた。

			「ああ、志穂さんも優衣ちゃんも、エロすぎだよ。早く僕のちんぽで蓋をしなくちゃ、エッチなお漏らしをしちゃってさ……」

			　牝孔からドロッと滴り落ちた優衣の蜜液が、淫らな糸を引いている。志穂などは、ポタポタと雫を垂らして、あっという間にシーツに黒いシミを作っている。

			　半ば呆れながらも魅入られずにいられない敬悟は、ごくりと生唾を呑み込んでから牝尻の一つに取り付き、亀頭部を媚肉に擦りつけた。

			　絖る白い背中が美しい。

			　折れてしまいそうな細い腰が、張り出した志穂の尻の大きさを強調している。丸い双丘の狭間には、薄く色づいた愛らしい窄まりがあからさまになっていた。

			　溶け潤んだ秘裂の中の侵入孔は、執拗に指淫を受けたせいかあえかに口を開いている。秘孔を確認してから、敬悟は猛る怒張をあてがい、おもむろに腰を送り込んだ。

			（紗季を孕ませたら、次は志穂さんを孕ませよう。学生だけど優衣ちゃんも孕んでくれるかな？　三人とも孕んだら、エッチなミルクを僕も飲ませてもらおう……！）

			　そんな妄想を膨らませながら、志穂の牝孔に肉柱を埋めていく。

			「三人平等に、愛してあげるから。いっぱい、いっぱいイクんだよ！」

			　当てが外れ振り返る寂しげな優衣の眼差し。その美尻に敬悟は、再び手指を運び、濡れそぼつ女陰に挿し込んだ。

			「う……ううぅ……ま、また優衣は指なの？」

			　不満を漏らしながらも、安堵の吐息とも取れる呻きを優衣が漏らす。耳に心地いい啼き声を堪能しながら下腹が豊かな尻朶に密着するまで深く志穂の蜜壷に押し入る。

			「愛している、愛しているよ、志穂さん。優衣ちゃん、愛している。紗季のことも愛している！　愛してる。愛してる。愛してる。誰が何と言おうと、愛しているよ!!」

			「う、うれしいわ！　敬悟くん、志穂も愛しています。あ、あ、ああ～～っ！」

			　蕩けきった媚肉は、愛しい逸物をきゅうきゅうと締めあげ、女体を発情色に染め上げて震えわなないた。

			　紗季の嬌態を見せつけられていた志穂のカラダは、すぐに燃え上がるのだ。

			「お、奥にッ、当たっている……おま〇こ、もうイキそうぅッ！」

			　壁にしなだれかかっていた裸身をのけ反るようにぎゅんとしならせ、鼻にかかったよがり声で唸る。ハの字に開いた太ももが艶めかしく痙攣し、怒張を呑み込んだ蜜壷が派手な収斂を繰り返す。

			「ああんっ、ごめんね。優衣っ。いいの、気持ちいいのよぉッ……志穂、先にイクわ！」

			「ああん、志穂お姉ちゃん、ずるいぃっ……!?」

			　指マンで我慢させられていた優衣が、嫉妬の声を上げたのを機に、敬悟はずるんっと未亡人から引き抜き、女学生のヴァギナへとあっさり乗り替えた。

			「いっ、イヤぁあんッ……敬悟くん、い、意地悪しないでぇッ」

			　置き去りにされた志穂が恨めしげに言い募る。その濡れ蜜壷に手指を埋め込み、中に溜まった蜜液を掻き出しながら優衣には練り腰を食らわせる。

			「ごめんね。好き勝手に入れ替わって。二人を相手にするのも大変なんだ。平等にしてあげないとさぁ」

			　多くの苗床に種をばら撒きたい牡本能が、志穂と優衣の狭間を彷徨わせる。陰嚢を沸々と滾らせながら、若さはじける花唇を突きまくる。

			（ああ、最高だ……。志穂さんも、紗季も、優衣ちゃんも、淫らで、下品で、ふしだらで、それなのに超美しくて、何よりやばいくらい気持ちいいっ！）

			　射精を意識した肉棹が、もどかしく疼き、ぎゅんと膣奥に埋めたまま嘶かせる。

			「は、あぁ……敬ちゃん……イクッ……優衣っ、イクッ……あ、あああああぁ～～っ！」

			　艶めかしく昇り詰める優衣の媚肉が受精を求め膣洞を窄ませ、みっしりときつく怒張を締めあげてくる。

			　爛漫に咲き誇る美人三姉妹を惜しみなく愛し尽くす悦び。

			　この幸運を与えてくれたのは、やはり兄貴なのだろうか──。

			（いや、兄貴は道化役で、キューピッドは紗季かもしれない……！　ああ、志穂さんも、優衣ちゃんもそうだっけ……。僕の大切なエンジェルたち！）

			　美麗で、可愛くて、色っぽい三姉妹に、心から敬悟は感謝しながら、放精のトリガーを力いっぱいに引いた。

			「ああぁ、どうかお願い。敬悟くん、志穂にも頂戴っ！　志穂だってまだ赤ちゃんを孕めるわ！」

			「うん。今度こそ、志穂さんの番……」

			　莞爾とした笑みを志穂に注ぐ。

			　敬悟の三人の妻たちは、いじらしくも淫らに、いつでも愛を乞うてくれる。

			　そんな超絶的に美しい三姉妹に、これからも昼夜を問わず、妻として、おんなとしてのしあわせをたっぷりその子宮に注ぐのだ。

			　眩暈がするほどの多幸感の中、敬悟はそう予見した。
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